7 ニユアルのほいかた 


广 まむしてお使いいただくために- S 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

\ J 


七ットアップガイド- 

•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
■電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入らないとき） 

• リカバリー（再セットアップ） 
•デイ I 」ーケアとアフターケアなど 


广 取扱説明書- S 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• メモ U の取り付け/取りはずし 
•パ'ッテ U —パックの交換 
•システム環境の変更とはなど 

V_ J 


广 オンラインマニュアル（本書）- . 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•パソコンを買い替えたとき 
•パソコンの基本操作 
• ネットワーク機能 
• 周辺機器の接続 
■パ' ッテ U —で使ラ方法 
• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 など 

\_ J 


广リリース情報- . 

• 本製品を使用するラえでのミ主意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ リリース情報について」 

V_ 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、：欠の決まりに従って書かれています。 


KK 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ミま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
7 R しよ9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 

「困ったとさは」への参照の場合…《》 


* 1重傷とは、失おやけび、やけど（高温•ほ温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋' 家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、巧のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 7 

Windows ® 7 Professional を示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ® Business を示します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

ドライブ内蔵モデル 

DVD スーパーマルチドライブを内蔵しているモデルをおします。（モデルによっては書さ込み 
機能を禁止しています。） 

HDD 内蔵モデル 

HDD (ハードディスクドライブ）を内蔵しているモデルを示します。 

SSD 内蔵モデル 

SSD (ソ U ツドステートドライブ）を内蔵しているモデルをおします。 

Core 2モデル 

インテル®巳 ore ™ 2 Duo プ□セツサーを内蔵しているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007をプレインス I -- ルしているモデルを示します。 


PowerPoint 搭載モデル 

Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007をプレインス I -- ルしているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能を搭載しているモデルを示します。 

モデム内蔵モデル 

モデムを内蔵しているモデルを示します。 

Bluetooth モデル 

Bluetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 

FeNCa ポート内蔵モデル 

Fel に a ポートを内蔵しているモデルをおします。 

個人-家庭向けモデル 

別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』に「個人-家庭向 
けモデル」と記載されているモデルを示します。 
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企業向けモデル 

別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』に「企業向けモデ 
ル」と記載されているモデルを示します。 

RX 2 シ U - ズ 

dynabookSS シ U - ズで、モデル名び巧乂2」で始まるモデルを示します。 

RX 2 L シ U - ズ 

dynabookSS シ U - ズで、モデル名び 「 RXSL 」 で始まるモデルを示します。 

N 12シリーズ 

dynabookSS シ U - ズで、モデル名び fNlSJ で始まるモデルをおします。 


ご購入のモデルの仕様については、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズ 
をお使いのかたへ』を参照してください。 


mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U - ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインストールまたは内蔵八ードディスクや付属 
の巳 D / DVD か日インストールしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

•システムび Windows 7 LU 外のモデルの場合、一部の使用方法や設定方法び異なる場合びあ 
ります。詳しくは『セットアップガイド』や各ヘルプを確認してください。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。画面ち上の[表示方法]び「大きいアイコン」または「ルさ 
いアイコン」になっている場合は、「カテゴリ」に切り替えてか日操作説明を確認してくだ 
さい。 


コント□-ルパネルの表示 『Windows ヘルプとサポート』 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。 
画面の表示と異なる場合びありますび、読み換えてご使用ください。 


ES Trademarks 

• Microsoft 、 Windows . Windows Media . Windows Live . Windows Vista 、 Aero 、 
Excel 、 MSN 、 Outlook 、 PowerPoint 、 SkyDrive は、米国 Microsoft Corporation の米 
国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Centrino は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• Confi 邑 Free は、株式会社東芝の商標です。 

• SD □ゴは商標です。（ぶみ） 

• SDHC □ゴは商標です。 
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• Fast Ethernet 、 Ethernet は富±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (ァドビシステムズ社）の米 
国な日びに他の国における商標な日びに登録商標です。 

• Corel 、 Corel □ゴ、 Ulead 、 Ulead □ゴ 、 DVD MovieWriter は、カナダ、米国および/ま 
たはその他の国における Corel Corporations および/またはその関連会社の商標または登 
録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• Java はサンマイク□システムズ社の米国および他の国における登録商標または商標です。 

• Google ツールバーは Google Inc . の登録商標です。 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

• デジタルアーツ / D に ITALARTS 、 ZBRAIN 、 アイフィルタ ー/ i - フィルターはデジタルアーツ 

株式会社の登録商標です。 

•パーソナルシェルター、かざしてナビは、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 
•シンプル□グオン、スク U - ンセーバー□ック2、パーソナルシェルター、かざしてナビ、 
かんたん登録2、かざして転送[テキスト]、かざして転送[画像]は、株式会社ジャストシ 
ステムの著作物であり、著作権、その他の権利は株式会社ジャストシステムおよび各権利ち 
に帰属します。 

• Fel に a はソニー株式会社の登録商標です。 

• Fel に a はソニー株式会社び開発した非接軸 1 C カードの技術方式です。 

• 。は、フェ U カネットワークス株式会社の登録商標です。 

•に OCA は西日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

• mj (スモ商標利用許諾済第57号 

• ㈱ ノ（スモの都合により予告なく PASMO 力ードび交換されることびあります。 

•【 JR 東日本 Suica 利用穿帰第18号】 

《 Suica は東曰本旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

※当該商品は、東曰本旅客鉄道株式会社び本商品-サービスの内容-品質を保証するちので 
はありません。 

※東日本旅客鉄道株式会社の都合により、予告なく Suica 力ードび交換されることびあります。 

• FeliCa Secure Client SFCard Viewer 、 Fel に a ブラウヴエクステンション、 Fel に a ポート 
自己診断は、ソニー株式会社の著作物であり 、 FenCa Secure Client、SFCard Viewer 、 
Fel に a ブラウヴエクステンション、 Fel に a ポート自己診断にかかる著作権、その他の権利は 
ソニー 株式会社および各権利者に帰属します。 

•「Near Field Rights Management 」、「 NFRM 」 および「カヴスチヤンネル」は、日本国 
内におけるフェイスの商標または登録商標です。 

• TEdy (エディ）」は、ビットワレット株式会社び管理するプ U ペイド型電モマネーサービス 
のブランドです。 

• eUO は、株式会社ソニーファイナンスインターナショナルの登録商標です。 

• WiMAX は WiMAX Forum の商標です。 

本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場合びあ 
ります。 
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コプロセッサ （CPU) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力はなのようなを件によって違しが現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずバッテ U - 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されてい 
るデヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フイート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3□で（高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。これは、 
当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨する巧 
態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッサに関するを意 

巨4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するよラに最適化されています。 
巨4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインス!ルされている 
•己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 己4ビット対応のデバイスドライバーびインストールされている 
•己4ビット対応のアプ U ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデバイスドライバーおよびアプ U ケーシヨンは己4ビットプ□セッサ上で正常に動作しな 
い場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 
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MM 着作権について 

音楽、映像、コンピューター•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちおよ 
び著作権ちの権利び保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまたは家庭 
内で使巧する目的でのみ行ラことびできます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なくこれを複 
製（データあ式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを行ラと、 
「著作権侵害」 r 著作ち人格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあります。 

本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてくだ 
さい。 


匯画リリース情巧について 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報] 
をク I 」ックする 


KM お願い 

• 本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ス I ルしたシステム （ OS )、 アプ U ケーションじ(がをインス!ルした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順じ(外の 
方法で、パーティションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊す 
おそれびあります。 

• 内蔵八ードディスクにインストールされている、または付属の CD / DVD か日インス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ5れています。取り扱いにはミ主意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型飄を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使 
用でさなくなり、交換対応となります。この場合ち有料です。またどちらの場合ち、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損害に関し、弊社はいっさいの責任を負いません。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報びかないなどの 
理由で、登録•使用びでさない場合びあります。 

• 指紋認証機能は、データや八ードウエアの完全な保護を保証しておりません。本機能を利用 
したことによる、いかなる障書、損害に関して、いっさいの責任は負いかねますので、ご了 
承ください。 
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•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウォール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングか日コンピューターを 
保護するためにち、常に最新のちのにアップデートする必要びあります。最新版へのアップ 
デートは、ご使用開始から90日間に限り無料で行ラことびできます。90曰を経過するとウ 
イルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用できなくなります。ウイルスチェック 
び全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規サービスへ登録するか、 
市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴー使用許諾契約書』およ 
び『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書は表おされな 
くなります。 U カバ U — を行った場合 I こは再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあらかじめ行っていただくよラお願いしております。弊 

社ホームページで登録でさます。 

詳細について r 付録 0 お客様登録の手続き」 

mm [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージを注意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してから、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理をアカウントのパスワードで認証を行ってくださ 

し、。 
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■ 巧いはじめる巧に 

前のパソコンで使っていたデータを移巧する便利なソフト 「PC 引越ナ 
ビ」について説明します。 


1前のパソコンのデータを移巧する 
- PC 引越ナビ- . 
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* PC 引越ナビ搭載モデルのみ 

パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

口 C 弓腿ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーシヨンです。事前になの点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保をされているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 

I パソコンの仕様を確認する _ 

■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、なのシステムに対応しています。 

• システム *1 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 

*] マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してくださし、また 、 「Internet 

Explored のバージヨンが「日 SP 1 J 上であることを確認してください。それ下のバージヨンの 
場をは、「日 SP 1」 を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows XP . Microsoft ® Windows®XP 叩 eratin 呂 system 日本語版の全エデシヨン 

Windows Vista ..... Microsoft ® Windows Vista ® の全エディシヨン 
Windows 7 . Microsoft ® Windows ® 7の全エディシヨン 



前のパソコンの動作環境について 


あらかじめ、「付録 □ 「 PC 弓陋ナビ」について」をお認してくださし、。 


■使用できる環境を確認する 

設定-データの移行をするには、次の方法びあります。 

• US 日フラッシュメモ U を使用する 

• USB フラッシュメモ U とネットワーク（有線 LAN ) を使用する 

• USB フラッシュメモ U とク□スケーブル（有線 LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかか日、移行する設 
定-データの容量に適した方法を選んでください。 

US 日フラッシュメモ U のみで移行する場合は、已] 2 MB じ(上の容量び必要です。 

USB フラッシュメモ U の代わりに、メディアカードを使用することもできます。 

本製品で使用でさるメディアについては、「2章 0- □:使えるメディアを確認しよラ」で確認 
してください。 



I M のパソコンのデータを巧巧ずる 

I -PC 引越 ナビー 


使いはじめる前に 







I ■前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


前のパソコンでどの方法び使用できるかを確認し、 USB フラッシュメモ U やネットワーク用の 
ケーブルび必要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要な US 日フラッシュメモ 
1」は、あ b かじめフォーマットしてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、 USB フラッシュメモ U の容量びルさいと、数回に分け 
てデータをコピーすることになりますので、大容量の US 日フラッシュメモ U を移行用に使用す 
ることをおすすめします。 

圓巧巧で宝る設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」を起動したとさの、ユーヴーの設定とデータを移行でさます。 

♦ Internet Explorer の設定*， 

♦ Windows Live メール （Windows メール、 Outlook Express ) の設定*吕 *4 

♦ Microsoft Outlook の設定* 3*4 

•[ドキュメント] ( WindowsXP では[マイドキュメント])フォルダーに保巧されている 
ファイル 

♦デスクトップ上のファイル 
♦任意のフォルダーに含まれるファイル 

去 ] Microsoft Internet Explorer 目 SP 1じ(上 

*2 移行できるデータは、 「 Microsoft 日山 look Express (バージョンが目 SPl が上 )」、 「Windows ル」、 
「Windows Live ;><— ル」のものになります。 

*3 移行できるデータは、 「 Microsoft 日 utlook 2日日0」於降のものになります。 

本製品には、 Office 搭載モデルにのみ、 「 Mic 「 日 soft 日 utlook 」 が付属およびインス!-ールされています。 
日 ffice が搭載されていないモデルの場合、前のパソコンに保存されている 「 Microsoft 日 utlook 」 のデータ 
を本製品に移行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に、市販の [Microsoft OutlookJ を本製品 
にインストールする必要があります。 

移行するためには、 「 Micros 日 ft Outlook 2日03」政降の 「 Microsoft 日山 look 」 をインストールしてく 
ださい。 

*4 本製品にールソフトがインストールされていない場合でを、 「 PC 引越ナビ」はパソコンにデータを保存 
します。 

「Windows Live ル」および 「 Microsoft 日 utlook 」 は起動したときに、保存したデータのインポート 
(取り込み）を行います。 

ールソフトによっては、違ラソフトのデータを変換して取り込むことがでさます。 

詳しくは、ールソフトのヘルプを確認してください。 

メモ 

•移行でさる設定やデータについて、詳しくは、 「 PC 引越ナビ」のヘルプで確認してください。 


操作にあたって - 

•あらかじめ、附録 □ n 「 PC 弓階ナビ」について」をお認してください。 



使いはじめる前に 
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I ■前のパソコンのデータを移行する - PC 弓陋ナビ- 


■■インストール方ま 

「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインス!-ールされていません。 

なの手順でインス I ールしてください。 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケー 
ションの再インス!ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 
Q [アプリケーション]タブをクリックする 

B 画面左側の [PC 引越ナビ]をクリックし、 UPC 引越ナビ」のセット 
アップ]をクリックする 

f 画面の指示に従ってインス I — ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
ください。 



使いはじめる前に 


8 






I ■前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 




r こん包プ□グラム」をコピーする 

r こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまとめ 
るプ□グラムです。 

USB フラッシュメモ I 」にコピーしてください。 


本製品 


曇 



コピー 


USB メモ 


r こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行する 
データの容量によっては、「こん包ファイル」は複数作 
成されます。すべての「こん包ファイル」をコピーして 
ください。 



前のパソコン 


cy コピー 户 一 -- 
USB メモ U 

ネットワーク（有線 LAN ) 

ク□スケーブル（有線 LAN ) 


r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を前のパソコン 
で実行し、移行する複数のデータを1つのファイル 
( r こん包ファイル」）にまとめます。 



前のバソコン 


USB メモ U 




為成 


移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかか日、前のパソコン 
と本製品の仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を遇択します。 


本製品 


USB メモ U 


ネットワーク（有線 LAN ) 

ク□スケーブル（有線 LAN ) 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定-データや使用する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れは;欠のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行うとよいでしよラ。 


使 S はじめる 


















I ■前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


起動方法 


デスクトップ上の [PC 引越ナビ] (戀 )をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 引越ナビ]をクリック 
して起動することもできます。 

圍下の ヘル ブす ボタンをクリックし、注意制限事項を確認する 

「 PC 引越ナビ」のヘルプび表示されます。 

「 PC 弓 I 越ナビ」のを意制限事項をお読みください。 

目;欠で[ミ主意制限事項]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目をよくお読みく 
ださい。 

[同意する]をチェックし、[巧へ]ボタンをクリックする 

使巧許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 

を意事項び表示されます。内容を確認し、[次へ]ボタンをク U ックしてください。 

引さ続さ、説明画面び表示されますので、内容を確認しなび日、操作してください。 


使いはじめる前に 
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■ パソコンの昼本操作を覚えよ 3 

このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 22 

2パソコンの使用を中断する . 26 

3タッチパッド . 30 

4 キーボード . 34 

已八ードディスクドライブ . 41 

6 CD や DVD を使 ラードライブー . 4已 

7画面を見やすく調整する ーディスプレイ- . 已2 

8サウンド . 已3 

9 SD メモリカードを使う 

- SD 力ードス□ッ I . 

10 FeNCa ポートを使う.. 


已已 
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電源を入れるとを 


U メッセージび表示された場合 

電源を入れたときにメッセージび表示された場合は、なの内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザーパスワードを設定している場合 

電源を入れると;欠のメッセージび表示されます。 


Password 


設定したユーヴーパスワードまたはスーパーパ'イヴーパスワードを入力し、 |歴的 キーを 
巧してください。 

反 it メモ 

•購入時の設定では、パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 

•「指紋認証ユーティ U ティ」で起動認証機能をち効にし、指紋を登録すると、パスワードを設定して 
いる場合に表示される 「 Password =」 というメッセージの代わりに、指紋認証を行う画面び表示され 
ます。指紋認証を行ラと、起動認証機能によってバスワードの認証び行われます。 


認証を已回失敗ずるか、一定時間び経過する、または I SACKSMCfl キーを押すと、 「 Password =」び 
表示されます。 

指紋認証について詳しくは、「7章 D 指紋認証を使ラ」または「指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプ 
を参照してください。 

「ま芝バスワードユーティ U ティ」の[スーパーバイヴーパスワード]タブで、[ユーヴーポリシーの 
設定]画面の[ユーヴーパスワードの登録/変更を強制ずる]をチェックずると、次のよラに設をさ 
れます。 

-ユーザーパスワードが登録されていない場合 

設定後の]回目の起動時に 、 「New Passwo 「 cl =」 と表示されまず。 

ユーヴーパスワードの登録を斤ってください。 

-ユーザーパスワードが登録されている場ち 

設定後の起動時、 「 Passworcl =」 でユーヴーパスワードを初めて入力したときに 、 「New Password =」 
と表示されます。 

新しいユーヴーパスワードに変更して<ださい。 

rVeiify Passwo 「 d =」 に [New Password = J で入力したパスワードをもう一度入力すると、ユーヴ ー 
パスワー ドが登録/変更されます。 


スーノ 又一 )くイヴーノ くスワードについて詳しくは、「7章 
して < ださい。 


I- 居]スーパー；くイヴー;ロワード」を参照 


バスワードについて「7 章 0 バスワードセキュリティ」 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


2 
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I ■電源を入れるとさ 


• ユーヴーパスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れまず。 

• ユーヴーパスワードと HDD パスワードの両方を設をしてある場合は、ユーヴーパスワードー HD □パス 
ワードの順に認証びホめられまず。 

ただし、ユーヴーノ f スワードと HDDJf スワードび同一の文字列の場合は、ユーヴーノ（スワードの認証 
終了を、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

パスワードについて「7章0バスワードセキュ1」テイ」 


■ その他のメッセージび表示される場合 

不明なメッセージについては、『セットアップガイド』の 「 Q & A 集」をご覧ください。 


• HDDA スワードを設定している場合 

電源を入れると;夕のメッセージび表示されます。 


HDD Password 


設定した HD □パスワードを入力し、 |£/\/て£/?| キー対甲してください。 

^ メモ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 













I ■電源を入れるとさ 


D 起動ずるドライブを変更する場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブか日システムを起動します。起動するドラ 
イブを変更したい場合、なの方法で変更でさます。 

■一時的に変更する 

電源を入れたとさに表示されるメニューから、起動するドライブを選択でさます。 

Q 臣回キーを巧しなび5電源スイッチを巧す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。 

ノ（スワードを入力して | fA /7~ fR | キーを巧してください。 

アイコンの下に選択カーソルび表示されます。 



アイコンは左か日、なの順に表示されます。 

HDD 一 eSATA HDD 一 CD - ROM ドライブー FDD または SD メモ U 力ード*’ 

ーネットワークー USB フラッシュメモ I 」 

別売りのフ□ッピーディスクドライブび接続されている場合、 FDD または SD メモ U 
カード*1アイコンを選択すると、フ□ッピーディスクドライブび優先されます。 

*1 本機能には、 SDHC メモ U 力ードは対応しておりません。 

Q 起動したいドライブを日または已キーで選択し、胃互キーを押す 
■あらかじめ設定しておく 

r 東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更でさます。 
設定の変更「まち HW セットアップ」のヘルプ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 









I ■電源を入れるとさ 


SD メモリカードか6起動する 


r 東芝 SD メモ U ブートユーティ U ティ」では 、 SD メモ U 力ードで起動ディスクを作成するこ 
とびでさます。 

詳細については、 r 東芝 SD メモ U ブートユーテイ U テイ」のヘルプを参照してください。 


メモ 


本機能には、 SDHC メモ U 力ードは対応しておりません。 


■ ま芝 SD メモリブートユーティリティの起動ち法 

SD カードス□ットに SD メモリカードをセットする 

に章 0- 回-■■セットする」 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ SD メモリブートユーティリティ]をクリッ 
クする 

[東芝 SD メモ U ブートユーティ U ティ]画面び表示されます。ヘルプを参照し、起動 
ディスクを作成してください。 

■ ま芝 SD メモリ つ '-トユーティリティのヘルプの起動ち法 

H r 東芝 SD メモリブートユーティリティ」を起動後、[ヘルプ]ボタン 
をクリックする 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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2 I パソコンのほ用巧中がずる 


パソコンの使用を一時的に中断したいとさ、ス U — プまたは休止状態にすると、パソコンの使 
用を中断したとさの状態び保をされます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを巧す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断 
した時の状態び再現されます。 
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A 警告 

•電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。他の機器に影 
響を与えることびあります。 

•無線機能は、ワイヤレスコミュニケーションスイッチで無効にすることびできます。ワ 
イヤレスコミュニケーションスイッチで無線機能を無効に設定し、ワイヤレスコミュニ 
ケーション LED び消灯しているのを確認してください。 

-ス U —プやイ木止状態では、パソコンび自動的に動作することびあるため、飛行を妨げた 
り、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に動作するよラな設定のソフトウエアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効に（解除）してください。 
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操作にあたって - 

中断ずる前に 

• ス U —プまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨しまず。 

• ス U - プまたは休止が態を実行するとをは、メディアへの書き込みび完全に終了していることを 
確認してください。 

書き込みを中のデータびある状態でス U —プまたは休止状態を実行したとき、データび正しく書 
さ込まれないことびあります。メディアを取り出しでさる状態になっていれば書さ込みは終了し 
ていまず。 

中断したとさは 

• スリープ中にけ下のことを行わないでください。な回電源を入れたときに、システムび起動しな 
し)ことびあります。 

■ス U - プ中にメモ U を取り付け/取りはずしすること 
. ス U - プ中にバッテ U - をはずずこと 

また、ス1」ープ中にバッテ1」一残量び減かした場合ち同様に、次回起動時にシステムび起動しな 
いことびありまず。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已秒間押していったん電源を切ったあと、再度電 
源を入れてください。この場合、ス U - プ前の状態は保持できていません （ Windows エラー回 
復処理で起動します)。 

• ス U —プ中や休止状態では、バッテ U —やメモ U の取り付け/取りはずしは行わないでください。 

保存されていないデータは消失します。また、感電、故障のおそれびあります。 

• スリープまたは休止状態を利用しないとさは、データを保存し、アプリケーションをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消'失しまず。 

















且パソコンの使用を中断する 


ス u — プ 


作業を中断したときの状態をメモ U に保をする機能です。なに電源スイッチを巧すと、状態を 
再現することびでさます。 

ス U —プはすばやく巧態び再現されますび、バッテ U —を消耗します。作業を中断している間に 
バッテ U —の残量び少なくなった場合などは、通常のス U —プではそれまでの作業内容は消失 
します。 

AC アダプターを取り付けて使用することを推奨します。 

なお数日 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（メモ 
U やバッテ U - パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - プではなく、必ず電源を切っ 
てください。 

ス U —プの実行方法は『セットアップガイド』を確認してください。 

封メモ 

•胃+店引キーを押して、ス U - プにすることわでさます。 


休止が態 


パソコンの使用を中断したときの状態を八ードディスクに保をします。巧に電源を入れると、 
状態を再現でさます。なお数曰！;(上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載 
されている場合（メモ U やバッテ U - パックの取り付け/取りはずしなど）は、休止状態では 
なく、必ず電源を切ってください。 

mm 休止が態の実巧方法 

n [スタート]ボタン （®) をクリックし①、国にポインターを合わせ 
■る② 

，① 


I ⑤ 
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0 パソコンの使用を中断する 


表示されたメニューか5 [休止が態]をクリックする 

メニューび表示されない場合は、 fii をク U ックしてください。 


すべてのプ□グラム 


1ブ□クラムとフアイ J レの巧ち 



，食 


な 


休止状態か日復帰させるときは、電源スイツチを巧してくださし、 

メモ 

•向の+店す!キーを押して、休止状態にずることちできまず。 


团 


簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


[スタート]メニューから操作せずに、パソコン本体の電源スイッチを巧したとさやディスプレ 
イを閉じるときに、電源を切る（電源オフ）、またはス U —プ/休止状態にすることびできます。 

mm パソコン本体の電源スイッチを巧したとまの動作の設定 H 

Q [スタート]ボタン （®) 一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

0 [もシステムとセキュリティ]をクリックする 

Q [ぶ電源ボタンの動作の変更]をクリックする 

[電源ボタンを押したときの動作]で[スリープげ態][休止状態] 
[シャットダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

「バッテ U 駆動」時と「電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

[変更の保を]ボタンをクリックする 

パソコン本体の電源スイッチを巧すと、選択した状態で電源を切る、または作業を中 
断します。 
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且パソコンの使用を中断する 


D ディスプレイを閉じるとまの動作の設定 


[スタート]ボタン （©) 一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 

0 [もシステムとセキュリティ]をクリックする 

打 r ぶ電源ボタンの動作の変更]をクリックする 

I [カバーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない][シャットダウン]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 
「バッテ U 駆動」時と「電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

Q [変更の保を]ボタンをクリックする 

■■ ディスプレイを閉じると、設定した状態へ移行します。 

I [ス U - プ状態][化止状態]に設定した場合は、なにディスプレイを開くと、自動的 
I にディスプレイを閉じる前の状態び再現されます。 

庐？ メモ 

•ディスプレイを閉じることによって[ス U - プ状態][休止状態]のラち、あらかじめ設定した状態へ 
移行ずる機能を、パネルスイッチ機能といいます。 
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電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示されます。この矢 
印を「ポインター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしな 
び日パソコンを操作していきます。 

パソコン本体には、「ポインター」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ち 
ボタンびあります。 

タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインターを動かし、パソコンを操作してみま 
し d ： ラ。 

ここでは、 タツチルソ ドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 



タッチパッドの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - u - タッチパッドの操作にあたって」を確認してください。 





パソ n ンの基本操作を 

















El タッチパッド 


U タッピングの方法 

タッチパッドを指で軽くたたくことを「タッピング」といいます。 

タッピング機能を使ラと、左ボタンを使わなくてち、次のよラな基本的な操作びできます。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルク I 」ックびでさます。 



□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたさ、2回目は 
タッチパッドか5指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 
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ツチパツドのほ用援境を設定する 


タッチパッドやポインタの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 

■■ [マウスのプロパティ]の起動方法 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

[う J ; 八ードウエアとサウンド] 一[か .1 マウス]をクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 
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El タッチパッド 


各タブで機能を設定し、 [0K] ボタンをクリックする 

さ機能の設定については、じ(降の説明を参照してください。 
[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 



B タッチパッドの設定方法 

[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインターなどのを種設定びできます。 
タッチパッドの設定をするには、：欠のよラに操作してください。 

D [拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 



日広張機能の設定]画面び表示されます。 
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El タッチパッド 


[タッチパッド]タブまたは[その他]タブで各項目を設定する 

各項目にポインタを合わせると、画面下部の[説明]欄に詳細び表示されます。 



^ vgj 役立ご操作集- S 

タッチパッドを無効/有効にするには 

キー操作でタッチバッドによる操作を無効にしたり、ち効にしたりすることびできます。 

[M]+@ キーを巧すごとに、タッチバッドの無効/有効び切り替わります。 

17^+作リキーでタッチパッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドから手を離してから 
行ってください。 

1円 vi+r^ キーでタッチパ'ッドの操作を有効にした瞬間、カーソルの動さび数砂不安をになることび 
あります。そのよラな場合は、1度タッチパッドから手を離してくださし)。しばらくすると、正常に操 
作でをるようになります。 


USB 対応マウス接続時に、自動的にタッチパッドを無効にする 

USB 対応のマウスを接続したとさに、タッチパッドによる操作び自動的に無効になるよラに設定する 
ことびでさます。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [八ードウェアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 

③ [化張]タブで[お張機能の設定]ボタンをクリックずる 
[化張機能の設定]画面び表示されます。 

④ [その他]タブの [USB マウス接続時の動作]で[タッチバッドを無効にする]をチェックする 
⑥ [0K] ボタンをク U ックする 

[マウスのプ□パテイ]画面に戻ります。 

⑥ [OK] ボタンをク U ックする 

店を]+ @キーを押して設定する「タッチパッドオン/オフ機能」とは連動していません。 

市販の USB 対応マウスをお使いの場合、マウスの種類によっては、本機能び動作しない場合びあります。 
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4 I キーボード 





特定の操作を実行するとさなどに使ラ 


ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 
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キーボード 


^Arrrow Mode LED *' 

文字入力のァ□一状態を示す 

Numeric Mode LED *' 

文字入力の数字□ック状態を示す 




- PRTSC (プ IJ ントスク IJ -ン） 

< SYSRQ (システム IJ クエスト)>キー 

— PAUSE (ポースく BREAK (ブレーク) >キー 


PRTSC 

SYSRQ 

で 



PAUSE 

BREAK 


ほ 



i 



i 


1 



I 



INS 

3 

レ 



DEL 


BACK 

SPACE . 








N 


み 


ね 


変換 


カナ/かな 
□—7字 


顯 



1む 


ENTER 


ALT 


冒 


CTRL 


合 SHIFT 


INS (インヴート)キー 

文字の入カモードを挿入/上書 
きに切り替えるとさなどに使う 

DEL (デリート)キー 

文字を削除するとさなどに使ラ 

BACKSPACE 
(バックスぺース)キー 

ENTER (エンター)キー 

作業を実行するとさなどに使ラ 

.才ーパ'—レイキー 
SHIFT (シフト)キー 


' 矢印キー 

カーソル移動などに使ラ 
また、 FN (エフエヌ）キーとの 
組み合わせにより、特殊機能を 
実行するとさに使ラ 


CTRL (コント□ー ル)キー 


-アプ IJ ケーシヨンキー 

タッチパッド手前のちボタンや、マウスのちボタンを押す 
ことと同じ動作を行いたいとさに使ラ 


一 ALT (オルト)キー 
カナ / かな < □-マ字>キー 


変換 キー 


*] 「本節居]- [ Zwi キーを使った特殊機能キー」を確認してください。 
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□ キーボード 


>■1 丰ーポードの文をキーのほいかた 
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文字キーは、文字や記号を入力するとさに使い 
ます。文字キーに印刷されている文字や記号は、 
キーボードの文字入力の状態によって変わりま 
す。 


■左上 




1 ; や 



左下 一 


7 i や 

1 

1 



/ 

HOME 

7 



■も上 


■ち下 


■前面左 


■前面も 


左上 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、アルファベットのル文字などび入力でさま 
す。1 キーを巧しなび日巧すと、記号やアルファベットの大文字び入力でき 

9 〇 

左下 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、数字や記号び入力でさます。 

ち上 

かな入力びできる状態で1州の "1 キーを巧しなび日巧すと、記号、ひ日びなの促音 
(ルさい「つ」）、物音（ルさい「や、ゅ、よ」）が入力できます。 

ち下 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひらびなや記号び入力でさます。 

前面左 

ア□一状態のときに巧すと、カーソル制御キーとして使えます。 

前面ち 

数字□ック状態のときに巧すと、テンキーとして使えます。 


I FTOSHIBA Flash CardsJ について _ 

[TOSHIBA Flash Cards 」 は、タッチパッドやマウスの操作で簡単にホットキー機能の実行 
や東芝製のユーティ U ティを起動することびできるユーティ U ティです。 

デスクトップ上に力ードのように表示されるアイコンを選択し、それぞれの力ードに割り当て 
日れている機能を設定-実行することびできます。 

















































□ キーボード 


設定したい機能のカードをクリックする 

カードとアイコンび表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目にポインターを合わせる 

ポインターを合わせると、アイコンび大きくなります。 

設定したい項目のアイコンび大きい状態でクリックする 

選択した項目に設定されます。 

各力ードに割り当て日れている機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

画マウス操作で力ードを表示させる 

ポインターをデスクトップ上部に合わせることによって、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 び表示 
されるよラに設定することちでさます。なの手順を行ってください。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards の設定]をクリックする 

[マウスでも力ードの表示を開始する]をチェックし①、 [0K ] ボタン 
をクリックする⑨ 

q Flash Cards の設定 


□ TOSHIBA Flash Cards の巧巧 

力ードのミ示む是： @上化-: ©下が. 

I 图マクスでち力ードの表示を閱巧する 

の一。り■巧で C い®去し’の巧旧 

短ぃ ij 

图力ードをほかのウインドウの手前に表示ずる 
I バージ3ン I 1力ードケースを閲く || 


-① 


-② 


キでン它ル 


■「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプの起動ち法 

B [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards ヘルスをクリックする 
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□ キーボード 


I キーを使った便利な機能 _ 

さキーにはさまざまな機能び用意されています。いくつかのキーを組み合わせて巧すと、いろ 
いろな操作び実行でさます。 


□ 田のキーをほつた特巧機能キー 


キー 

内容 

[FNj + \ ESC \ 

<スピーカーの5ユート> 

1円 vl キーを押したまま、1 ESC 1キーを押すたびに内蔵スピーカーや 
へッドホンの音量のミュート（消音）のオン/オフを切り替えます。 

[ fn \+\ space \ 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切り替え> 

吊のキーを押したまま、信なな!キーを押すたびに本体液晶ディス 
プレイの解像度を切り替えます。 

[ fn ] + [ tab ] 

<ドライブの電源オン/オフ機能> 

ドライブの電源を切る/入れることびでをます。 

圧因キーを押したまま、巧品!キーを巧すたびに、ドライブの電源 
を入れる/ディスクトレイを引き出す/ドライブの電源を切るのい 
ずれかを逞択でさます。 

画+回 

<インスタントセキユ U ティ機能> 

コンピューターをワークステーシヨン□ック状態にしまず。 

解除ずるには、ユーヴー名をク U ックしてください。 

Windows の□グオンパスワードを設定してしぶ場 S ま、パスワード 
入力欄に Windows の□グオンパスワードを入力し、1 ENTER 1キー 
を押して < ださい。 

画+回 

く電源プフンの設定> 

® + @ キーを押すと、設定されている電源プランび表示されま 
す。 

店因キーを押したまま、丘司キーを押ずたびに電源プランび切り督 
ねります。 

画+回 

<スリープ機能の実行> 

阳のキーを押したまま、17リキーを押し直し、[スリースアイコン 
び大をい状態で指をはなずと、スリープ機能び実行されます。 

画+回 

<体止状態の実行> 

[ M ] キ-を押したまま、@キーを押し直し、[休止状態]アイコン 
び大きい状態で指をはなずと、休止状態び実行されます。 

画+回 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えまず。 

詳細について「4 章0 外部ディスプレイの接続」 

画+困 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

17^キーを押したまま、17引キーを押ずたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度び1段階ずつ下びります。表示される画面のスライダー 
ノ（一で輝度の状態を確認でさまず。 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

17^キーを押したまま、1771キーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度び1段階ずつ上びります。表示される画面のスライダー 
ノ（一で輝度の状態を確認できます。 

画+回 

<無線通信機能のオン/オフ機能> 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On にしている場合、 

[ WI キーを押したまま、17リキーを押ずたびに使用する無線 LAN ま 
たは目 luetooth のオン/オフを切り誓えます。 *1 


* 1無線 LAN は無線 LAN モデルのみ、目 luetooth は Bluetooth モデルのみ 
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キー 

内容 

圃+回 

<タッチパッドオン/オフ機能> 

タッチバッドからの入力を無効にでさます。再び有効にするには、 

をラ1度キーを巧します。 

詳細について「本章 0- 回-^ ■- 役立つ操作集- 
タッチパッ ドを無効/有効にずるには」 

[ fn \+\ fio ] 

<オーバーレイ機能> 

1円 vl キーを押したまま、キーを押ずと、ア□一状態になります。 
キー前面左に印刷されている力ーソル制御キー 
iHO / WfllPGUPl など）として使えます。ア□-状態を解除するに 
は、もう1度 | f 7 V | + | H 0| キーを押しまず。 

Arrow Mode 固 LED が点灯します。 

[ FN \+\ Fn ] 

<オーバーレイ機能> 

IM 1 キーを押したまま、ド打]キーを押すと、数字□ック状態になり 
よ 9 〇 

キー前面ちに印刷されているテンキー（0[^^など）として使 
えます。数字□ック状態を解除するには、もう1度店因+ド打]キー 
を押しまず。 

アプリケーションによっては異なる場合びあります。 

Numeric Mode 圏 LED び点灯します。 

[ fN \+\ F12 ] 

<スクロール□ック状態> 

-部のアプ U ケーションで、田田日日キーを画面スクロール 
として使用でさまず。□ック状態を解除するには、ちラ]度® 

+ | fU | キーを巧します。 

画+田 

く PGUP (ぺージアップ）> 

一般的なアプリケーションで、店因キーを押したまま、 rn キーを 
巧すと、前のページに移動でをます。 

画+の 

く PGDN (ぺージダウン）> 

一般的なアプ1」ケーションで、吊のキーを押したまま、のキーを 
押すと、次のページに移動でをます。 

画+日 

く HOME (ホーム）> 

一般的なアプリケーションで、向のキーを押したまま、円キーを 
押すと、カーソルび行または文書の最初に移動します。 

画+日 

く END (エンド）> 

一般的なアプ1」ケーションで、向のキーを押したまま、问キーを 
押すと、カーソルび行または文書の最後に移動します。 

画+田 

<縮ル> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーションで、店因キーを押したま 
ま、己]キーを押すと、画面やアイコンなどび縮ルされまず。 

画+回 

く拡大> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーションで、巧のキーを押したま 
ま、巧]キーを押すと、画面やアイコンなどび化大されまず。 
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□ キーボード 


^ V 35 役立ご操作集- S 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 は、キーボードを使って、最前面に表示されているアプリケーションの 
画面やデスクトップ上のアイコンを拡大/縮ル表示できるアプ U ケーションです。 

• 起動方法 

①[スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーティリティ] 

一 [Smooth View ] をクリックする 

• ヘルプの起動方法 

① 「 TOSH 旧 A Smooth View 」 を起動後、画面ち上の[ヘルスボタン（[^)をク U ックする 

② 画面上の巧りたい項目にポインターを合わせ、ク U ックする 

• 使用ち法 

① [M] キーを巧したまま、 [71 キーまたは IT] キーを押す 

画面やアイコンなどを縮ルするとさは己]キー、化大するとさは巧]キーを押します。 

V_ J 


□ 特巧機能キ- 


特殊機能 

キー 

操作 

タスク マネージヤー 
の起動 

\ ctrl \+\ shift \+\ esc \ 

[ Windows タスク マネージャ ー] 画面か表术 
されます。 

アプ U ケーシヨンやシステムの強制終了を行 
います。 

画面コピー 

\ PRTSC < SYSRQ > | 

現在表お中の画面をクリップボードにコピー 
します。 

\ ALT \ + \ PRTSC < SYSRO > \ 

現在表示中のアクティブな画面をクリップ 
ボードにコピーします。 
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n - ドディスクドライブ 


本製品には、八ードディスクドライブび1台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしできません。 

PC 力ードタイプ （TYPE □)、 eSATA 接続型や USB 接続型の八ードディスクなどを使用して 
記憶容量を増やすことびでさます。 




操作にあたって 


あらかじめ、附録 D - K ■八-ドディスクドライブについて」を確認してくださし、。 


八ードディスクドライブに関する表示 


内蔵の八ードディスクや eSAT A 接続型の八ードディスクなどとデータをやり取りしていると 
きは、 Disk 目に D び点灯します。 



八ードディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわらず保証でさません。 
万び一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 


SSD にごいて 


* SSD 内蔵モデルのみ 

SSD 内蔵モデルは、補助記憶装置として、フラッシュメモ U を記憶媒体とするドライブを内蔵 
しています 。 SSD (ソ U ッドステートドライブ）とは、八ードディスクの記憶媒体である磁気 
ディスクの代わりに、 NAND フラッシュメモ U を使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

じ(下の機能についてもご利用いただけます。 

• 己 IOS セットアップ 

BIOS セットアップ画面には 「 HDD 」 と表示されますび、 SSD でち同様の動作をします。 

• HDD パスワード 

八ードディスク同様、登録巧能です。 

•八ードディスクか日のリカバリー 

八ードディスク同様、 SSD か日 U カバ U —できます。 

本書および付属の取扱説明書では、 HDD と SSD をまとめて「八ードディスクドライブ」と呼 
びます。 
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0 八ードディスクドライブ 


まち HDD プ□テクシヨンについて 


* HDD 内蔵モデルのみ 

r 東芝 HDD プ□テクシヨン」とは、パソコン本体に内蔵された加速度センサーにより振動•衝 
撃およびその前兆を検出し 、 HDD (八ードディスクドライブ）を損傷する危険性を軽減する機 
能です。 

パソコンの使用状況に合わせ、検出レベルを設定でさます。 

パソコン本体の揺れを検知すると、次のメッセージび表示されます。 



メッセージを確認し、ののボタンをク U ックして、画面を閉じてください。 

HDD のヘッドを退避しているとき、通知領域の[東芝 HDD プ□テクシヨン]アイコン（置） 
び（场）に変わります。 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、0をク U ックしてください。 


東芝 HDD プ□テクシヨンの使用にあたって - 

•パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びあります。 
•その他の注意事項については、あらかじめ r 付録 D - K ■-ま芝 HDD プロテクションの使用に 
あたって」をお認してください。 


庐？ メモ 

• 購入時の状態では、ま芝 HDD プ□テクションび ON に設定されています。 

•バソコン起動時、スリープ、休止状態、および休止状態へ移行中とイ木止状態からの復帰中、電源を 
切ったときには、まち HDD プロテクションは動作しません。パソコンに衝撃び加わらないようにごを 
意< ださい。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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0 八ードディスクドライブ 


東芝 HDD プ□テクシヨンでは、パソコンの使用状況に合わせて検出レベルを設定することびで 
さます。 

n [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
胃一[ユーティリティ] 一 [HDD プ□テクシヨンの設定]をクリックする 

■ [東芝 HDD プ□テクシヨン]画面び表示されます。 



ぶすメモ 3 D 表示 


• [ま芝 HDD プロテクション]画面で [3 D 表示]ボタンをク U ックすると、 [3 □表示]画面 
び表示され、パソコン本体の傾さや揺れに合わせて動く 3 D オブジェクトを画面上に表示し 
ます。振動を検出し、 HDD のヘッドを退避させている間は、画面に表示されているディス 
クの回転び停止し、ヘッド退避び解除されると、回転び再開します。 

[3 D 表示]画面を終了ずる場合は、[閉じる]ボタンをク U ックしてください。 

• [3 D 表示]画面の 3 D オブジェクトは、パソコン本体に内蔵された八ードディスクを仮想的 
に表現したをのであり、八ードディスクのディスクの枚数や、ディスクの回転、ヘッドの動 
作、さ部品のサイズや形状、向さなどは実際のをのとは異なります。 

• [3 □表示]画面を表示した状態でほかの作業を行ったときに、 CPU やメモ U の使用率び高 
くなる場合びあるため、パソコンの動作び遅くなることびあります。 


各項目を設定する 

設定項目は、巧のとおりです。 

東芝 HDD プ□テクシヨンを 「ON」 に設定すると、電源 （AC アダプター)接続時と 
バッテ U —使用時でそれぞれ検出レベルを設定することびでさます。 

例えば、机上でパソコンを使ラ場合（電源接続中）にはレベルを上げておさ、手で 
持って使ラとさ（バッテ U —で使用中）にはレベルを下げる、といった使いかたびで 
さます。 


43 


設定方法 


パ本操作を覚えよラ 
























0 八ードディスクドライブ 


HDD プ□テクシヨン 

東芝 HDD プ□テクシヨンの roN」 または rOFF」 を 
設定でさます。 

バツテ U —で使用中 

roFF」、 「レベル1」、「レベル2」、 r レベル3」のいずれ 
かを選択できます。 

r レベル3」び最も検出レベルび高いため、東芝 HDD プ 
□テクシヨンを有効に使用するには、「レベル3」をお 
すすめします。 

なお使用に応じてレベルを低く設定でさます。 *1 

電源接続中 


*1 バソコンを手に持って操作したり、不ま定な場所で操作した場合、頻繁に HDD プ□テクシヨン 
び動作し、バソコンの応答び遅れることびあります。バソコンの応答速度を優先する場合は、 
設定を下げてご使用することちでさます。 

購入時の設定に戻したい場合は、[標準設定]ボタンをク U ックしてください。 

さ日に詳細な設定び必要な場合は手順0へ、このまま設定を終了する場合は、手順 
且 へ進んで < ださい。 

[詳細設定]ボタンをクリックする 

[詳細設定]画面び表示されます。 

必要な項目をチェックし、 [0K] ボタンをクリックする 

設定項目は、なのとおりです。 


AC アダプターをあいたとき 

検出レベル増幅機能を設定でさます。パソコンび持 
ち運ばれる可能性び高いと想定し、約] 0秒間検出レ 
ベルを最大にします。 

パネルを閉めたとさ 

HDD プ□テクシヨン動作時 
メッセージを表示する 

東芝 HDD プ□テクシヨンが動作したときに、 

メッセージを表おするよラに設定できます。 


[東ち HDD プ□テクシヨン]画面で [0K] ボタンをクリックする 


メモ 


東ち HDD プ□テクションの各設定は、通知領域の陳芝 HDD プロテクション]アイコン（国）をク 
U ックし、表示されたメニューか日項目を還択して行ラことちでさます。 
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CD や DVD 巧ほち 

-ドライブー 


* ドライブ内蔵モデルのみ 

本製品には、 DVD スーパーマルチドライブ1台び内蔵されています。 

DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R *,、 DVD + RW 、 DVD + R *^ CD - RW 、 CD - R の言売み出し/ 
書き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

(モデルによっては書き込み機能を禁止しています。） 

* 1 N 12シ U - ズでは、本書で 「 DVD - RJ と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R 
DL (Dual Layer DVD - R ) を含みます。 

*2 N 12シ U - ズでは、本書で 「 DVD + R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD+R 
DL ( DVD+R Double Layer ) を含みます。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしいことび記述さ 
れています。 

CD / DVD を使用する場合は、あ b かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 




ドライブの電源について 


あらかじめ、附録 Q - mm - ドライブの電源について」をお認してください。 
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ほえるメディアを巧認しよラ 


使巧できる CD / DVD の詳細と、書き込み速度については、 r 付録日記録メディアについ口 
と 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 
使用するメディアによっては、読み出しびでさない場合びあります。 

〇:使用でさる X :使巧でさない 



読み出し *I 

書き込み回数 

CD-ROM 

o 

X 

CD-R 

o 

] 回 

CD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-ROM 

o 

X 

DVD-R 

か 3 

] 回 

DVD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD+R 

か 3 

] 回 

DVD 十 RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-RAM 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 


* I 対応フォーマツトによっては再生ソフトび化要な場合びありまず。 

*2 実際に書さ換えでさる回数は、メディアの状態や書さ込みち法により異なります。 
*3 メディアの状態や書さ込みち法により、読み出しでさない場合びあります。 
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ra CD や DVD を使ラードラィブー 


I DVD の再生について _ 

本製品では、モデルによってドライブに DVD をセットして、迫力ある映像を楽しむことびでさ 
よ9 〇 

DVD 再生ソフトウェアとして、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 び用意されています。 
rraSH 旧 A DVD PLAYER 」 について「日章 Q DVD の映画や映像を見る」 


CD / DVD をほラとを（セット) 


CD / DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 


CD / DVD の操作にあたって 

• あらかじめ、「付録 □ E 9 CD や DVD につし)て」、附録日-の使える CD を確認しよう」、 
「付録 0- 巧]使える DVD を確認しよう」を確認してください。 


ぶ-すイモ セットする刖'に確認しよつ 

• 傷ついたりちれのひどい巳 D/DVD の場合は、挿入してから再生び開始されるまで、時間びかかる場合 
びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生でをない場合をあります。巧れをふさとってから再生 
して < ださい。 

• CD/DVD の特性や CD/DVD への書を込み時の特性によって、読み出せない場合もあります。 

• CD/DVD の種類によっては、取り出すとき Windows び自動的にセッションを閉じてしまう場合びあ 
ります。このとさ、お語のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD/DVD をセットしてください。 

この Windows の機能を無効にずるには、次のよラに操作してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コンピューター]をク U ックずる 

② ドライブのアイコンをちク U ックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をク U ックする 
ドライブのプ□パティ画面び表示されます。 

③ [書き込み]タブで[共通の設定]ボタンをク U ックする 

④ [共通の設定]画面で「シングルセッションディスクを取り出すとき」と「マルチセッション 
ディスクを取り出すとき」のチェックをはずし、 [0 ロボタンをクリックする 

• PC 力ードス□ットを使用する場合、力ードによってはディスクトレイび開かなくなる可能性びありま 
す。その場合、カードをいったん取りはずしてください。 


/：すメモ_書き込みできるアプリケーシヨン 


書き込みに使用できる本製品に添付のアプリケーションは次のとおりです。 

トウシ" ディスク クリエイター 

• TOSHIBA Disc Creator 


「6章 n CD / DVD にデータのバックアップをとる」 


記録メディアにデータを書き込むとき、記録メディアの状態やデータの内容、またはバソコンの使用 
環境によって、実行ま度は異なります。 
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が 
























B CD や DVD を使ラードラィプー 


ドライブに関する表示 


パソコンの電源び入っていて、ドライブび動作しているときは、ディスクトレイに D び点灯し 
9 〇 


パソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 

イジェクトボタンを押す 

■ RX 2 シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 



イジェクトボタンを巧した日、ボタンか日手をはなしてください。ディスクトレイび 
少し出てきます（数秒かかることびあります）。 

※搭載されているドライブによってイジェクトボタンの位置は異なります。 

ディスクトレイを引さ出す 

* イラストは N 1吕シリーズです。 



CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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4 




















CD や DVD を使ラードラィブー 


文字び書いてある面を上にして、 CD/DVD の巧の部分をディスクト 
レイの中央凸部に合わせ、上から押さえてセットする 
* イラストは N 1吕シリーズです。 



CD / DVD をセットするときは、ちう一方の手でディスクトレイを下か日そっと支え 
てください。 

「カチッ」と音びして、セットされていることを確認してください。 

「カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 

* イラストは N 1吕シリーズでず。 



パソミ Q 基本操作養えよラ 
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B CD や DVD を使ラードラィブー 


パソコン本体の電源び入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れてください。 

パソコン本体の電源は入っているび、ドライブには電源び入っていない場合は、 
「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で電源を入れてください。 

TOSHIBA Flash Cards 

「本章口 - 因 - noSHIBA Flash CardsJ について」 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイびかし出てきます。 

ディスクトレイを引さ出す 

CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

中央凸部を押さえなびら、 CD/DVD を上に持ち上げる 

RX 2 シ U - ズ、 RX 2 L シ U - ズの場合は、中央凸部を押さえなび日、左手前の巧に指 
を入れて、 CD / DVD を上に持ち上げてください。 


■ RX 2 シリーズ、 

RX 2 L シリーズの場合 


N 12シリーズの場合 



CD / DVD を取り出すときは、もう一方の手でディスクトレイを軽く押さえてください。 
CD / DVD び取り出しにくいときは、中央己部をかし巧して、取り出してください。 

「カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 

* イラストは N 12シリーズです。 
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CD / DVD をほい終わったとを（取り出し) 



パ本操作を覚えよラ 




















ra CD や DVD を使ラードラィブー 


CD/D VD び出てこない場合 


電源を切っているとき、または休止状態のときは、イジェクトボタンを押してち CD/DVD は 
出てきません。電源を入れてか日イジェクトボタンを巧し、 CD/DVD を取り出してください。 
なの場合は、電源び入っていてち、イジェクトボタンを巧したあとすぐに CD/DVD は出てき 
ません。 

• 電源を入れた直後 
•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

• ドライブ関係の LED び点打しているとき 
• ドライブの電源を切っているとさ 
•スリープ状態のとさ 


上記 L ソ外で CD/DVD び出てこない場合は、次のように 
操作してください。 

• Windows 動作中の場合 

CD/DVD を使用しているアプ U ケーシヨンをすべて 
終了してから、イジエクトボタンを巧してください。 

•パソコン本体の電源が入5ない場合 

電源び入らない場合は、イジエクトホールを、先の細 
い丈夫なちの（ク U ップを伸ばしたちのなど）で巧し 
てください。 


麵 

謝卜 

ディ; 

ボタン 

イジエクト ホール 
じ7トレイ LED 


ィラストは N ] 2シ U —ズです。 


4 


DVD - RAM をフォーマツトする 


新品の DVD-RAM は、使用する目的に合わせて「フォーマット」という作業び必要です。 
フォー マットとは、 DVD-RAM にデータの管理I青報（ファイルシステム）を記録し、 DVD-RAM 
を使えるようにすることです。 

フオーマツ トされていない DVD-RAM は、 フオーマツ トしてか 日 使用してください。 




DVD - RAM の フオー マツトについて 


あらかじめ、附録 □ E 9 CD や DVD につい口をお語してください。 
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B CD や DVD を使ラードラィブー 


ファイルシステム 


DVD - RAM をフォーマットするときにファイルシステムを選択します。 

ファイルシステムは、書さ込むデータの種類や書さ込み後のメディアを使用する機器に応じて 
選択します。また、映像データを書さ込むとさは、書き込み用のアプ U ケーシヨンによって指 
定されている場合びあります。 

選択できるファイルシステムは rUDF 2 .引 「 UDF 2.0]」 rUDF 2.0 J 「 UDF 1. 已」 
rUDFl '02」「 FAT 32」 です。 

DVD - RAM のセクターの一部に不具合び生じた場合などに、通常のフォーマットとは違う「物 
理フォーマット」を行う場合びあります。通常、購入したばかりなどの DVD - RAM に巧しロホ、 
物理フォーマットを行ラ必要はありません。 

物理フォーマットに巧して、通常のフォーマットを「論理フォーマット」と呼びます。 

なお、物理フオーマットを行ったあとには、論理フオーマットび必要となります。 


■■論埋 フオー マット 

通常のフォーマット（論理フォーマット）は、 Windows 上で実行できます。 
フォーマット方法については、[スタート]ボタン （©)- 
して、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 


[ヘルプとサポート]をクリック 


^9 巧埋 フオー マット 

物理フォーマットを行うには、非常に時間びかかります。 

なお、企業向けモデルの場合は 「 TOSH 旧 A Disc creator 」 びインストールされていないと 
本機能を使巧することびできません。あ日かじめインストールしておいてください。 

「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 について 「6 章 □ TOSHIBA Disc Creator 」 


p 物理フオーマツ トする DVD-RAM を セツ トする 


卜]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
& DVD アプリ ケーシヨン] 一 [DVD-RAM ユーテイリテイ]を 
クリックする 

東芝 DVD - RAM ユーテイ U テイ]画面び表示されます。 

[開夕台]ボタンをク U ックする 

じ(降、画面に表示されるメッセージに従ってください。 

物理フォーマットをしたあとは、論理フォーマットび必要です。 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ （1280X800 ドット）を内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

外部ディスプレイを接続して使用することちでさます。 

□ 輝度を調整する 

本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでき 
よ 苗。 

設定ち法は、なのとおりです。 

: @キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ下びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 

: @キーを巧したまま、圧ろキーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ上びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 

□パックライトで調整する 

* RX 2 シリーズのみ 

本体液晶ディスプレイのバックライトを ON または OFF にすることにより、画面の明るさを調 
整することびでさます。 

屋外で天候び良い、といった明るい場所で使用する場合などにバックライトを OFF にすると、 
バッテI」一の消費を抑えることびでさます。 

バックライトの ON または OFF は、バックライト ON/OFF ボタンを巧すことにより切り替える 
ことびでさます。 

バックライト ON/OFF ボタン『取扱説明書』 

パソコン起動時、ス U- プや休止状態からの復帰時は、バックライトは ON になります。 



面旧を見やず<調壁ずる 

-ディスプレイー 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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スピーカーの音量を調壁する 


スピーカーの音量は、ボ U ュームダイヤル、または音量ミキサーから調整でさます。 

n ボリュームダイヤルで調整する 

封メモ 

♦パソコンの起動時、または電源を切っているときは、ボ U ュームダイヤルをまわしても音量調節はで 
さません。 

パソコン本体のボリュームダイヤルをまわす 

ボ U ュームダイヤルの位置は、『取扱説明書』で確認してください。 

奥側にまわすと音量び大さくなります。 

手前側にまわすと音量びルさくなります。 

音量を確認しなび5、ボ U ュームダイヤルをまわして調整してください。 


音量ミキサーか6調壁ずる 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 


f [巧;八ードウエアとサウンド] 
リックする 

[音量 S キサー]画面び表示されます。 


[〇システム音量の調整]をク 


各項目でつまみを上下にドラッグして調整する 

[ミュート]ボタン（因）をク U ックすると消音（ミュート）になります。 


音星ミキサー-スピーカー (XXXX XXXX XXXXXX デバイス） 
デバイス脚 アプリケーシ ヨン 

口'‘ 々 


国 


スピーカー 


り 


か） 




か） 


读示例） 
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o サウンド 


□ 音楽/音青を再生するとを 

音量 S キサーの各項目では、次の音量び調整でさます。 
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スピーカー 

スピーカーの音量を調整します。 

システム音 

Windows のプ□グラムイベント （Windows の終了、システム 
エラーなどの動作）で再生されるサウンド設定の音量を調整し 

9 〇 


また、使用するアプ U ケーションにより異なる場合びあります。詳しくは『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 
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SD タモリカードをほ 3 

— SD 力ードス□ットー 


SD メモ U 力ード*’/ SDHC メモ U 力ード*1を SD 力ードス□ットに差し込んで、データの読み 
出しや書さ込みびでをます。 



次のメディアカードは、市販のアダプターを装着すると、本製品の SD カードス□ットでち使 
用でさます。必ずアダプターを装着した状態でご使用ください。 


miniSD メモI」力ードり 

SD メモI」力ードサイズの min 旧 D メモI」 

カー ド用のアダプターを使用します。 


microSD メモI」力ード*’ 

SD メモI」力ードサイズの microSD メモ1」 
カー ド用のアダプターを使用し ます。 



口 





*1 著作権保護技術 CPRM に巧応してしほす。 

アダプターの装着や使用方法は、『メディアカードの取扱説明書』を確認してください。 

本書では、特に区別して説明する場合を除き、 SD メモ U 力ード、 miniSD メモ U 力ード、 
microSD メモ U 力ードを rSD メモ U 力ード」と呼びます。 

使用できる各メディアカードの容量については 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ 
U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモ U 力ードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺機 
器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカード U —ダーをご使用ください。 


パソミ S 本操作を覚えよラ 
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SD メモ U 力ードを 使う -SD 力ードス□ット- 


gf [ SD メモ U 力ード/ SDHC メモリカードをほう前に 



SD メモリカード/ SDHC メモリカードの使用にあたって 
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•あらかじめ、「付録0-团メディアカードを使う前に」を確認してください。 


新品の SD メモリカード/ SDHC メモリカードは、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモリカードの親 
格に合わせてフォーマットされた状態で販売されています。 

フォーマットとは、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードにトラック番号やへッド番号など 
の基本情報を書き込み、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを使えるようにすることです。 
再フォーマットをする場合は、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを使用する機器（デジ 
タルカメラやオーディオプレーヤーなど）で行ってください。 

SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードでは、再フォーマットをする場合に「東芝 SD メモ U 
力ードフォーマット」も使用できます。 

r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」については、体項- r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマッ 
卜」を使ってフォーマットする」をご覧ください。 


国 r ま芝 SD メモリカードフォーマット J をほってフォーマットする 

フオー マットするにあたつて - 




あらかじめ、「付録日-1 3 I- 
いて」をお認してください。 


SD メモ U 力ード/ SDHC メモリカードのフォーマツトにつ 


Q SD メモリカード/ SDHC メモリカードをセットする 


f SD メモリカード / SDHC メモリカードを使用するアプリケーシヨンを 
起動している場合は終了する 


[スタート]ボタン（尚）一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーテイリテイ] 一 [ SD メモリカードフオーマット]をクリック 


する 

[東芝 SD メモ U カードフオーマット]画面び表示されます。 


































0 SD メモリカードを使う - SD 力ードス□ット- 


フォー マッ 卜したい SD メモリカード/ SDHC メモリカードびセットさ 
れているドライブを確認し①、必要に応じてフォーマットの種類を設定 
し⑨、[スタート]ボタンをクリックする ③ 


東乏 SD メモリカードフオ ー7 ジト 


回 


をを 


XXXMB 


フォー7ットすブシ司ン 


〇巧易フォーマット (Q) 

売をフォーマット(む 


スタ-卜担）I じご：ご 


-① 


-② 


-③ 


• 簡易 フォー マット 

ファイルの削除のみを行い、すべての領域の初期化は行われません。 

• 完全フォーマット 

SD メモ U カード/ SDHC メモ U カードのすべての領域を初期化します。簡易 
フォーマットに比べて、フォーマットに時間びかかります。 

メッセージの內容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

画面下のバーは進行状況をおしています。フォーマットび完了すると、メッセージび 
表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

これで、フォーマットは完了です。 

フォーマットを終了する場合は、[終了]ボタンをク U ックしてください。 


SD 力ードス□ットに関する表示 


ドライブ 

|X:¥ ，1 


2 


パソコン本体に電源び入っている場合、 SD カードス□ットに挿入したメディアカードとデー 
夕をやり取りしているときは 、 SD Card LED び点灯します。 
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—ドのセットと取り出し 


TOBH BA 
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0 SD メモ U 力ードを使う -SD 力ードス□ツト- 


^ 


操作にあたって 


あらかじめ、「付録 0- 团-眶■メディアカードの操作にあたって」を艦忍してください。 


七ットずる 


メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、 SD 力ードス□ットに挿 
入する 

奥まで挿入します。 

■ RX 2 シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 





minis □メモ U 力ード、 microSD メモ U 力ードは、 SD メモ U 力ードサイズのアダプター 
び必要です。 

アダプターを使用せずに直接挿入ずると、取り出せなくなります。 
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SD メモリカードを使う -SD 力ードス□ット - 


D 七ットした力ードの巧客を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、なの手順で見る 
ことびでさます。 

[スタート]ボタン（@)一 [コンピューター ] をクリックする 

[コンピューター]画面び表示されます。 

メディアのアイコンをダブルクリックする 

LU 下の名称は表示の一例です。異なる名称び表示される場合びあります。 

SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ード：セキュ U ティで保護された記憶域デバイス 
セツトしたメディアカードの内容び表示されます。 


メモ 


メディアカードによっては、 SD 力ードスロットにセットすると、自動的に内容び表示されたり、メ 
ディアカードに対する操作を選択する画面び表示される場合びあります。選択画面び表示されたとき 


は、[フォルダーを開いてファイルを表示]を選択してください。 


I ホ巨動写生 r ° ] ' 因 I か I 

セキュリティで保護された記憶域デパイス （F:) 

E のブプシヨン 


S 

鈍 （ 


Li ル線モ 


1 


i 


このドライブも切クアップじほ用する 
-Windows j/ けクア'ジブ巧南 

システムの高速化 
-Windows Rea か Boos けミ用 


コント□-ルパネんで有な巧牛の詳巧をミ示します 


(表示例） 
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0 SD メモ U 力ードを使う - SD 力ードス□ット - 


取り出ず 


メディアカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウィンドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアを安をに取りがしてメディアを取り出す]アイコン 
(わ） をク IJ ックずる 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、0をク U ックしてください。 


ノトドウエアをををに巧りかしてメディアを取り出す 


回 


ちこ 


カスタマイブ… 


② 表示されたメニューか日[(取りはずす力ード）の取り出し]をクリックする 

③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された 5、 ® をクリックする 

メディアカードを押す 

メディアカードびかし出てきます。そのまま手で取り出します。 
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lOlFeliCa ポートをほう 


I 


* FeNCa ポート内蔵モデルのみ 


本製品には、 「 Fel に a ポーりび内蔵されています。 

「 Fel に a 」 に対応している力ードや携帯電話をパソコン本体の Fel に a ポートにかざすことで、「か 
ざしてナビ」などの 「 Fel に a ポート」対応アプ U ケーシヨンを使用することびでさます。 




FeNCa ポートの操作について - 

•あらかじめ、附録 □ B FeHCa ポートについ口を確認してください。 
使用上のま意事項を説明していまず。 
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I FeNCa について _ 

「 Fel に a 」 は電モマネーや交通機関のプ U ペイドカードなどで使われている、非接軸にカード 
技術方式のひとつです。 「 Fel に a 」 に対応しているカードを読取装置にかざすことで、お店の 
支払いや改ホし機を通過することびでをます。 

カードの種類によって利用でさるサービスび異なります。 

本書では、 「 Fel に a 」 に対応している力ードを 「 FenCa 巧応力ード」、携帯電話を 「 Fel に a 対応 
携帯電話」と呼びます。また2つをまとめて 「 Fel に a 対応製品」と呼びます。 

庐？ メモ 

• Fel に a プラットフォームマーク（月])は、本製品び FenCa を利用したマルチアプ U ケーシヨンプ 
ラットフォームに对応していることを表しています。 








































































阻 FeNCa ポートを使う 


FeliCa 巧応力ードをかざす 


A 警告 

• FeNCa ポートび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ぺースメーカーを装着して 
いる方は、む臓ぺースメーカーの装着部位か5吕 2 cnUU 上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、ワイヤレスコミュニケーションスイッチ 
を OFF 側にして、電波の発信を止めるようにしてください。 

ワイヤレスコミュニケーションスイッチを OFF 側にすると FenCa ポートのポ ー U ングちオフに 
なります。 

ポー U ングについて「付録 Q - Kfl - tK — U ングについて」 


本体ち側面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイツチを On 側に 
スライドする 



ワイヤレスコミュニケーション（(が LED び点灯します。 


パソミ S 本操作養えよラ 


♦1 む□日 D ((が 




































Crn FeNCa ポートを使う 


Fel に a 巧応力ードまたは Fel に a 対応携帯電話を FeNCa ポートにかざす 

【 FeNCa 巧応力ード】 



力ードを横向きに持ち、力ードの中むを Fel に a ポート（。）にあわせるよラにし 
てください。 

【 FeNCa 対応携帯電話】 



■ Fel に a 対応製品をかざすと、「かざしてナビ」び起動します。 

I かざしてナビについて 

I 「本節巧] FeNCa 対応製品をかざしてアプ U ケーシヨンを使う」 

ぶすメモ FeNCa 対応製品のかざしかた 


*Fel に a 対応製品は、おず1つずつ使用してください。複数の FenCa 対応製品を同時にかざすと、正し 
く読み取ることびでさません。 

• Fel に a 対応製品び FeHCa ポートからはみ出す、または傾けてかざずと、正しく認識できないことびあ 
ります。また、かざした Fel 忙 a 対応製品び認識されにくい場合は、 Fel に a 対応製品を直接 FeHCa ポー 
卜に置いてください。 

* Fel に a 対応製品をかざしても、「かざしてナビ」び起動しない場合や、 「Fel に a ポート」対応アプ U 
ケーシヨンび反応しない場合は、「付録 D-D Fel 忙 a ポートについて」をお語してください。 
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パソミ S 本操作を覚えよラ 
































































阻 FeNCa ポートを使う 


r かざしてナビ」は、 「 FenCa ポート」対応アプ U ケーションを簡単に起動できるようにメ 
ニューにまとめたちのです。 Fel に a 対応製品を、 Fel に a ポートにかざすことで起動でさます。 

r かざしてナビ」には、 「 FenCa 」 を利用して実行する、さまざまな機能を持ったアプリケー 
ションび用意されています。 

使用したいアプ U ケーションのボタンをク U ックすると、起動します。 

交通機関 ： Fel に a 対応製品をかざすと、に乗車券の残高や利用履歴を確認でさます。 

ショッピング ： r 電モマネー」の残高確認やチャージ、専用サイトへのアクセスなどの 

サービスを受けることびでさます。 

エンターテイメント： Fel に a 対応携帯電話をかざすと、携帯電話で購入した動画をパソコンに 
表示して見ることびできます。 

: Fel に a 対応製品をかざすとパソコンに□グオンするアプ U ケーション 
や、入力を簡単にするアプ U ケーシヨンなどびあります。 


PC ユーテイリテイ 


詳しくは、「かざしてナビ」および各アプ U ケーションのヘルプを確認してください。 

^ メモ 「 FeNCa ポート」対応アプリケーションについて 

•「かざしてナビ」を初めて起動したときは、[使用許諾契約のお認]画面び表示されますので、内容を 
確認し、[同意ずる]ボタンをク U ックします。続いて、ユーヴー登録をおすずめずる画面び表示され 
ます。このち法でユーヴー登録を行うには、インターネットに接続できる環境とメールび受信できる 
環境び必要です。ユーヴー登録を行ラ場合は、[登録へ]ボタンをク U ックし、画面の指示に従って 
ユーヴー登録を行ってください。あとでユーヴー登録を行う場合は、[閉じる]ボタンをク U ックして 
<ださい。 

•「かざしてナビ」にある「ショッピング」のアプ U ケーションは、インターネットに接続しないと、 
一部の機能を除いて使用でをません。 

•「かざしてナビ」にある「エンターテイメント」の rNFRMJ を利用するには、 rNFRMPCViewerJ 
のセットアップび必要です。インターネットに接続する準備をしてから、 [NFRM] をク U ックし、表 
示されるメッセージにしたびって操作してください。 

• 本製品のアプ U ケーションで利用でをる Fel に a 対応製品については、各アプ U ケーションのヘルプ、 
または httpy/www.justsystems.com/jp/atl げ e/kazasu/card/ を確認して ください。 

FeHCa 対応携帯電話の場合は、本製品のアプ U ケーションに対応しているサービスを携帯電話にダウ 
ン□ー ドすると使巧することができます。詳しくは 『FeHCa 対応携帯電話の取扱説明書』を確認して 
<ださい。 

• 「かざしてナビ」および 「Fel 忙 a ポート」対応アプ U ケーションは、[スタート]ボタン（@)一 
[ずべてのプログラム] 一 [Fel に a ポート]から選択して起動することをでさます。 

•「Fel に a ポート」对応アプ U ケーションのお問い合わせ先は、『取扱説明書付録0お問い合わせ先』 
を参照してください。 


Fel に a 巧応製品をかざしてアプリケーシヨンをほう 


本製品の 「 FenCa ポート」対応アプ U ケーシヨンは、「かざしてナビ」から起動することびで 
さます。 

■かざしてナビについて 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 













国ネットワークの世巧へ 

本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる世界 
2 Bluet 00 か 1 機能 . 
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フフ 






トワークで応がる世巧 



会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンタを共有したいと 
きや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使ラと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれび自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のノ（ソコンを 
持っているなど、複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと便利 
です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



娘続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、「本節巧]ブ□ー ドバンドで接続する」を 
参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でちネットワークに接続できる、 
ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエリア 
内であればあらゆる場所からコンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント怖販）を使用することによって、パソコンか 
らワイヤレスでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプリン 
ターなどの機器の設定を行ラ必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの詳 
しい設定については、[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとサポート]をク I 」ックして、 
『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理ちに確認してください。 
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ネットつ—夕の世界へ 

























































I ■ネットワークで広がる世界 


ブ□ードバンドで接続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び搭載されています。 

本製品の LAN コネクタにブ□ー ドバンドの回線機器やブ□ー ドバンドルーターなどを LAN ケー 
ブ J レで接続することびできます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet り000日 ASE - T)、Fast 曰 hemet 
(100 BASE - TX ). Ethernet (1 OBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブ 


ルを接続し、ネットワークに接続することびできます 。 Gigabit Ethernets Fast Ethernet 、 
Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 



mm LAN ケーブルを接続ずる 



LAN ケーブルの使用にあたって 


あらかじめ、附録 D - ra 有線 LAN について」を確認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むとさは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなびらはずしてください。ケーブル 
を引っ張日ないでください。 



ネ 

ツ 

卜 

I 

ク 

の 

世 

界 


Q パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

Q LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

1□ック部を下にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 

I ■ RXS シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 
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I ■ネットワークで広がる世界 



ネ 

ツ 

卜 

I 

ク 

の 

世 

界 



Q LAN ケーブルのをう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
W クタに差し込む 

I 接続する機器の名称や L ソ降の設定はプ□バイダーによって異なります。詳しくは契約 
I しているプ□パイタ-にお問い合わせください。 


ワイヤレス（無線） LAN を使ラ 


* 巧線 LAN モデルのみ 

mm 無線 LAN モジュールのお認 


本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 

使巧しているパソコンに合った説明をご覧ください。 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、 「 ConfigFree 」 を使って確 
認でさます。 


「本項 •■ -巧なつ標作集- ConfjgFree I 
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V 通知領域の [ CmfigFree ] アイコン （ g ) をクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 



表示されたメニューでアダプター名を確認する 

アダプター名び示すモジュールは、それぞれなのよラになります。 

• rintel(R) WiFi Link 5100 AGNJ の場合 

IEEE 802.1 la (W 已 2 /VV 已 3 /VV 已己）、 IEEE 802.1 lb . IEEE 802'1] g 右、ぶび 
IEEE 802.] ] n に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Intel a / b / g/n 
モジュール」と呼びます。 

• fAtheros AR9 吕80 Wireless Network Adapter] の場合 

IEEE 802.1 la (W 已 2 /VV 已 3 /VV 已己）、 IEEE 802.1 lb . IEEE 802'1] 呂おぶび 
IEEE 802.] ] n に対応したモジュールです。このモジュールを 、 fAtheros 
a / b / g / n モジュール」と呼びます。 









I ■ネットワークで広がる世界 


無線 LAN モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ぺースメーカーを装 
着している方は、む臓ぺースメーカーの装着部位か 522 cm じ(上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、ワイヤレスコミュニケーションスイッチ 
を OFF 側にして、電波の発信を止めるようにしてください。 




無線 LAN のご使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D- ■■無線 LAN について」をお認してください。 

『安むしてお使いいただくために』に、セキユ U テイに関してのを意事項や使用上のミ主意事項を 
説明しています。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュ U テイの設をを行ってください。 


本体ち側面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイツチを On 側に 
スライドする 


■ RX 2 シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 
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I * fAtheros AR 9281 Wireless Network Adapted の場合 

IEEE 802.1 IbJEEE 802.1 ] 旨および IEEE 802'1] n に対応したモジュレです。 
このモジュールを 、 fAtheros b / 邑 / n モジュール」と呼びます。 

その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、「付録 Q mm 無線 LAN の概要」 

と 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 


お線 LAN を使ってみよう 


A 警告 



ネットワ—クの世界へ 






































I ■ネットワークで広がる世巧 


国 


I N 12シリーズの場合 



ワイヤレス 

コ S ュニケーシヨンスイッチ 


ワイヤレスコミュニケーシヨン¥に D び点打します。 



(降の無線の設定方法には、なの2種類びあります。 

•「 Confi 旨 Free 」 を使う 
• Windows 標準機能を使う 


• 役立つ操作集- Confi 旨 Free 」 


に onfigFree 」 を使って設定する場合は、体項 ■ 

を参照してください。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン（曾）一 
[ヘルプとヴポート]をク U ックして、 『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してく 
ださい。 


役立つ操作集 


ConrigFree 

本製品に用意されている 「 Confi 旨 Free 」 を使ラと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり 、 LAN 
ケーブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能が使えます。 
詳細については、「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「 Confi 呂 Free 」 は、コンピューターの管理者のユーヴーアカウントで使用してください。 

•ファーストユーザーズガイドの起動方法 

①[スタート]ボタン （©) 一 [ずべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -に onfi 目 Free ] 一 
に onfi 旨 Free ファーストユーヴーズガイド]をクリックずる 

• rConfigFreeJ の起動方法 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通巧領域に 「 ConfigFree 」 のアイコン（さ）び表示 
されています。 

「 Confi 目 Free 」 を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -に onfi 目 Free ] 一 
に onfi 邑 Free トレイ]をク U ックする 



ネットワ—クの世界へ 
































I ■ネットワークで広がる世界 


K ■セキュリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュ U ティ設定を行ラことをおすすめします。 

セキュ U ティの設定を行っていない場合、さまざまな問題び発生する可能性びあります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するごを意 
『安むしてお使いいただくために』 

これらの問題に対応するためには、無線アクセスポイント、無線 LAN カードの双方で通信デー 
夕の暗号化などのセキュ I 」ティび必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュ U ティ機能び用意 
されています。 

なのセキュ U ティ設定を行い、セキュ U ティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それ日の 
問題び発生する可能性をおくすることびできます。 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

f [每•インターネットへの接続]をクリックー[ワイヤレス]をクリック 
する 

現在のワイヤレスネットワークへの接続状態び表示されます。 

B 画面ち下の[ワイヤレスネットワーク接続]画面で、接続したいアクセ 
スポイント名をクリックする 

Q [自動的に接続する]をチェックし、腊続]ボタンをクリックする 

B [ネットワークに接続]画面で必要なネットワークセキュリティ情報を 
入力し、 [0K] ボタンをクリックする 

選択する項目、データ暗号化の方式、ネットワークキーの詳細については、お使いになる無線 
アクセスポイントの取扱説明書を確認のラえ、正しく設定してください。正しく設定していな 
い場合、無線アクセスポイントに接続でさない場合びあります。 



ネットワ—クの世界へ 
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I ■ネットワークで広がる世巧 


团 


ダイヤルアップで接続する 


* モデム内蔵モデルのみ 

本製品の内蔵モデムを使って、ダイヤルアップ接続でインターネットに接続することびでさま 
す。内蔵モデムを使用する場合、モジュラーケーブルを2線式の電話回線に接続します。内蔵 
モデムは、 ITU-T V .90 に準拠しています。通信先のプ□バイダーび V .9 □じ(外の場合は、最大 
33.6 kbps で接続されます。 




内蔵モデムの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - 匿 i ■内蔵モデムについて」を確認してください。 


mm モジュラーケーブルを接続する 

モジュラーケーブルをはずしたり差し込むとさは、モジュラープラグの部分を持って行ってく 
ださい。また、はずすとさは、ジャックプラグの□ック部を巧しなび5はずしてください。 
ケーブルを引っ張日ないでください。 



モジュラーケーブルのプラグの一方をパソコン本体のモジュラージャッ 
クに差し込む 

□ック部を下にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 

LAN ケーブルとモジュラーケーブルのプラグは形状び非常に似ていますび、プラグの 
部分の大ささは、モジュラーケーブルのほラびルさいです。ケーブルを接続するとさ 
は、モジュラージャックとプラグの大きさをよくご確認のラえ、接続してください。 




ネットワ—クの世界へ 
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I ■ネットワークで広がる世界 


もう一方のモジュラーケーブルのプラグを電話機用モジュラージャック 
に差し込む 


B ダイヤルアップ接続を設定する方法 

ここでは、すでに契約しているプ□バイダーにダイヤルアップ接続するための方法について説 
巧します。 

設定は管理ちアカウントで行ってください。 

接続に必要な設定内容は、契約しているプ□ノ（イダーの取扱説明書を確認してください。 

n [スタート]ボタン （®) 一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
Q [令•ネットワークの状態とタスクの表示]をクリックする 

[新しい接続またはネットワークのセットアップ]をクリックする 


f ) こ I 陪《ホ‘かつークとイシ 9 -ネ…►ネ‘タトつークと冉 neve - 「コントレ，;み一巧** 


コ> 卜□—ルバネルホーム 
つイでレスネツトつークの ■ 
アが々一の踊 ®* S 


X 9 


【この: 3 シピ ユー み一） 


■V 卜つ一々巧ホのホ看 


匹 


新レレ巧!ちまたはネットつークのごかトアップ 


巧 I 

ァがブし S7. あるいは. ）k— 夕一またはァクせスポイシト se ッ S7 ッブレます. 

• ネ w 卜つークに宙 g 

つイでレス（お!)-つイサードリなI),タイれレアヴスまたは VPN ネ。卜つーウ苗 
«5{125たは再«2レ*子. 

f 术ームヴループと RS に■するマフシ a ンを Jl 巧する 

化のネットつーウコシピューター上に》5フ7イル巧ブ U ンタ ーS 内用レま T. また 
は.冉ちを宝 S 宙更します. 

] 田里のトラブルシューティンヴ 

ネブ h つーウの Wl«» 苗して# g し壬 Ti または. f*? ブルシユーテインヴ CBT® 
巧宙を乂手しまず. 


フルマヴプ C ® 去 


ドホリク.または VPNS ^ をで。卜 


イシ 9 -ネヴトスブシ 3 ン 
ホ-ムの U - プ 


[接続オプションを選択します]画面び表示されます。 

[ダイヤルアップ接続をセットアップします]を選択し①、[巧へ]ボ 
タンをクリックする② 


i 巧沒またはネットつークの它ットアップ 


法巧ブプシ3ンを置巧します 


フイサレスネ y 卜つークに手西で法巧します 

がを示のネジ h フークに巧巧するか.または巧レいフイクレスプ□フアイ J 巧な巧... 


g«A のダイでルアップまたは VPN 巧技 St ジトアップします. 


長 


ダイやルアがプ}^を它Vトアがブします 

タイサルアップ巧巧を巧用してインター不ジ N こ巧污 •_/ ます; 


つイ^»レスアドホタク【コンピユーター柏豆）ネットフークをを走します 
• h ファイルやイシターネ•ジト巧技を巧巧するために.它ヴトアップしまず. 


-① 


巧ぺ N)]) 


■② 


[インターネットサービスプ□バイダ ( ISP ) の情報を入力します]画面び表示されます。 
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I ■ネットワークで広がる世巧 


各項目を設定し、[接続]ボタンをクリックする 

[ダイヤルアップの電話番号][ユーヴー名][パスワード]など、それぞれを入力し 
てください。 



ダイヤルアツプ接続び実行されます。 

接続び完了したあと[閉じる]ボタンをク U ツクすると、環境を設定する画面び表示 
されます。画面に従って、各項目を設定してください。 


K ■巧かでインタ—ネットに接続するには 

本製品の内蔵モデムで使用でさる国/地域については、「付録 EJ 技術基準適合について」を参 
照してください。 

ミ毎外でモデムを使用する場合、「内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ」で内蔵モデムの地域設 
定び必要です。 

設定は管理者アカウントで行ってください。それじ(がのユーヴーアカウントで起動しようとす 
ると、エラーメッセージび表示され、起動できません。 

日本で使巧する場合は、必ず日本モードで使用してください。他地域のモードで使用すると、 
電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となります。 

購入時は「曰本」に設定されています。 
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I ■ネットワークで広がる世界 


■設定方法 



[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ネットワーク] 一 [Modem Region Select ] をクリックする 

[Internal Modem Region Select Utility ] アイコン（ち）び通知領域に表おされ 
ます。 


通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(eg) をクリックする 

内蔵モデムびサポートする地域の U ストび表示されます。 

その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域では使用でさません。ミ主 
意してください。内蔵モデムび使用でさない地域では、その地域で許認可を受けてい 
るモデムを購入してください。内蔵モデムに接続する回線び PBX 等を経由する場合は 
使用でさない場合びあります。 

上のを意事項を超えてのご使用における危書や損害などについては、当社では責任を 
負えませんのであらかじめご了をください。 

現在設定されている地域設定と、所在地情報名にチェックマークびつさます。 



(表示例) 


使用する地域名または所在地情報名を選択し、クリックする 
• 地域名を選択した場合 

モデムの地域設定を行ったあと、新しく所在地情報び作成されます。この場合、現 
在の所在地情報は新しく作成されたちのになります。 

• 所在地情報名を選択した場合 

その所在地情報に設定されている地域でモデムの地域設定を行います。選択された 
所在地情報び現在の所在地情報になります。 



















I ■ネットワークで広がる世巧 


次のよラな設定びでさます。 

通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(¢ 3 ) をちクリックし、表示されたメニューか5項目を選択する 


をを 


モデム透巧 


RSELECn こついて 


お了 


グイアプ□パテイ 

! 1イ 


(表示例） 


ぶすメモ 


通知領域に [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン (だ) が表示されてい 
ない場合は、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - 
[ネットつーク] 一 [Modem Region Select ] をクリックしてください。 


□設定 

チェックボックスをク U ックすると、巧の設定を変更することびできます。 


□モデム選択 

COM ポート番号を選択する画面び表示されます。内蔵モデムを使用する場合、通常は自動的に 
設定されますので、変更の必要はありません。 

□ダイアルのプロパティ 

[電話とモデムのオプション]の[ダイヤル情報]画面を表示します。 


その他の設定 


自動起動モード 

システム起動時に、自動的に「内蔵モデム用地域選択ユー 
ティ U ティ」び起動し、モデムの地域設定び行われます。 

地域選択後に自動的にダイア 
ルのプ□パティを表示する 

地域選択後、[電話とモデムのオプション]の[ダイヤル情 
報]び表示されます。 

場所設定による地域選択 

[電話とモデムのオプション]の所在地情報名び地域名のサ 
ブメニューに表示され、所在地情報名から地域選択びでさ 
るよラになります。 

モデムとテレフォニーの現在 
の場所設定の地域コードとび 
違っている場合にダイア□グ 
を表示 

モデムの地域設定と、[電話とモデムのオプション]の現在 
の場所設定の地域コードび違っている場合に、ミ主意の画面 
を表术します。 
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已 luetooth 機能 


* Bluetooth モデルのみ 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器どうしで無 
線でデータをやりとりできる、世界標準の通信方式です。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりびできます。 

詳細については、『团 uetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』を参照してください。 

起動方法「本節 U-Bluetooth ユーティ U ティユーザーズガイドの起動方法」 




Bluet 00 け 1 機能の操作にあたって 


あらかじめ、附録 □-ES Bluetooth につい口を確認してください。 


^ メモ 


• 巨 luetooth のバージョンによっては本製品と通信できない日 luetooth 対応機器びあります。本製品で 
は、巨 luetooth Version 1.1、1.2、2.0、2.0 +EDR、 2.1、 2. 1 +EDR の团 uetooth 対応機器と通 
信びでさます。 

• 2.4GHz 帯の無線 LAN び近距離で使用されていると通信速度の低下または通信エラーび発ちする可能 
性びあ0ます。 


Bluetooth 通信び巧能なが態にずる 


A 警告 


Bluetooth モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ぺースメーカーを 
装着している方は、む臓ぺースメーカーの装着部位か 522 cmULh 離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、ワイヤレスコミュニケーションスイッチ 
を OFF 側にして、電波の発信を止めるようにしてください。 
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Q Bluet 001 ih 機能 


本体ち側面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイツチを On 側に 
スライドする 

■ RX 2 シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 
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Q Bluet 001 ih 機能 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一 [ Bluetooth ] 一 旧 luetooth 設定]をクリックする 

初めて起動したときは、 Bluetooth 用ドライバーのインストールび始まります。イン 
ス I -ールび終了するまでお待ちください。 

「Bluetooth Manager 」 び起動し、周辺の Bluetooth 対応機器を検索する[自動登 
録]画面び表示されます。すぐに Bluetooth 対応機器を登録する必要びなし觸合は、 
[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

無線 LAN (Wireless LAN ) と同時に使用する際の[ミ主意]画面び表示された場合は、 
内容を確認のうえ、 [0 ロボタンをク U ックして画面を閉じてください。 

通失日領域に [Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) び表示されます。(降、通ミ□領 
域に常駐し、な回 Windows を起動したときには自動的にアイコンび表示されます。 
[Bluetooth Manager ] アイコン（凸）はサービスの状態によって表示び異なりま 
す。詳細については、 『 Bluetooth ユーテイ U テイユーヴーズガイド』を確認してく 
ださい。 

Bluetooth の電源び入っていない場合には 、 [Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) 
をちク U ックして表示されたメニューか日、旧 luetooth オン]を選択して電源を入 
れてください。 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 

Bluetooth モデルには、ほかの Bluetooth 対応機器と通信するためのユーテイ U テイとして 
「 Bluetooth ユーテイ U テイ」びプレインス I ルされています。 

初めて团 uetooth を使うときには、ユーテイ U テイの設定び必要になります。設定方法や通信 
する方法については、『团 uetooth ユーテイ U テイユーヴーズガイド』をご覧ください。 

I Bluetooth ユーテイリテイユーザーズガイドの起動方法 _ 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一旧 luetooth ] 一 [ユーザーズガイド]をクリックする 











旧巧巧おを巧つで傑巧を店げよ 3 

パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使ラ周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 82 

2 USB 対応機器を使う . 83 

3 eSATA 対応機器を使う . 86 

4外部ディスプレイの接続 . 88 

已マイク□ホンやへッドホンを使う . 94 

6 PC 力ードを使う . 97 

7ポートリプリヶータを使う . 101 











周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
ラと、ノ（ソコンの性能を高めたり、ノ（ソコンび持っていない機能を広げることびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のものと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 


■ 内蔵方式のもの 

• メモ I 」 


パツテ U - 


■外付けち式のちの 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端テ、ス□ットのあ状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお遇びくださ 
い。周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカーに確認し 
てください。 

コネクタの仕様について「付録0さインターフエースの仕様」 


周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録 D - 匿周辺機器について」を確認してください。 



本製品で使用でさるおちな周辺機器は、なのとおりです。 

• メモ I 」 

メモ U の増設『取扱説明書1章0 メモ U の増設』 

• USB 対応機器 

USB 対応機器「本章0 USB 対応機器を使5」 

• eSATA 対応機器 

mm eSATA 対応機器「本章0 eSATA 対応機器を使ラ」 

•外部ディスプレイ 

外部ディスプレイの接続体章 □ 外部ディスプレイの接続」 

• 7イク□ホン 

マイク□ホンの接続「本章0-因]マイク□ホンを使う」 

• へツ ドホン 

へツドホンの接続「本章且-巧]へツドホンを使う」 

• PC 力ード 

PC 力ード r 本章0 pc 力ードを使う」 

• ス I 」ムポート I 」プ I 」ケーター 

ポート U プリケーター r 本章 H ポート U プ U ケーターを使う」 


■ 1卜狂巧巧を巧ぅ師こ 


4 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでさます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンス I -ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器にはなのよラなちのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プ I 」ンター 

• USB 対応スキヤナー • USB フラッシュメモ I 」 など 

本製品の USB コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1.1 対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細については、 『 US 日対応機器に付属の説明罰を確認してください。 

USB 対応機器の操作にあたって - 

•あらかじめ、「付録 D-Ea-USB 対応機器の操作にあたって」をお認してください。 


I USB の常時給電 _ 

(争）アイコンび付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源び OFF の状態（ス U - プ 
状態、休止状態、シャットダウン状態）でも、 USB コネクタに USB バスノの一 ( DC 已 V )を 
供給することびでさます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤーなどの外部機器 
の使用および充電びでさます。 

* USB ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してください。 

USB の常時給電については、 r 東芝 USB ス U - プアンドチャージユーティ U ティ」で設定す 
ることびでさます。 

なお、外部機器によっては本機能を使用できない場合びあります。 



USB の常時給電について 


あらかじめ、附録 11- 【lil-USB の常時給電につして」、「付録 D-Ka- ま芝 USB スリープ 
アンドチヤージユーテイI」テイについて」を確認してください。 
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2 I USB が応機巧をほ3 



周辺機器を使って機能を広げよラ 




USB 対応機器を使ラ 


取り付け 

USB ケーブルのプラグを US 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 USB 対応機器についての詳細は、 『 USB 対応機 
器に付属の説明書』を確認してください。 

US 己ケーブルのをう一方のプラグをパソコン本体の US 己コネクタに差 
し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 

> ■RXS シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 




USB コネクタ 


IN 




USB コネクタ 


奥の US 目コネクタは、 eSATA コネクタを兼ねています。 














H USB 対応機器を使う 


■ N 12シリーズの場合 



^9取りはずし 



USB 対応機器の使用を停止する 

①通知領域の [ A — ドウエアをま全に取りがしてメディアを取り出す]アイコン 
(わ） をクリックずる 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、0をク U ックしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない US 日対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 


[n- ドウエアをち全に巧りかしてメディアを取り出ず1 

卜1货。「 


カスタ7イス… 



② 表示されたメニューか日[(取りはずす USB 対応機器）の取り出し]をクリックする 

③ 「 A — ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された日、车 I をクリックする 

パソコン本体と US 己対応機器に差し込んである US 己ケーブルを巧く 
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eSATA 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびできます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンス I -ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 
eSATA 対応機器には次のよラなちのびあります。 

• eSATA 対応八ードディスクドライブ など 

eSATA 対応機器の詳細については、 『 eSATA 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 


eSATA 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 11- の 1- eSATA 対応機器の操作にあたって」をお認してください。 


■■取り付け 

本製品の eSATA コネクタは、 USB コネクタを兼ねています。 
mm 「本章0 USB 対応機器を使5」 


eSATA ケーブルのプラグを eSATA 対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 eSATA 対応機器についての詳細は 、 『eSATA 
対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

eSATA ケーブルのをう一方のプラグをパソコン本体の eSATA コネク 
夕に差し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 

■ RX 2 シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 



3 I eSATA が応機巧をほミ 
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B eSATA 対応機器を使う 


INI 2シリーズの場合 




取りはずし 


eSATA 対応機器の使用を停止する 

①通知領域の [ A — ドウエアをま全に取り外してメディアを取り出す]アイコン 
(わ） をク U ックずる 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 g をク U ックしてください。 

この操作を行ってもアイコンび表示されない eSATA 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 


1 ノト ドウエアをおをに巧りかしてメディアを取り出す1 


し|»)ぉ □ 

カスタマイス... 




— 


② 表示されたメニューか5 [(取りはずす eSATA 対応機器）の取り出し]をクリック 
ずる 

③ 「 A - ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された5、壬 I をクリックする 

パソコン本体と eSATA 対応機器に差し込んである eSATA ケーブルを 
巧く 
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4 I か部デイスプレイの巧続 


RGB コネクタにケーブルを接続して、外部ディスプレイに Windows のデスクトップ画面を表 
示させることびできます。 
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拉ゾモ 

•使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 

解像度に合った外部ディスプレイを接続してください。 

• 接続するケーブルは、市販のちのを使用してください。 


DP r ノコンに接続する 


外部ディスプレイ接続の操作にあたって 
•あらかじめ、附録!!-匪の-外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してください。 


外部ディスプレイとノ（ソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 

n 外部ディスプレイのケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 

m 本製品の RGB コネクタには、固定用のネジ巧はありませんび、プラグに固定用のネジ 
1び付いているタイプの外部ディスプレイケーブルち使用でさます。 

d ■RXS シリーズ、 RX2L シリーズの場合 
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D 外部ディスプレイの接続 



f か部ディスプレイの電源を入れてか5、パソコン本体の電源を入れる 

外部ディスプレイを接続してパソコン本体の電源を入れると、本体は自動的にそのが 
部ディスプレイを認識します。 



0表巧を切り替える 


外部ディスプレイを接続した場合には、次の表示方法びあります。 
表示方法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更でさます。 


■ 本体液晶デイスプレイだけに表示/が部デイスプレイだけに表示 


いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



■ 本体液晶デイスプレイとが部デイスプレイの同時表示 


• ク□—ン表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トップ画面を表示します。 
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• }広張表71^ 

2 つの 表示装置を1 つの 大さなデ 
スクトップ画面として使巧け広張 
表江〇します。 


外部ディスプレイに表示するには次の設定を行ってください。設定を行わないと、外部デイス 
プレイには表示されません。 


89 






























D 外部ディスプレイの接続 


E ■方法 1- コントロールパネルで設定ずる 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 


8 


画面ち上の[表示方法]で r 大さいアイコン」または r ルさいアイコン」 
をクリックする 


[Q Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ] ボタンをクリックする 
[ディスプレイデバイス]で、表示する装置を選択する 



[_ スキームオブシ3ン I [ e デオまち 


读示例） 


* 画面は外部ディスプレイを接続している場合の表示例です。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

① [動作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 

② [ディスプレイの選択]の[プライマリデバイス]で[ノートブック]を選択 
ずる 

• 外部ディスプレイだけに表示 

① [動作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 

② [ディスプレイの選択]の[プライマリデバイス]で [ PC モニタ]を選択する 


封メモ _ 

• 外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に合った 
色数/解像度で表示されます。 

• 表示を切り替えたとさ、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 

•外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されない場合びあります。こ 
の場合は、外部ディスプレイ側で、表お位置や表示幅を設定してください。 

•「TOSH 旧 A DVD PLAYER」 で使用する表示装置を変更したい場合は、アプリケーシヨンを起動す 
る前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびでさません。 

*1 個人-家庭向けモデルのドライブ内蔵モデル、企業モデルのみ 
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D 外部ディスプレイの接続 


頂目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイであ張表示 

ノー トブック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノー トブック 


メモ 


本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイをクローン表おまたはお張表示に設定する際 
に、外部ディスプレイにノイズび発生した場合は、外部ディスプレイの解像度、色数、リ 
フレッシュレートを下げてご使用ください。 

設定は、ク□ーン表おまたはお張表示に設定したあと、[ディスプレイ設定]をク U ック 
し、表おされる画面で行います。 


[0 K ] ボタンをクリックずる 

次の画面が表示されます。 

デスクトップの変更を强該 


デスクトッブび馬ミ定されました。この設ミを巧巧します 

り、？ 

15扶巧じな答びなし >巧合、このを巧は自巧的にキャン 
たルされます0 


0K 


キャンたル 


百 


[0 K ] ボタンをクリックする 


• ク□—ン表示 

2つの表示装置それぞれにデスクトップ画面を表示します。 

① [動作モード]で [ Intel ( R ) デュアル-ディスプレイ-ク□-ン]を選択する 

② 表示に合わせた設定をする 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイでク□ーン表示 

ノー トブック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノー トブック 


• }瞄長表の 

2つの表示装置を]つの大さなデスクトップ画面として使用でさます。 

① [動作モード]で[お張デスクトップ]を選択する 

② 表示に合わせた設定をする 
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D 外部ディスプレイの接続 


^9方法2 -画+回キーを使う 

•表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ） LU 外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことびでさます。表示装置を選択する画面び表示されていない状態で、网+阿 
キーを3秒じ(上巧し続けてください。 

表お装置に何ち表おされず、選択する画面び表おされているか確認でさない場合は、いった 
んキーボードから指をはなしてから、但 yJ + L ^ キーを3秒じ(上巧し続けてください。 

I 表示装置を選択する画面 _ 

@キーを巧したまま^キーを巧すと、 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 の表お装置を選択する 
画面び表示されます。 

* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）とが部ディスプレイを 


ディスプレイ巧 

督7日 

LCD 


©©©©逸示例） 

上のカードは現在の表示装置を示しています。キーを巧したままキーを巧すたびに、 
大きなアイコンび移動します。表示する装置び大きなアイコンに変わったところで、@キー 
をはなすと表示装置び切り替わります。 


① LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

③ LCD+CRT . 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイに同時表示 

③ CRT . 外部ディスプレイだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 


④ LCD+CRT Extended Desktop 

. 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにお張表示 

本体液晶ディスプレイびプライマ I 」モニターになります。 
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D 外部ディスプレイの接続 


臣を] キーを 巧したまま^ キーを 数回巧し、プライマ I 」 モニター、 セカンダ I 」 モニターを 切り 
替えるアイコンに移動したら、 If が キーを はなすと、表示装置び切り替わります。 


团 


パソコンか6取りはずす 


外部ディスプレイを取りはずすとさは、「ス U —プ」や r 休止巧態」にせず、必ず電源を切って 
ください。 

Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『セツトアップガイド』 


Q が部ディスプレイの電源を切る 
Q RG 己コネクタからケーブルを巧く 


□ 化お表示でプライマリモニターを切り替える方法 

現在の表示装置び拡張表示に設定されている場合、プライマ U モニター、セカンダ U モニター 
を切り替えるアイコン（@)び表示されます。 



画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）と外部ディスプレイを 
接続した場合です。 


0® み®織 


读示例） 
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マイク入力端テには、マイク□ホンを接続できます。本製品にはサウンド機能び搭載されてい 
よ9 〇 

サウンド機能についてに章0サウンド」 

■■ 使用でをるマイク□ホン 

本製品で使用でさるマイク □ ホンは;欠のとおりです。 

■ •モノラルマイクのみ使用できます。 

，'パの ''I • プラグは直径3.已 mm 3 極ミニジヤックタイプび使用できます。 


3極ミニジャック 


直径3.已 mm 2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイク 
□ホン本体にバッテ U —などを内蔵し、電源供給を必要としな 
い7イク□ホンであれば使用でさます。 


吕極ミニジャック 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び推奨するマイ 
ク□ホンを使用してください。 



5 I マイク□ホンやヘッドホンをほ 3 



n [マイク□ホンをほう 


本製品には、マイク□ホンやヘッドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへッドホンを使ラと、音声ソフトや音声を使ったチヤットを行ラことができます。 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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0 マイク□ホンやへッドホンを使う 


D 接続する 

f マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 
■ RX 2 シリ -ズ、 RX 2 L シリ ーズの 場合 
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0 マイク□ホンやへッドホンを使う 


本製品にはサウンド機能び搭載されています。 

へッドホンの音量はボ U ュームダイヤル、または Windows の音量ミキサーで調節してください。 
に章□サウンド」 


接続する 

へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 

■ RX 2 シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 



INI 2シリーズの場合 



写 

X' 

ヘッド7 

てン出力端子 


写 

ク ヘッド7 

てン出力端子 


取りはずすときは、へッドホン出力端モか日へッドホンのプラグを抜きます。 


因 


へツドホンをほラ 


へッドホン出力端モにへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびできます。 
へッドホンのプラグは、直径3.已 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 




へツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、附録 n-Ka- ヘッドホンの操作にあたって」を確認してください。 
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PC カードをほ 3 


目的に合わせた PC 力ードを使うことにより、パソ〕ンの機能び大きく広びります。 
PC 力ードには、巧のようなものびあります。 

•データ通信力ード （ PHS 、 携帯電話） 

• フラッシュメモ1」カード用アダプターカード 

•外付け八ードディスクドライブ、 CD / DVD ドライブ用アダプターカード など 


の 


PC 力ードをほう前 I 



本製品は 、 PC Card Standard 準拠の TYPE n 対応の力ード （ CardBus 対応力ードも含む） 

を使巧でさます。 

PC カードの大部分は電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサーシヨン）に巧 
応しているので便利です。 

使用している PC カードびホットインサーシヨンに対応しているかどうかなど、詳しい使いかた 
については 『 PC カードに付属の説明書』を確認してください。 




PC 力ードの操作にあたって 


あらかじめ、附録 D-inP 巳力ードの操作にあたって」をお語してください。 


^ メモ 


PC 力ードス□ットを使用する場合、力ードによってはディスクトレイび開かなくなる可能性びありま 
す。その場合、カードをいったん取りはずしてください。 


2 


PC カードをほう 


PC 力ードを使う場合、パソコン本体の PC 力ードス□ットに PC 力ードを取り付けてください。 


E ■取り付け 

n PC 力-ドにケ-ブルを付ける 
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回 PC 力ードを使う 


f イジェクトボタンを2回押し①、ダミーカードを巧く③ 

] 回巧すとイジェクトボタンび出てくるので、ちう]度「カチッ」と音びするまで巧 
してください。ダ S —カードび出てさます。 


1■陛ンリ-ズ、 RX 2 L シリ-^ 



* イラストは N 1吕シリーズです。 


カードは無理な力を加えず、静かにカードび奥に突き当たるまで巧してください。き 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 PC カードを使用できない、または PC カード 
び壊れる場合びあります。 

カードを接続したあと、カードび使用できるように設定されているか確認してください。 
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回 PC 力ードを使う 


取りはずし 


PC カードの使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアをををに取り外してメディアを取り出す]アイコン 
(わ） をク IJ ックずる 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、をク U ックしてください。 

この操作を行ってちアイコンが表示されない PC カードは、次の手順は必要ありません。 

手順0に進んでください。 


_I_ ] _ 

[ a - ドウエアをち全に取りかしてメディアを取り出す1 


〔ゎ)-が □ 

カスタ7イズ… 


② 表示されたメニューか日[(取りはずす PC 力ード）の取り出し]をクリックする 

③ 「 A — ドウエアの取り外し J のメッセージが表示された日、 互 I をクリックする 

イジェクトボタンを2回押す 

* イラストは N 1吕シリーズです。 



] 回巧すとイジェクトボタンび出てくるので、ちラ]度「カチッ」と音びするまで巧 
してください。 

カードび奥まで差し込まれていない場合、イジェクトボタンび出てこないことびあり 
ます。カードを奥まで巧し込んでから、ちラ]度イジェクトボタンを巧してください。 
カードび少し出てきます。 
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回 PC 力ードを使う 


力ードをしっかりとつかみ、巧く 

* イラストは N 1吕シリーズです。 



カードをあくときはケーブルを弓 I つ張らないでください。故障するおそれびあります。 
熱くないことを確認してから行ってください。 


ロダミ-力-ドを挿入する 

1 


イジエクトボタンを押す 

イジエクトボタンび収納されていない場合は、イジエクトボタンを巧して収納します。 
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—トリプリケーターをほ3 


本製品のドッキングポ ー N こ、オプションのス U ムポート U プ U ケーター煙番： PASPR 003) 
を接続することびできます。ここではス U ムポート U プ U ケーターを「ポート U プ U ケーター」 
と呼びます。 

ポート U プ U ケーターには、さまざまな周辺機器を接続することびできるため、パソコンの機 
能を広げることびでさます。 


ポート U プ U ケーターにごいて 


ポート U プ U ケーターの各部名称とコネクタに説明します。 

本体との接続方法など、詳細は『ス U ムポート U プ U ケーター取扱説明書』を参照してくださ 
い。 

mm ポートリプリケータのを部の名前 

ここでは、おちにパソコン本体との接続に必要な部分を説明します。 



D 使用でまるコネクタ 

ポート U プ U ケーターのラち、本製品に対応しているコネクタは、次のとおりです。 

() 内はコネクタの数です。 

• LAN コネクタ • USB コネクタ （4) © DVI コネクタ • RGB コネクタ 

ポート U プ U ケーターを接続すると、本体の LAN コネクタ、 RGB コネクタは使用できなくな 
りますのでポート U プ U ケーターの LAN コネクタ、 RGB コネクタを使用してください。 
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■ バッテリー駆動で巧う 

パソコンをモバイル使用する際に大事なを在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、巧電や巧電量の確認など、バッテリーを使用するにあたつ 
ての取り扱い方法について説明しています。 


1バッテリーについて 
2省電力の設定をする 


104 

109 






1 


バッテ U —駆動で使ラ場合、バッテ U —の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要びあります。 

mm システムインジケーターでお認ずる 

AC アダプターを使用している場合、 Battery a LED び点灯します。 


(!) Q 0 D ((f) 


Battery □ LED は;欠の状態を示しています。 


白または緑 
オレンジ 
オレンジの点滅 


凡巧；71：：」 

充電中 
充電び必要 

バッテ U - の充電について「本節医]バッテリーを巧電する」 

-バッテI」 一び 接続されていない 
- AC アダプターび 接続されていない 

上記のいずれにち当てはま日ない場合は、バッテ U —異常の可能性 
びあります。東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 



パッテ y - にごいて 


パソコン本体には、バッテ U- パックび取り付け日れています。 

バッテ U- を充電して、バッテ U- 駆動 （AC アダプターを接続しない状態）で使うことびでき 
占9 〇 

本製品を初めて使用するときは、バッテ U —パックを充電してか日使用してください。 

バッテ U —駆動で使ラ場合は、あ日かじめ AC アダプターを接続してパ'ッテ U —パックの充電を 
完了（フル充電）させるか、フル充電したバッテ U —パックを取り付けてください。 

指定する方法•環境 L ソ外でバッテ U- パックを使用した場合には、発熱、発火、破裂するなど 
の可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願いしま 
す。 

『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』に、バッテ U —パックを使用するとさの重 
要事項び記述されています。バッテ U —駆動で使う場合は、あ日かじめその記述をよく読み、 
必ず指示を守ってください。 


バッテリ I 駆動で使ラ 






I ■バツテリーについて 


通知領域の[バッテリー]アイコンでお認ずる 


完夕に巧ちされまし产し 100%) 


n 

現巧の亀涅ブラン；.バランス 


通知領域の[バッテリー]アイコン (圆 )の上にポインターを置く 
と、バッテ U —充電量び表示されます。 

[バッテリー]アイコン (圆) をク U ックすると、電源プランなど 
も表示されます。 ^^"*"**"*"" 

省電力設定について「本章0省電力の設定をする」 

1力月じ(上の長期にわたり、 AC アダプターを接続したままパソコンを使用してバッテ U - 駆動 
を行わないと、バッテ U —充電量びかしずつ減少します。このよラな状態でバッテ U —充電量 
び減少したときは 、 Battery a LED や[バッテリー]アイコンで充電量の減少び表おされな 
いことびあります。]力月に]度は再充電することを推奨します。 


K ■バッテリー巧電量び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U —の充電量び少なくなると、なのよラに警告します。 

• Battery a LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U - の 残量びかないことを示しています） 
•パ' ッテ I 」 一の アラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をク U ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテリ]^ [バッテ U 低下の通知]や[バッテ U 切れの操 
作]で設定すると、バッテ U —の残量びかなくなったことを通知したり、自動的に対処する 
動作を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章0省電力の設定をする」 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプターを接続し、充電する 

② 電源を切ってか日、フ j レ充電のノ（ッテ U - パックと取り換える 

購入時は休止巧態び設定されています。バッテ U —減少の警告び起こってち何ち対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでノ（ッテ U -び自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴日ず、 
Battery 亡 □ LED でち放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったとき 
は、充電してから使用してください。 


時計用バッテリー 


本製品には、取りはずしびでさるノ（ッテ U —パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
バッテ U —び内蔵されています。 

時計用バッテ U —の充電は、 AC アダプターを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行 
われますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あま 
り充電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用ノ（ッテ U - び切れていると、時間の再設定をうなびす Warning 膚告）メッセージび出ます。 

■充電完了までの時間 

時計用バッテ U - は、電源 ON ( Power む LED び白または緑色に点灯）の状態において約24 
時間で充電び完了します。 

実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態を知ることはでさません。 


バッテ3 1 駆動で堡つ 














I ■バツテリーについて 


2 


ッテリーを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




バッテリーを充電するにあたって 


あらかじめ、「付録 D — 


バッテ U —を充電するにあたって」を確認してください。 


パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードのプラグをコンセ 
ントに差し込む 

DC IN ^ に D び白または緑色に点灯して Battery □ LED びオレンジ色に点打す 
ると、充電び開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON / OFF にかかわらずフル 
充電になるまで充電されます。 

Battery cn LED び白または緑色になるまで充電する 

バッテ U - の充電中は Battery □ LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN ♦! LED び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプター、 
電源コードの接続を確認してください。 


メモ 


パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 


■充電完了までの時間 

バッテ U —充電時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なりま 
す。 

周囲の温度びほいとき、バッテ U -パックの温度び高くなっているとき、周辺機器を取り付け 
ているとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあり 
よ 〇 

詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 

■バッテリー駆動時間 

バッテ U —駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 
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I ■バツテリーについて 


■バッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、充分な 
性能を発揮するために AC アダプターを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U —充電量はかしずつ減っていさます。 
バッテ U —の保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目まにしてください。 

詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブリッドス U —プにすることをおすすめします。 

A イプ U ッドス U — プについて『セットアップガイド』 

D バッテリーを長持ちさせる 

本製品のノ（ッテ U —をより有効に使ラための工夫を紹介します。 

I バッテリーの機能ほ下を比較的遅くする方法 _ 

なの点に気をつけて使用すると、バッテ U —の機能低下を比較的遅くすることびでさます。 
•パソコンと AC アダプターをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用し 
ないとさは、 AC アダプターをコンセントからはずしてください。 

• 1力月じ(上の長期間バッテ U —を使わない場合は、パソコン本体からバッテ U —をはずして、 
風通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• おちに AC アダプターを接続しり（ソコンを使用し、ノ（ッテ U - パックの電力をほとんど使 
用しないなど、] 00%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U —の劣化を早める場合びあ 
ります。 

• 1力月に]度は、 AC アダプターをはずしてバッテ U - 駆動でパソコンを使用してください。 

I バッテリー巧電■を節約する方法 _ 

バッテ U -を節約して、本製品をバッテ U -駆動で長時間使用するには、なの方法びあります。 
• こまめに休止状態にする 
mm 「2章0-臣]休止状態」 

•入力しないとさは、ディスプレイを閉じておく 

「2章 Q - a 簡単に電源を切る/バソコンの使用を中断ずる」 

• 省電力の電源プランを設定する 

「本章日省電力の設定をする」 


バッテリーの充電能力を調べる 


バッテリーは、消耗品です。バッテ U —を交換する目安を調べることびできます。 
mm 『取扱説明書2章日バソコンの動作状況を監視し、記録する』 
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I ■バツテ u —について 


K ■バッテリーパックを f 呆管ずる 

バッテ U —パックを保管するとさは、巧の説明をお読みください。 

また、『安むしてお使いいただくために』にち、バッテ U —パックを保管するとさの重要事項 
び記述されています。あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってください。 

• 充電状態の電池を放置しておくと電池び劣化し、ちラー度充電したとさの容量び減少してし 
まいます。この劣化は、保を温度び高いほど早く進みます。 

•パ'ッテ U - パックの電極（金属部分）びショートしないよラに、金属製ネックレス、ヘアピ 
ンなどの金属類とミ畳在しないよラにしてください。 

• 落下したり衝撃びかかったりしないよラ安定した場所に保管してください。 



'八ツテリ I 駆動で使う 


% 







1 


「電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことびでさます。 

バッテ U —駆動でパソコンを使用しているときに、消費電力を減日して長い時間使用するよラ 
に設定したり、電力を使ってパフォーマンスの精度を上げるように設定したりできます。 

これ日の電源設定を電源プランといいます。 

r 電源オプション」では、使用環境に合わせて設定された電源プランびあ日かじめ用意されてい 
ますので、使用環境び変化したときに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することびでさます。 

購入時には、なの電源プランび用意されています。 

•バランス 

必要なとさは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないとさは電力を節約 
します。 

• eco 

東芝の推奨する設定により、消費電力を抑えます。 


「本項 


I - 役立つ操作集-ま芝 ec □ユーティ U ティ」 


• 東芝省電力 

東芝独自の省電力により、電力の消費を抑えます。 

•高パフォーマンス 

パフォーマンスと応答速度を最大にします。バッテ U —駆動のときにこのプランを使用する 
と、バッテ U —び通常よりち早く消費されます。 

* r 東ち省電力」、「高バフォーマンス」は[追加のプランを表示します]の’ V ’をク U ック ずると 表示されます。 

各電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することちできます。詳しくは、 
「電源オプション」のヘルプをご覧ください。 


起動方法 


n [スタ-卜]ボタン（@) 


[コント□ールパネル]をクリックする 


[ちシステムとセキュリティ]一[ぶ電源オプション]をクリック 
する 

「電源オプション」び起動します。 



2 I 省電力の設ちをずる 



バッテリ I 駆動で使ラ 
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Q 省電力の設定をする 


■ヘルプの起動方法 



r 電源オプション」を起動後、画面ち上の®: I ボタンをクリックする 



口 1回 

▼ 


コント□-ルパみ実 P 1 


囑 


:屋てにしたり、電力を節巧したりできます.プラン 
>更力設をををますることでカスタ7イズしてくださ 


f 表示された一覧か5知りたい項目をクリックする 

該当するページび表示されます。 


厂續役立つ操作集- . 

ま芝 eco ユーティ U ティ 
* ま泛 eco ユーティリティ搭載モデルのみ 

東芝の巧奨ずる設定により、電源プランやディスプレイの明るさなどを自動的に調節して、消費電力 
を抑えます。 

詳しくは、「東芝 ec □ユーティ U ティ」のヘルプをご覧ください。 

• 起動ち法 

①[スタート]ボタン （®) 一 [ずべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] -[ユーティリティ] 

-► [eco ユーティ U ティ]をク IJ ックする 

初回起動時は、[はじめにお読みください]画面び表示されますので、[同意ずる]をチェックし、 
[0K] ボタンをクリックしてください。 

[TOSH 旧 A eco ユーティリティ]画面び表示され、通知領域にアイコン （♦) び表示されます。 

• ヘルプの起動ち法 

① [TOSH 旧 A eco ユーティ U ティ]画面で[ヘルスボタンをク U ックずる 
「TOSH 旧 A ec □ユーティ U ティ」のヘルプび表示されます。 

V_ ) 





















Q 省電力の設定をする 





画キーを押して、表示された候補群の中か5、実行したい動作 
のアイコンを選択する 

マウス操作の場合は、 [ ODD ] の力ードの下に表示される、丸いアイコンをクリック 
してください。 



各アイコンの動作内容は、左から次のよラになります。 

ドライブの電源を入れる/ドライブか日ディスクを取り出す/ドライブの電源を切る 

ドライブの電源を切ると、ドライブにアクセスでさなくなったり、ディスクトレイび 
開かなくなります。ドライブにアクセスしたり、ディスクトレイを開けるには、ちラ 
] 度ドライブの電源を入れてください。 
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* ドライブ内蔵モデルのみ 

パソコン本体の電源はそのまま、ドライブの電源だけを切る/入れることびできます。ドライ 
ブの電源を切ることにより、消費電力を減 b すことびでさます。 

本機能は、 Windows を起動しているときに 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 か日実行できます。 
なのよラに操作します。 


操作方法 

P 画キーを押して、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 を表示させる 


向/]キーを 押したまま、 キーを 押す 


マウス操作の場合は、因 yj キーを巧したまま、画面左端の [ ODD ] の力ードをクリック 
してください。 






2 


Tab 


ドライブの電源を切つてバッテリーを節約する 


バッテリ I 駆動で使ラ 



























Q 省電力の設定をする 


尚メモ _ 

•「八ードウエアの安全な取りがし」を行ってを、ドライブをパソコン本体から取り出すことはできま 
せん。 

• ドライブの電源び切れている状態で、ドライブにメディアびセットされていると、ディスクトレイび 
出てくるのに時間びかかる場合びあります。 


^ vgj 役立ご操作集- S 

r まちピークシフトコント□-ル」 

「まをピークシフトコントロール」は、昼間の電力消費の一部を夜間に移行させて電力を効果的に活巧 
し、電力需要の平準化を実現ずる機能です。たとえば夏期の曰中のよラに、電力使用のピーク時間帯 
には自動的に AC 電源からの電力供給を止め、電力需要のみない時間帯（夜間など）に蓄えたノートパ 
ソコンのノ くッテ1」一で動作させる電源管理機能で、環境への負荷巧減に貢献することびでさます。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でも使用できまずび、複数台数で同じ時間帯に制御ずることに 
よってその効果を発揮します。制御するパソコンの台数はをければをいほど効果び大さくなりまず。 

この機能を実現するには、「ま芝ピークシフトコント□-ル」のインス!ルび必要です。 

使用方法については、ヘルプを参照してください。 

•インストールち法 

① [スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インストール] 
をク IJ ックする 

② 画面のメッセージに従ってインストールずる 

[ま芝 ユーティリティ] タブの [TOSHIBA Peakshift Control ] に用意されていまず。 

• 起動ちま 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプログラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーティ U ティ]一 
[ピークシフトコントロール]をク U ックする 

• ヘルプの起動ち法 

① r 東芝ピークシフトコントロール」を起動を、画面も上の[ヘルスボタン （ d ]) をクリック 
ずる 

② 画面上の巧りたい項目にポインタを置さ、ク I 」ックする 

V _ J 
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アプ y ケーシヨンについて 

データを CD / DVD に記録する、 DVD の映像を見る、ウイルス対策な 
ど、パソコンでよく使う機能のアプリケーシヨンについて説明してい 
ます。 


1 CD / DVD にデータのバックアップをとる .... 114 


2 DVD の映画や映像を見る . 119 

3映像を編集して DVD に残す . 121 

4ウイルスバスターによるウイルス対策 . 123 

已有害サイトを遮断する . 127 

6文書や表、メールを作る . 128 









1 獻掷兵テと-る夕の 


CD - R 、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD - RW、DVD 十 R、DVD 十 RW にデータをつピーするには、本 
製品に添付されている 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使います。 

データをコピーする（書さ込む）際に気をっけていたださたいことびあります。また、それぞ 
れ対応しているメディアび異なります。じ(降の説明をよくお読みになってから書さ込んでくだ 
さい。 

ドライブび内蔵されていないモデルでは、別途 CD / DVD ドライブを用意してください。 

分 メモ 

• DVD - RAM にデータを書き込む場合は、バックアップしたいファイルやフォルダを [ DVD - RAM ドラ 
イブ]にコピーしてください。 

詳しくは、 『 Windows ヘルプとヴポート』を参照してください。 

DVD - RAM の フォー マットには、 r ま芝 DVD-RAM ユー ティ U ティ」を使用してください。 

詳細にっいてに 章 H - 团 DVD - RAM をフォーマッ ト する」 

• CD - R 、 CD - RW などにバックアップをとった場合、そのデータは書き込み不可になっている場合びあ 

B ります。この場合、バックアップをとったデータを使ラとをには、 I 度八ードディスクドライブなどに 
コピーしてからそのデータをちクリックー[プ□パティ]で、[読み取り専用]のチェックをはずして 
<ださい。 

ア 
プ 
IJ 

ケ 
I 

シ 

3 

y ■■ TOSHIBA Disc Creator 

Q 使用できるメディアは;欠のとおりです。 

し、 メディアにっいての詳細は、に章0 CD や DVD を使う」を参照してください。 

^ 〇:使用でさる X :使用でさない 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

〇 

〇 

か’百 

か 1 

0*13 

か 1 

X 


*1 DVD - Video 、 DVD - VR 、 DVD - Audio の作成はできません。また、 DVD プレーヤーなどで使用すること 
はでをません。 

丰2 N 12シ U - ブの場合、 DVD-R DL を含みます。なお、 DVD-R DU こは追記びできません。 

*3 N 1吕シ U - ズの場合、 DVD+R DL を含みます。 


CD / DVD に書き込みを行うにあたって 

•あらかじめ、「付録 n-ra CD / DVD にデータのバックアップをとる」を確認してください。 
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D CD / DVD にデータのバックアップをとる 


あ日かじめ書き込みを始める前に CD / DVD をドライブにセットしてください。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一 [ CD & DVD アプリケーシヨン] 一 [Disc Creator ] をクリックす 
る 

「TOSHIBA Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面が表おされます。 


[データ CD / DVD 作成]をクリックする 


TOSHIBA Disc Creator - Startup Menu 


TOSHIBA 


TOSHIBA Disc Creator 


オリジナル音楽 CD の巧巧、データ CD / DVD の巧的、 


ディスクの,わクアッブの巧巧げできます。 



运巧イニュー 


み 


さ笑 CD 巧巧 

•音楽 CD や音楽ファイルからオリジナルき楽 CD を巧巧します。 


度 


データ CD / DVD 巧巧 

-バソ]シのデータを CD や DVD に i 己緑します。 


み 


ディスウバラウアゥブ巧巧 
CD や DVD の的クアップを巧ぶします。 


巧み回からこのタイア□ヴをお旣しねい 


註を田夕こュ- i 開化 


メインウインドウが表示されます。 




巧 


- 5=—5 CD / DViyp 成 




I インストール方法 _ 

* 企業向けモデルのみ 

企業向けモデルでは、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 び、購入時の巧態ではインス!ルされて 
し、ません。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーションの再インス!ル] 
の[アプリケーション]タブか日インストールしてください。 

I ほ。方法 



アプ U ケ—シヨンについて 
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D CD / DVD にデータのバックアップをとる 


r 書込巧」にファイルを追加する 

参方法1 r 読込元」でファイルを選択する 

1. ，ボタンをクリックし①、記録するファイルやフオルダーの保存巧を選択する⑤ 


圧ぶ TOSHIBA Disc Creator 


ファイル拒）表示 ( Y ) ディスク(り）設定(ミ) 



□ 


国， 


7イドキュメント 


% 

] 


■① 


■デスクトップ 
J ：■ コンビユータ ー 
1 巧かも. XXXXXXXXXX fc ：\. 
I uDATA ( D :) 

d UVU KW トフイソ I 

g dynabook 


マイドキユメン 


恥 

ちの写5 


] ント□-ルパネル 


-⑤ 


读示例） 

2. 記録するファイルやフォルダーをクリックし①、島き込み知こデータを追加する] 
ボタン（可）をクリックする② 


TOSHIBA Disc Creator 


ファイルの表示 (y) テイスク炬）蔚巧）〜レプ(曲 




-デー タ CO/DVMF 巧 


み J *1卜 1 もろ？で I 


7イドキュメント 


1巧の写夏 8巧の写夏 9ちの写夏 


-① 


0 ——② 



アプリケ—ションについて 





























































D CD / DVD にデータのバックアップをとる 


I 方法2記録するファイルやフオルダーを r 書込先」にドラッグアンドド 
□ップする 


U ぃ应> 


ライブラリ ► ドキュメント 


丢ま込む巧しぃフブ_1レダー 


々 ち S に入ウ 
»ダクン□-ド 
■ デスクトがブ 
巧 S に表示レが i 巧 

ライブラリ 
(3 ドキュメント 
S ピクチヤ 
曰ビデプ 


ドキュメントライプラリ 

巧象フブ2力、巧 


レシビま 

ファイ^(レフブ_/1^一 


巧 


- デー。[扣饥卵正 


r 書込巧」の[開始 ] ボタン（茂 

メッセージび表示されます。 

[はい]ボタンをクリックする 


) をクリックする 


TOSHIBA Disc Creator 




感 


データテイスクの巧巧を巧始しますか？ 


はいの 


いいえ脚 


書さ込みび開始されます。 

巳 D / DVD をセットしていない場合は、メッセージ画面び表示されます。 CD/DVD 
をセットして、 [0 のボタンをク U ックしてください。 

データの書さ込みび開始され、進おを示す画面び表示されます。 


テータテイスクけ巧6 




まき込みが完了■/るまで、しばらくもまちください。 


班なの化巧の巧巧げ巧:ディスクク□—ズ化巧中 


を巧の化巧の谨巧状;'记： 


L キャンたル I 


書き込みが終了すると、購入時の設定では元のデータと書き込んだ CD / DV □のデー 
夕を比較します。 

比較して問題ないことが確認されると、完了のメッセージが表示され、自動的にディ 
スクトレイが開さます。 



アプ U ケ—シヨンについて 
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D CD / DVD にデータのバックアップをとる 



■ ちう]枚、同じ CD / DVD を作成する場合は、[はい]をク U ックしてください。 

I 随記ディスクへの書き込みび正常に終了しました。]というメッセージび表示された 
I 場合は、[□りボタンをク I 」ックしてください。 

I ヘルプの起動方法 _ 

■方法1 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -に D & DVD アプ 
U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ヘルスをク U ックする 

■方法2 

①メインウインドウの[ヘルプ]—[ヘルプ]をク U ックする 


j 日よ TOSHIBA Disc Creator 

: I ファイル( 日表示脚ディスク迟）設定投レブ山 ) j) 




1 


卜 ■ データ CD/DVDf^S ， 

_ソパ-ジョン盾街仙.. L 


nr ~ ^ 

をを元 


■ 

マィドキュメント 

つ 



1 1 

1巧の写賈 8月の写真 

i 

9月の写勇 




noSHIBA Disc Creator ! のヘルプが表示されます。 



アプ U ケ—シヨンについて 
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I インストール方法 _ 

* システム （0S) が Windows 7む外の場合のみ 

システムの S ) び Windows 7 L 义外の場合は、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 び、購入時の状 
態ではインス I ールされていません。 

[スタート]ボタンー[すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル]の[東 
芝ユーティ U ティ]タブか日インストールしてください。 



DVD の映面や映宿巧見る 


Windows 上で DVD を再生するには、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を使います。 

ドライブび内蔵されていないモデルでは、別途 DVD ドライブを用意してください。 

用語について 

本節では、 「 DVD 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-Video フォー 
マツトまたは DVD-VR フオー マツトで記録されたディスクを示します。 




DVD の再生にあたって 


あらかじめ、附録 □ EE] DVD の再生にあたって」を確認してください。 


メモ 


Windows 上で DVD を再生する場合、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を使用してください。 
「Windows Media Player 」 やその他の市販ソフトを使用して DVD を再生すると、表示び乱れたり、 
再生でさないことびあります。 



アプ U ケ—シヨンについて 
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Q DVD の映画や映像を見る 



ア 

プ 

IJ 

ケ 

I 

シ 

3 

ン 

に 

二) 

い 

て 


■■TOSHIBA DVD PLAYER で見る 

ここでは、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 で DVD の映像を見る方法を説明します。 

Windows び起動している状態で、ドライブに DVD をセットする 

DVD のセットに章 0- 回 CD/DVD を使うとき（セット)」 

[ DVD ムービーの再生 -TOSHIBA DVD PLAYER 使用]をクリック 
する 

[ DVD ムービーに対しては常に次の動作を行う]にチェックびついている状態で、手 
順0の操作をすると、：欠回じ(降は DVD をセットすると自動的に 「 TOSH 旧 A DVD 
PLAYER 」 び起動します。 


夏動き生 


王 


npia 


xxxxxx 巧イブ （x:)xxxxxxxxx 


囲 DVD ムービーに対しては普に巧の動かを巧う： 
DVD ムービーのオプション 


巧！ DVD ム-ピ-の再を 


-Windows Media PI がが读巧 


厘 


。彼齡ぶ酷 細細 


I ,• ブディアを DVD MovieFactory 7じイシポートする 
-DVD MovieVWiter for TOSH 旧 A ほ用 


み 


-ウイルス K が-20脚 S 用 


. トコールバネル下白曲田ホに Bi 曲をち元！，壬- 


读示例） 


「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 び起動します。 

詳細は、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 のヘルプを参照してください。 

分メモ_ 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 び起動しなかった場合は、[スタート]ボタン（@)一 
[ずべてのプ□グラム ]- [TOSHIBA DVD PLAYER ] - [TOSHIBA DVD PLAYER ] 
をク U ックしてください。 


■ TOSHIBA DVD PLAYER について 

本製品で再生できるのは、 DVD - Video と DVD - VR です 。 Video CD とは異なります。 DVD び 
入っていたパッケージや DVD の盤面に 「 DVD - Video 」 と記載されていることを確認してくだ 
さい。 

I ヘルプの起動方法 _ 

「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 についての詳細は、ヘルプを確認してください。 

起動方法は;欠のとおりです。 

か 映像ウインドウち上の[ヘルプ]ボタン（〇)をクリックする 
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映像を編集して DVD に巧ず 


* 個人-家庭向けモデルのドライブ内蔵モデルのみ 

デジタルビデオカメラで撮影した映像をパソコンで編集し、 DVD に残すことびでさます。 

MM DVD MovieWriter 

映像を編集して DVD に残すには 、 「DVD MovieWriter for TOSHIBA ] を使います。 

I DVD を用意する _ 

「DVD MovieWriter 」 びサポートしているメディアとフォーマットを参考に、書き込み可能な 
DVD メディアを用意してください。なお、推奨するメーカーのメディアを使用してください。 
推奨す るメーカーについて 「付録 0-2] 使える CD を確認しよう」 

「付録 已-回 使える DVD を確認しよう」 

□ フオ—マット 

フォーマットとは、映像を書き込むときの記録形式のことです。フォーマットによって、作成 
した DVD を再生でさる機器び異なります。それぞれ;欠の特徴びあります。 

■ DVD - Video フオー マット 

ちっとち一般的な DVD あ式です。ほとんどの家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンと再生 
互換性びあります。メニューを作成することびでさます。 

■ - VR フォーマット 

再編集可能な DVD を作成します。一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンでは再生で 
きない場合びあります。メニューを作成することはできません。 

■ + VR フオーマット 

再編集可能な DVD を作成します。 DVD + V 阿こ対応した家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコ 
ンでのみ再生できます。メニューを作成することびできます。 

幻 メモ 

• メニューとは、 DVD をセツトしたとさに表示されるタイトル画面のことです。 


「DVD MovieWriter 」 びサポートしているメディアと フオー マットは、次のとおりです。 


〇:使用できる X :使用できない 



DVD-R*i 

DVD-RW 

DVD+R* 己 

DVD+RW 

DVD-RAM 

DVD-Video フォーマット 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

-VR フォーマット 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

+VR フォーマット 

X 

〇 

X 

〇 

X 
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アプリケ—ションについて 


* 1 N 12シ1」ーズの場合、 DVD-R DL を含みます。 
*2 N 12シ1」ーズの場合、 DVD+R DL を含みます。 



















B 映像を編集して DVD に残す 


roVD MovieWriterJ についての詳細は 、 『DVD MovieWriter ユーヴーガイド』を確認して 
<ださい。 


P 苗く… 

巧を 

名!前を付けて保を… 

テイスクテンプ レー ト マネー ジで... 


Ctrl+0 

Ctrl+S 


DVD MovieWriter ユーヴーガイド … 


オンライン登録 

DVD MovieWriter について 

巧了 


J —⑤ [DVD MovieWriter ユーザーガイド ] 
をク U ック 


-① [設定とオプション]をクリック 


インス I ル方法 


「DVD MovieWriter 」 は、購入時の状態ではインストールされていません。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル] 
の[アプリケーション]タブからインス!-ールしてください。 


^ メモ 


映像を編集ずる前に、 r 付録 11-Id 「DVD MovieWriter 」 の使用にあたって」をよくお読みくだ 
さい。 

DVD または八ードディスクに書き出す前に、 r 付録 D - iEi 「メディアへの書き込み/八ードディス 
クへの書き出しについて」をよくお読みください。 


起動方 ミ 去 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [DVD 
MovieWriter for TOSHIBA ] — [DVD MovieWriter Launcher ] 
をクリックする 



ヘルプの起動方法 



アプ U ケ—シヨンについて 
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* 企業向けモデルのみ 

企業向けモデルでは、「ウイルスバスター」は、購入時の状態ではインス!ールされていません。 
なの手順でインス I ールしてください。 

デスクトップ上の[ウイルスバスターのセットアップ]アイコン（唐イ） 
をダブルクリックする 


画面の指示に従ってインス I ルする 

インス!-ールの途中で「ウイルスバスター」の使用許諾契約画面び表示されます。 
内容を確認し、[使用許諾契約書の条項に同意します]をチェックし、手順を進めて 
ください。契約に同意しなければ、「ウイルスバスター」をインス!-ールでさません。 
途中でシ U アル番号の入力画面び表示されますび、何ち入力せずに次の手順へ進んで 
ください。 


最新の巧策法を手に入れる 


コンピューターウイルスは、な々と新しいちのび出現します。ウイルスチェックは、パターン 
ファイルに基づいて行いますので、最新のコンピューターウイルスに対応したパターンファイ 
ルを入手する必要びあります。「ウイルスバスター」ではアップデート機能を使ってパターンを 
更新でさます。 

「ウイルスバスター」の無料更新サービスを使用するためには、インターネットに接続してお申 
し込みを行っていただく必要びあります。 

あらかじめインターネットに接続する設定を行ってか日操作を始めてください。 



4 


ウイルスが巧 



インストール方法 


さし、 


「ウイルスバスター」は、個人情報保護、コンピューターウイルスの発見、駆除、ネットワーク 
セキュ U テイ対策びできるアプ U ケーシヨンです。 


使用するにあたって 


あらかじめ、「付録 


ウイルスチェック-セキュ U ティ対策について」を確認してくだ 


アプリケ—ションについて 
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□ ウイルスバスターによるウイルス対策 



アップデート機能を有効にする 



通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（巧）をダブルクリックする 

[ウイルスバスター]アイコンび通知領域に表示されていない場合は、[スタート]ボ 
タン （®) 一 [すべてのプ□グラム]一[ウイルスバスター2010]一 [ウイルス 
ノ（スター20 ] 0を起動]をク I 」ックしてください。 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 


ウイルスパス 3づ010 

因 — X 

ピュ-さ 

〇〜レブとち田わせ巧' 


Q 現をのなお 

◎ 就よ弓 L 巧ほ 

化バーリナル 
巧スィ7も-ル 

© ちまヴイト/ 

な京 y —ル巧ま 

@舆的去が巧の化 



アツブデート巧おを利なでさません 

ウイ J レス;[スター2010を有巧にして，居巧の保ま3おを入を 
して <ださい， 


卜巧巧にする化 ）I を么 J 

ち宙をの設定巧な：の 良好（推免 i 巧がずぺてち巧) 
3ンラインユーヴきを巧め*巧； （3 アヴプデート機巧を巧用でさまだん 
たキュリテルボート：0 今ずぐ gg 


丑 [ 


アッブデート团怡 <山 


抗回の巧を' まけか 1TI. ホかん 苗回のアッブデづ でガ-巧れて 


[現在の状況]タブで、「ウイルスバ 
スター」のセキュ U テイ状況び確認 
でさます。 


(表示例） 


[現在の状況]タブで[アップデート開始]ボタンをクリックする 


アップデート機能を利用するには、アップデート機能を有効にしてください。有効にするには、 
メールアドレスの入力び必要です。 

アップデート機能を有効にしていない場合は、[ウイルスバスター]画面の[現在の状況]タブ 
で、「アップデート機能を利用でさません」と表示されます。[アップデート機能を利用でさま 
せん]の[有効にする]ボタンをク I 」ックしてください。 

アップデート機能を有効にするための画面び表示されます。[ご使用前に必ずお読みください] 
と[個人情報の取り扱いについて]の内容を確認し、メールアドレスを入力して、[ウイルスパ' 
スターを有効にする]ボタンをク I 」ックしてください。 

し U 降は、表おされる画面の指示に従って操作してください。 
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アプ U ケ—ションについて 






















































□ ウイルスバスターによるウイルス対策 


J トンナル 

巧巧- TF み-ル 

© ちちヴイト/ 

巧奇 y- ル巧実 

Q 契。ち巧巧め化 


を a ® のミミ巧な：© 良 tf (推 gat 巧がすべて有巧) 
スンラインユーヴを篇巧め！执； ® 20 XX / XX / XX に IBB が切れます 
坛キュリティレポート； 0 今ずぐ gs 


2) 


アッブデート阳お ( M ) 


-その化のツール 


な回のがま' 巧モホぶ I ちです 


(表示例） 


検索を開始します。 

ウイルスのチェックび終わると、結果画面び表示されます。 

ウイルスび発見された場合、初期設定ではウイルスやファイルの種類によって適切な 
処理び実行されるよラに設定されています。特別な理由びない限り設定を変更しない 
で使用することをおすすめします。 

詳しくは、ヘルプを確認してください。 


百 


[閉じる]ボタンをクリックする 


ウイルスをチェックずる 

ウイルスチェックは、パソコンで使用しているソフトウェアやファイルの動きを監視するリア 
ルタイム検索や、定期的に検索を実行する予約検索ちありますび、ここでは手動での検索を説 
明します。 

通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（@)をダブルクリックする 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 

[現在のげ況]タブで[検索開始]ボタンをクリックする 

嫁 


ウイルスパス矿 2010 

因 — X 

ピュ-夕 

©ヘルプと巧 g いさわだ先 ' 


0 


な護されています 

ウイルス/な夕 -2010 によって保 S されています • ウイルス 
檢巧を実巧して.ウイルスやその抱の S 应を#3!して < ださ 


E 拍芭运 ） -| 





アプ U ケ—シヨンについて 
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□ ウイルスバスターによるウイルス対策 


[ウイルスバスター]画面で[ヘルプとお問い合わせ巧]をクリックする 

[ヘルプとお問い合わせ先]画面び表示されます。 

表示された画面で[ヘルプ]をクリックする 


ヘルプとち。いをむはホ 


因 


づ1 


サボートち宙 

B つたときはこちらを：1巧訪< だまい. 


© 


パージョソ i 巧 

バージ3シ； な.) ( x . mx.mx 

ホ実エンジン： ん)00<,»00( 

バターンファイル： X . XXX.W 
坦品区お： 巧をち/ OEM 巧 

シリア; XXXX . JOOOf . iOOCX . XJCO ! 
ち巧巧皮. 20) {かな/ XX 


*— „て文 a 巧巧でIこついて群巧な巧«を置#した 
ヘルプを芭おします， 


1 巧併のバ リコンに がIレスバスタ ー 巧インスト ール 

ずる:占奋け？ 

2 ウイ)レスパス々ーホ由インストールする!コ J? 

3 毎月1曰にま吊されろキュ U 子ィしボートについ下 

4ェう一 打•、巧牛I . 了居巧までイ'ノフ.卜 ールですむいの 

ですげ？ 




セキユ U テイ巧 S 

•瓜 巧ミのウイルスげ及ばす巧!やウイルス否要を巧止 
<する巧定 sg をでき丟す， 


〇 チ*ットむらその巧ですばわく巧巧！ 

。ゴ ー1 山2が卸^1ちむサきはま 


な If. 了 I. ’Iを巧；.:?。.:巧すで; 1.rr ' 

〇 丰巧きで;ち 


I. 囲 C る追）- -I 


读示例） 


[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[ウイルスバスター 20] 功 
一[ウイルスバスター2010ヘルプ]を順にク U ックしてち表示されます。 


因 


ウイルス巧策 la かの機能 


r ウイルスバスター」には、コンピューターウイルスを検出/除去する総合ウイルス対策機能の 
ほかに次の機能びあります。 

•フィッシング詐欺への巧策をする 
•スパイウエアを検出して処理する 
• 個人情報の漏えいを防止する 

•不正アクセスを防止する（パーソナルファイアウォール） 

• 迷惑メールや詐欺メールを判定して処理する 
• ネットワークへの不正侵入を監視する 
•ネットワーク上の複数台の「ウイルスバスター」を管理する 
• 有害サイトへのアクセスを制限する 

詳しくは、ヘルプを確認してください。 


ヘルプの起動 
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n - フィルター已. □」 は、購入時の状態ではインス!ールされていません。 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル] 
の、[アプリケーション]タブからインス!-ールしてください。 


起動方法 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ i - フィルター] 
—*• [ i - フィルター ] をクリックする 

最初に起動したときには、使用許諾契約書とその他の内容を確認し、 [ n - フィルター」 
を使ってみる]ボタンをク U ックしてください。 

無料お試し版の使用を申し込むには、インターネットに接続して行いますので、あ日 
かじめインターネットに接続する設定を行ってください。 


ヘルプの起動方法 _ 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 
一 [ i - フィルター已 .0 ヘルプ]をクリックする 


[ i - フィルター己 0] 


インス I ^ール方法 


本製品には、特定の Web ページへのアクセスを制限することびでさるアプ U ケーシヨンソフト 
n - フィルター已.□」び用意されています。 

子供の年齢に合わせた設定や、アクセスを制限したいカテゴ U の指定、制限の強弱ち設定でさ 
ます。パスワードを使用すれば、簡単に設定を解除することちでさるので、大人からモ供まで 
家族で個別に設定することびでさます。 

n - フィルター已.□」の無料お試し版を使用するには、インターネットに接続してお申し込みを 
行っていただく必要びあります。 

設定方法は、 n - フィルター已.□」のヘルプを確認してください。 


使用期限について 


あらかじめ、附録 □ EH 「 i - フイルター」について」をお認してください。 


アプリケ—ションについて 
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6 1 义書や表、夕ールを伟る 


• Office 搭載モデル、 PowerPoint 搭載モデルのみ 

Office 搭載モデルには Office Personal 2007、 PowerPoint 搭載モデルには Office 
PowerPoint 2007びインスI -- ルされています。 

Office Personal 2007には、巧のアプ U ケーシヨンび含まれています。 

• Microsoft® Office Word 2007 

• Microsoft® Office Excel® 2007 

• Microsoft® Office Outlook® 2007 

詳しくは各アプ U ケーシヨンのヘルプを参照してください。 



ア 

プ 

IJ 

ケ 

I 

シ 

3 

ン 

に 

二) 

い 

て 


使用するにあたって - 

•あらかじめ、「付録 D - ra 文書や表、メールについて」を確認してください。 


封ィモ 

• Office Personal 2007 のいずれかのアプリケーションを初めて起動したとさは、[ユーヴー名の指定] 
画面が表示されます。ユーヴー名を入力し、[日ロボタンをク U ックして<ださい。 

•初めてに日 07 Microsoft 日 ffice System 」 を起動したときは、 [ マイク□ソフトソフトウェアラ 
イセンス条項]画面が表示されます。契約内容を読んで、[同意する ] ボタンをク U ックしてください。 
[同意ずる ] ボタンをク U ックしないと、に日日 7 Microsoft 日 ffice System 」 を使用できません。 

• Office Personal 2007 の最新アップデート情報については、 
http;// が f ice. nnicrosoft.com/ 日 fficeUpdate/ をご参照く ださし、。 


Microsoft Office Word 


美しい文書を簡単に作ることびでさるワープ□ソフトです。文字の種類や大ささをみめたり、 
文書に表やさし絵を入れたり、ほかのソフトで作った画像やグラフをはりつけたりすることび 
でさます。書類作成などで大変役立ちます。 


I 起動方 ミ 去 _ 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [Microsoft 
Office ] 一 [Microsoft Office Word ] をクリックする 

I ヘルプの起動方法 _ 

H 「Microsoft Office Word 」 を起動後、画面上部の （®) をクリツ 
クする 
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0 文書や表、 メールを 作る 


Microsoft Office Excel 


見積書や請巧書、数字のをい報告書などび簡単に作成でさる表計算ソフトです。項目や数字を 
入力して表を作り、計算式を設定すると自動的に計算を行ラことびできます。合計、平均、 
パーセント、標準偏差などの計算び巧能です。また、入力した数字からグラフを作ることちで 
さます。 

I 起動方法 _ 

V [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [Microsoft 
Office ] 一 [Microsoft Office Excel ] をクリックする 

I ヘルプの起動方法 _ 

H 「Microsoft Office Excel 」 を起動後、画面上部の（漫 )） をクリッ 
クする 


Microsoft Office Outlook 


電子メールをはじめとして、予定表-連絡先-仕事の情報- Web サイトへのアクセスなどを、 
簡単に管理でさるスケジュール管理ソフトです。一日の予定をいっぺんに把握することびでさ 
るので、いちいち多くのウインドウを開く必要びなく効率的です。 

幻メモ 

•契約しているプ□バイダーによっては、使用できないことびあります。詳しくは、契約しているプロ 
バイダーに確認してください。 

•巧めて rMicrosoft Office Outlook] を起動したときは、 [□山 look スター トアッス画面び表示さ 
れます。必要に応じて、設定を行ってください。 


I 起動方法 _ 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [Microsoft 
Office ] 一 [Microsoft Office Outlook ] をクリックする 

I ヘルプの起動方 ミ 去 _ 

V 「Microsoft Office Outlook 」 を起動後、画面上部の （®) をク 
リックする 
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0 文書や表、 メールを 作る 


Microsoft Office PowerPoint 


プレゼンテーション用の資料を簡単に作成できるソフトです。 

文字の種類や大ささを見やすく設定したり、グラフやイラストを貼り付けたりすることびでさ 
よ9 〇 

I 起動方法 _ 

n [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [Microsoft 
H Office ] — [Microsoft Office PowerPoinI :] をクリックする 

jl Office PowerPoint 2007は、インス!ル済みですび、初回起動時にプ□ダクト 
|1キ-の入力とライセンス認証び必要です。 

H 詳しくは、 『Microsoft® Office PowerPoint® 2007スタートガイド』を参照して 
I くださぃ。 

I ヘルプの起動方 ミ 去 _ 

V 「Microsoft Office PowerPoint 」 を起動後、画面上部の（@)をク 
リックする 
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システム房巧の巧ち 

本製品を使用するとさの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東芝 HW セットアップ . 132 

2 BIOS セットアップ . 133 

3パスワードセキュリティ . 14巨 

4指紋認証を使う . 164 

已 TPM を使ラ . 174 









r 東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 
複数のユーヴーで使用する場合ち、設定内容は全ユーヴーで共通になります。 


起動方法 _ 

V [スタート]ボタン（負））一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

0きタブで機能を設定し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

U [キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

ヘルプの起動方法 


[東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目にポインターを置く 

項目に巧するヘルプび表示されます。 




去] Core 2モデルのみ 

*2 SSD 内蔵モデルのみ 

*3 N ] 2シ U —ズのドライブ内蔵モデルのみ 


(を）画面は一部をのぞいて標準設定値の表示例です。 



2 I BIOS セットアップ 



jfeios セツトアップの画面 


— 



Setup by OS 




日の S セットアップには次の2頁の画面びあります。 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しなが日実行することはできません。 
印刷した本項目のぺージと『取扱説明書』を参照して実行してください。 

日の S セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体か日設定するプ□グラムの 
ことです。起動と終了方法や基本操作は『取扱説明書』を参照してください。 

ここでは、 BIOS セットアップの画面について説明します。 


システム環境の変更 


TJ TJ TJ TJ 

2 3 4 已 


- - - - 

巧の W 川 


133 




















































































0 BIOS セットアップ 


回設定頂目 


力ーソルび移動しない項目は、変更できません（参照のみ)。ここでは、標準設定値を「標準値」 
と記述します。 


mm MEMORY 

■ T otal 

本体に取り付けられているメモ u の総メモ u 容量び表示されます。 



^9 SYSTEM DATE/TIME 



■ Date 

曰付を設定します。 


■ Time 

時刻を設定します。 



ス -Not Registered (標準値） .... ユーヴーノ（スワードび登録されていないときに表示されます。 


テ - Registered . ユーヴーパスワードび登録されているときに表示されます。 

P 【ユーザーパスワードの登録/削除/変更】 

P ユーヴーパスワードの設定は「東芝パスワードユーティ U ティ」で行うことを推奨します。 

の BIOS セットアップでユーヴーパスワードを設定する場合は、体章 0- の BIOS セット 
^ アップでの設定」を確認してください。 

更 「ま忌バスワードユーティ U ティ」について 

「本章 H - 田]- ■■ まちバスワードユーティリティでの設定」 

【ユーザーパスワードを忘れてしまつたとき】 

ユーヴーパスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談してください。 
ユーヴーパスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有料です。またその 
とさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

■ Supervisor Password 

■ Not Registered (標準値）...スーパーパ'イヴーパスワードび登録されていないときに表 

示されます。 

- Registered . スーパーパ'イヴーパスワードび登録されているときに表示 

されます。 
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且 BIOS セツトアップ 


【スーパー バイ ザーパスワー ドの登録】 

スーパーパ'イヴーパスワードの登録は、「東芝パスワードユーティ U ティ」で行ラことを推奨し 
よ9 〇 

「本章日-回スーバーバイヴーバスワード」 

【スーパーバイザー/くスワードの削除/変更】 

BIOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴーパスワードを設定してしまラと、日の S セッ 
トアップではスーパーノ（イヴーノ（スワードの削除と変更びできません。 

その場合は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴーパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本章日-因スーバーバイヴーバスワード」 

【スーパーバイザーパスワードを忘れてしまつたとき】 

スーパーパ'イヴーパスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談してく 
ださい。スーパーパ'イヴーパスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有 
料です。またそのとさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

MM HDD PASSWORD 

■ HDD 

パスワードを設定する八ードディスクです。 


- Built-in HDD. 内蔵八ードディスクに設定されます。 

- eSATA HDD.eSATA のハードディスクを接続している場合にのみ表示さ 

れ、選択すると、 eSATA の八ードディスクにパスワードび 


設定されます。 

■ HDD Password Mode 

登録する HDD パスワードを選択します。 HDD パスワード（ューヴ ーHDD パスワード、マス 
夕一 HDD パスワード）を登録していないときのみ、選択できます。 HDD パスワードび登録さ 
れている場合は、しりたん HDD パスワードを削除してから選択してください。 


- User Only (標準値） . ューヴ ーHDD パスワードのみ設定する 

- Master 十 User. マスター HDD パスワードとユーヴ ーHDD パスワードを設定 

する 


■ User Password 

ユーヴー HDD パスワードを設定します。 
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0 BIOS セツトアップ 


■ Master Password 

マスター HDD パスワードを設定します。 

「HDD Password Mode 」 び 「 Master 十 Us 乱」の場合のみ表示されます。 

マスター HDD パスワードを設定し、続けてユーヴー HDD パスワードの設定を行います。 

- Not Registered (標準値）…マスター HDD パスワードまたはユーヴ ー HDD パスワードび 

登録されていないとさに表示されます。 

- Registered . マスター HDD ノ（スワードまたはユーヴ ー HDD ノ（スワードび 

登録されているときに表示されます。 

HDD パスワ-ドの設定方法「本章日-因] HDD バスワ-ド」 


BOOT PRIORITY 


-指定のドライブ順に起動する 


BE 

■ Boot Priority 

システムを起動するディスクドライブの順番を設定します。 

通常は 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 に設定してください。 

HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN (標準値） 

FDD 一 HDD 一 CD-ROM 一 LAN 
HDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 FDD 
FDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 HDD 
CD-ROM 一 LAN 一 HDD 一 FDD 
CD-ROM - LAN 一 FDD 一 HDD 

「 FDD 」 では、月り売りのフ□ッピーディスクドライブを接続していなし觸合、 SD メモ U 力ード*1 
び起動します。 

本製品では、 SD メモ U 力ード*1の起動ディスクを作成することびできます。 

*1 本機能は、 SDHC メモ I 」力ードには対応しておりません。 

SD メモ U 力ードの起動ディスクについて「2章 D - D - SD メモ U 力ードか6起動する」 

■ HDD Priority 

ruSB Memory B の S Support Type 」 で HDD を選択した場合に、システムを起動する順番 
を設定します。 

- Built-in HDD 一 USB 一 eSATA (標準イ直） 

- USB 一 Built-in HDD 一 eSATA 
- Built-in HDD 一 eSATA 一 USB 
- USB 一 eSATA 一 Built-in HDD 
- eSATA 一 Built-in HDD 一 USB 
- eSATA 一 USB 一 Built-in HDD 
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0 BIOS セツトアップ 


mm OTHERS 

■ Core Multi-Processing 

* Core 2 モデルのみ 

Core Multi-Processin 邑では、 CPU の動作モードを設定します。 

.Enabled (標準値） . Dual Core モードに設定する 

- Disabled . Sin 巨 le Core モードに設定する 

■ Dynamic CPU Frequency Mode 

* Core 2 モデルのみ 

- Dynamically Switchable (標準値） ....CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を有効 


にし、使用状況に応じて CPU 周波数を自動的に切 
り替えます。 

- Always High . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効 

にし、 CPU 周波数を高周波数にしてノ（ソコンの処 
理能力を優先します。 

- Always Low . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効 

にし、 CPU 周波数をほい周波数にし口（ソコンの 
バッテ U —駆動時間を優先します。 


■ Execute-Disable Bit Capability 

エグゼキュート-ディスエーブル•ビット機能を有効にするかどラかを設定します。 

エグゼキュート-ディスエーブル•ビット機能とは、コンピューターウイルスや不正アクセス 
によるバッファー-オーバーフ□一攻撃か日パソコンを守るために、セキュ U テイを強化する 


機能です。 

- Available (標準値） . 有効にする 

- Not Available . 無効にする 


■ Virtualization Technology 
* Core 吕モデルのみ 

CPU と Chipset に実装された Intel Virtualization Technolo 旨 y の許巧/禁止を設定します。 
Intel Virtualization Technolo 邑 y とは、]台のマシンを複数の仮想マシンとして動作させる 


技術です。 

- Disabled . Intel Virtualization Technolo 旨 y を禁止に言受定する 

- VT-X & VT-d . VT-X & VT - d 機能を有効にする 

- VT-X Only . VT - x 機能を有効にする 

- VT-d Only . VT - d 機能を有効にする 


取り付け日れているメモ U 容量び違う場合（例] G 日 +2 GB ) は 「 Disabled 」 または 「 VT-x 
Only 」 に設定してください。 

* モデルによっては、一部またはすべてび表示されない場合びあります。すべて表示されないモデルは、本機 
能を搭載していません。 
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0 BIOS セツトアップ 


■ Trusted Execution Technology 
* Core 吕モデルのみ 

Trusted Execution Technolo 旨 y の許巧/禁止を設定します。 

Trusted Execution Te 巳 hnolo 邑 y とは 、 Virtualization Te 巳 hnolo 吕 y をイまつて TPIVI と連携さ 
せるセキュ I 」テイ技術です。 


• Disabled (標準値） . Trusted Execution Technology を禁止に設定する 

- Enabled . Trusted Execution Te 巳 hnolo 旨 y を言午巧 I こ言受定する 


Trusted Execution Technolo 旨 y を許可こ設定する場合、事前に [6]「 OTHERS 」 の 
「Virtualization Te 巳 hnolo 旨 y 」 を 「 VT - x & VT - d 」 に、 [1 己 ] 「SECURITY CONTROLLER 」 
の 「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 

■ Auto Power On 

自動的にシステムの電源を入れる機能の設定状態をおします。 


- Disabled . Auto Power On 機能び設定されていない 

- Enabled (標準値） . Auto Power 加機能び設定されている 


「Alarm Time 」 と 「Alarm Date Option 」 の機能によって、自動的に電源び入ったあとは設 
定び解除されます。 

Windows を使用している場合は 「Alarm Time 」 と 「Alarm Date Option 」 の設定は無効に 
なります。 

Windows のタスクスケジューラを使用してください。 

Auto Power On 機能の設泡ホ 「 OPTIONS 」 ウィンドウで行います。 

「 OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設定は 信^^ または 向南な M び I キーで行います。 

時と分、月と曰の切り替えは、圧]キーで行います。 

• Alarm Time 

自動的に電源を入れる時間を設定します。 

- Disabled . 時間を設定しない 

• Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月日を設定します。 

「Alarm Time 」 び 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月日を設定しない 
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• Wake-up on LAN 

ネットワークで接続された管理者のパソコンか日の呼び出しにより、自動的に電源を入れます。 
[14 ]「PCI LAN 」 の 「 Built-in LAN 」 び 「 Enabled 」 の場合に設定できます。 

Wake up on LAN 機能を使用する場合は、必ず AC アダプターを接続してください。電源を 
切っている状態でも、バッテ U - を使っていないときの充電保持時間び別紙の 『dynabook 
**** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』の表記よりち短くなります。 

- Enabled . Wake up on LAN 機能を使用する 

- Disabled (標準値） . Wake up on LAN 機能を使用しない 

Wake up on LAN 機能を有効にするためには、「デバイスマネージャー」の[ネットワーク 
アダプター]でネットワークアダプター名をダブルク U ックし、表示されたプ□パティ画面 
の[電源の管理]タブで[このデバイスで、コンピューターのスタンバイ状態を解除できる 
ようにする]および [ Ma 邑 ic Packet でのみ、コンピューターのスタンバイ状態を解除でき 
るようにする]の項目にチェックをつける必要びあります。 

パスワードセキュ U ティで設定したパスワードと休止状態び設定してある状態で 、 Auto Power 
□ n 機能を設定してシステムを起動させた場合、 「 Passwo 「 d =」 と表示されます。パスワード 
セキュ U ティで設定したパスワードを入力すると、休止状態か bWindows に復帰します。 

バスワードセキュリティの設定「本章0バスワードセキュリティ」 


固藻 バスワー 

• on Batterv 


「 Wake-up on LAN 」 び 「 Enabled 」 の場合に設定できます。 

- Enabled . バッテ U - 駆動の際に、 Wake-up on LAN 機能を有効にします。 

- Disabled 鳩準値） . バッテ U - 駆動の際に、 Wake-up on LAN 機能を無効にします。 

Critical Battery Wake-up 

に 「itical Battery Wake - up 機能」の有効/無効を設定します 。 「Critical Battery Wake-up 
機能」とは、ス U - プ状態の間にバッテ U - の残量びかなくなった場合、自動的に休止状態に 
なり、データを八ードディスクに保をします。 

なお 、 Windows 7または Windows Vista をお使いの場合のみ有効です。 

- Enabled (標準値） . Critical Battery Wake - 叩機能を有効にする 

- Disabled . Critical Battery Wake - up 機能を無効にする 

に 「itical Battery Wake - up 機能」を有効にするには、 Windows 上でも設定び必要です。 
巧の操作を行って、設定してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[システムとセキュリティ]の[バッテリ設定の変更] 

をク U ックする 

② [プラン設定の変更]をクリックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をクリックする 

④ [電源オプション]画面の[詳細設定]タブで、[パ’ッテリ]をダブルクリックする 

⑥ [パ’ッテリ切れの操作]をダブルクリックし、表示された項目で「バッテリ駆動」が「休 
止状態」になっていることを確認する 

⑥ [ OK ] ボタンをクリックずる 
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■ Beep Volume 

警告音（ビープ音）の音量を設定します。 

Off 、 Low、Medium (標準値)、 High のいずれかを選択できます。 

■ Diagnostic Mode 

BIOS の八ードウエア診断テスト機能を有効にするかどうかの設定をします。 


- Disabled (標準値） . 八ードウエア診断テスト機能を無効にする 

- Enabled . 八ードウエア診断テスト機能を有効にする 


■ USB Sleep and Charge 

USB の常時給電の設定をします。 

初期設定では 「 Disabled 」 に設定されています。 「 Enabled 」 に設定を変更すると、本機能び 
使用でさます。 

「 Enabled 」 には複数のモード設定びあります。通常は Model に設定してください。 

Model で本機能を使用できない場合は、他のモードに設定を変更してください。 

ただし、外部機器によってはいずれかのモードに設定してち、本機能を使用できない場合びあ 
ります。 

この場合、 「 Disabled 」 に設定を変更し、本機能の使用を中止してください。 


- Enabled ( Model ). 有効にする 

- Enabled ( Modes ). 有効にする 

- Enabled ( Modes ). 有効にする 

• Enabled ( l \/ locle 4). 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 


■ SATA Interface setting 

*SSD 内蔵モデルのみ 

SSD の性能とバッテ U -駆動時間の優先度を選択できます。 

- Performance 鳩準値） . SSD の性能/ eSATA ポート転送速度*，を優先する 

- Battery Life . バッテ U — 駆動時間を優先する 

*1 eSATA ポートに接続する機器によって、転送ま度は異なります。 
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MM CONFIGURATION 

■ Device Config. 

ブート時に日の S び初期化する装置を指定します。 

- Setup by OS 鳩準値） ........0 S を□-ドするのに必要な装置のみ初期化する 

それじ(外の装置は 0 S び初期化します。 

• All Device . すべての装置をな]期化する 

プレインス I ルされている 0 S を使用する場合は 、 「Setup by 0引（標準値）を選択するこ 
とを推奨します。 


MM BATTERY 

■ Battery Save Mode 

バッテ U —セーブモードを設定します。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウび開きます。 

「User Setting 」 を選択した場合のみ、設定の変更びできます。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの設定項目は次のように表示されます。 

— •User Setting (設定例）一 
Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Semi-Bright* 
Cooling Method 

=Battery Optimized 


- •Full Power (標準値)- 

Processing Speed = High 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Super-Bright* 
Cooling Method 

=Maximum Performance 


- •Low Power - 

Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Bright*] 
Cooling Method 

=Battery Optimized 


*] AC アダプターを接続している場合の表示内容です。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウを閉じるには、三 
fProcessing Speed ] またはに001 in 吕 Method 」 の外に移動します。 

次に 「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定します。 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要びあります。 

- High . 処理速度を高速に設定する 

- Low . 処理速度を低速に設定する 


キーを巧して選択項目を 
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• CPU Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとさ、電力消費を低減します。 

-部のアプ U ケーシヨンソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度び遅くなることびあ 
ります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 

- Enabled . 電力消費をほ減する 

- Disabled . 電力消費をほ減しない 

• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを選択します。 

- Semi-Bright . ほ輝度に設定する 

- Super-Bright . 最高輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

• Cooling Method に PU 熱 制御方式） 

CPU の熱ををます方式を選択します。 CPU び高熱を帯びると故障の原因になります。 

- Coolin 呂 Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、をにフアンを 

使用して冷却します。 

- Maximum Performance ..... パソコン本体内部の温度び上昇したときに、苗こフアンを 

使用して冷却します。 


に 001 in 吕 Optimized 」 よりもフアン音び静かな巧態を保ち 
温度を下げます。 

- Performance . パソコン本体内部の温度び上昇したときに 、 [Maximum 

Performance ] と [Battery Optimized ] の中間的な方法 
でを却します。 

- Battery Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、主に巳 PU の処 

理速度を落として冷却します。 

[ Performance ] より消費電力はかなくなります。 


■ PCI Express Link ASPM 

PCI Express の省電力機能を設定します。 


- Auto . バッテ U - 動作中かつ PCI Express デバイスび使用されて 

いないとさに、消費電力を抑えます。 

- Disabled . 省電力機能を無効にし、パフォーマンスを優先させます。 

- Enabled 鳩準値） . PCI Express デバイスび使用されていないときに、消費電 

力を抑えます。 


■ Enhanced C-States 
* Core 吕モデルのみ 

Enhanced C - States では、電力消費のほ減を設定します。 

- Enabled 鳩準値） . 消費電力を低減する 

- Disabled . 消費電力をほ減しない 
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mrm pci bus 

■ PCI BUS 

PCI バスの割り込みレベルを表示します。変更はできません。 

KO DISPLAY 

■ Power On Display 

超動時の Windows □ゴを表示する表示装置を選択します。 

- Auto - Selected 鳩準値） ..... システム起動時に外部ディスプレイを接続しているときは 

外部ディスプレイだけに、接続していないとさは本体液晶 
ディスプレイだけに表示する 

- System LCD only . 本体液晶ディスプレイだけに同時表示する 


Eai 

■ Inter 


PERIPHERAL 


■nal Pointing Device 

タツチパツドを使用する/使用しないを設定します。 

- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . ■(ま用しなし、 


MM DRIVES I/O 

■ Built-in HDD 

八ードディスクドライブの設定を表おします。 

■ ODD 

* N 12 シ IJ - ズのドライブ内蔵モデルのみ 

CD / DVD ドライブの設定を表示します。変更はできません。 

■ eSATA 

eSATA コネクタを設定します。 

- Serial ATA Po 「 t 4 (標準値） 


- Disabled . 

■ SATA Controller Mode 

SATA コント□-ラーモードを設定します。 


- AHCI (標準イ直） . Windows 7または Windows Vista 用のモード （ AHCI ) です。 

•IDE . レガシー OS 用で AHCI 対応のドライノ（一を使わない場合は、 

こちらのモードを使用してください。 

ただし、すべてのレガシー 0 S での動作を保証するちのでは 
ありません。 



eSATA コネクタを有効にします。 
rSATA Controller Mode 」 び 「 IDE 」 に設定されて 
いる場合は、 riDE 」 と表示されます。 
eSATA コネクタを無効にします。 
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KEM LEGACY EMULATION 

■ USB KB/Mouse Legacy Emulation 

USB キーボードやマウスのレガシーヴポートを行ラかどラかを設定します。 

- Enabled (標準値） . レガシーサポートを行う 

ドライバーなしで USB キーボード/ USB マウスび使用で 
さます。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 

■ USB-FDD Legacy Emulation 

- Enabled (標準値） . レガシーサポートを行う 

ドライバーなしで USB フ□ッピーディスクドライブび使用 
できます。フ□ッピーディスクから起動する場合は、こち 
日に設定します。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 

ruSB-FDD Legacy Emulation 」 び 「 Enabled 」 に設定されていても、旧 ] 「BOOT PRIORITY 」 
の 「Boot Priority 」 び標準値の 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 の場合は、本体八ード 
ディスクか日起動します。 

■ USB Memory BIOS Support Type 

コンピューターの起動に使用する USB フラッシュメモ U に関する設定をします。 


- HDD (標準値） . USB フラッシュメモ U を HDD として扱います。起動するド 

ライブとしての優先順位は 、 「Boot Priority 」 での HDD の 
順位になります。ほかの HDD との優先順做ホ 、 「HDD 
Priority 」 で設定できます。 

- FDD . USB フラッシュメモ U を FDD として扱います。起動するド 

ライブとしての優先順位は 、 「Boot Priority 」 での FDD の 
順位になります。 


KEM PCI LAN 

■ Built-in LAN 

LAN コネクタの機能を有効にするかどうかの設定をします。 

- Enabled (標準値） . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

■ Wireless LAN 

無線 LAN の機能を有効にするかどラかの設定をします。 

- Enabled (標準値） . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 



システム環境の変更 


3 


















0 BIOS セツトアップ 


SECURITY CONTROLLER 


■ TPM 

TPM ( Trusted 円 atform Module ) を有効にするかどうかの設定をします。 

- Disabled (標準値） . TPM を有効にしない 

- Enabled . TPM を有効にする 

設定を変更するには、なのよラに操作してください。 


①力ーソルパーを 「 TPM 」 の 「 Disabled 」 または 「 EnabledJ に合わせ、 SM びまたは 


BACKSPACE キーを巧ず 


画面下部にに ave changes to Security Controller now ? ( Y / N)J と表示されます。 

② キーを 押す 

設定び変更されます。 

■ Hide TPM 

「 TPM 」 で 「 Disabled 」 に設定している場合のみ、表示されます。 

TPM の表示をシステム上で確認でさないよラにするときに使用します。 

Yes . TPM をシステム上で確認できないよラにします。 

No (標準値） . TPM をシステム上で確認でさるよラにします。 

「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定するには、先に 「Hide TPM 」 を 「 No 」 に設定してください。 
また、 「 Yes 」 に設定すると、 TPM をシステム上で確認することはできません。 

■ Clear TPM Owner 

「 TPM 」 で 「 Enabled 」 に設定した場合のみ、表示されます。 

戸斤有を登録とューヴー登録を削除します。 

本製品を廃棄するときや、譲ミ度などにより使用者（管理ち）を変更するといラよラに、 TPM © 
使用を中止する場合に行ってください。 


① 力ーソルパ ’ 一をに lear TPM Owner] に合わせ、 SPACE | または | MCKSM び| キーを巧す 

画面下部に 「Press a key in the turn of [ Y ], [ E ], に ] and [ Enter ].」 と表示されます。 

② 「 YE 引と入力し （囚回回 キーを押す)、キーを巧す 

「 TPM 」 の設定び 「 Enabled 」 か日 「 Disabled 」 に変更され 、 「Clear TPM Owner 」 は表 
示されなくなります。 




操作にあたって 


所有者登録とユーヴー登録を削除ずると、 TPM に関係ずるセキュ1」ティ機能び使用でさなくなり 
ます。このため、菅理者の権限を持たないユーヴーび 「SECURITY CONTROLLER 」 を操作で 
をないよラに設をすることをおすずめしまず。 

管理ちし U 列■のユーザーの制限について [Trusted Platform Module 取扱説明書』 

所有者登録とユーヴー登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、もラ1度 TPM へ 
所有ち登録やユーヴー登録を行ラ必要びあります。 
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パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて次の3種類びあります。 

• Windows の□グオンパスワード 

- Windows に□グオンするとき 

•インスタントセキュ U ティ状態やノ（スワード保護の設定をしたスク U —ンセーノ（一を解除 
するとさ 

mm - インスタントセキュリティ機能「2章 D - の-网キーを使った特殊機能キー」 

• ユー ザーパスワード、スーパー バイ ザーパスワード 

-電源を入れたとさや休止状態から復帰するとさ、東芝パスワードユーティ U ティを起動し 
て設定するとさ 

ユーヴーパスワードやスーパーバイヴーパスワードを登録すると、電源を入れたとさなどに 
パスワードの入力び必要になります。 

通常はユーヴーパスワードを登録してください。 

スーパーパ'イヴーパスワードは、パソコン本体の環境設定を管理する人び使用します。スー 
パーパ'イヴーパスワードを登録すると、スーパーバイヴーパスワードを知らないユーヴーは、 
BIOS セットアップの設定を変更でさないよラにする、などいくつかの制限を加えることび 
でさます。 

この制限を加える必要びなければ、ユーヴーパスワードだけ登録してください。 

• HDD パスワード 

八ードディスクを起動するとさ 

ここでは、ユーヴーパスワード/スーパーパ'イヴーパスワードや HDD パスワ- 
I ークン*1の作成方法について説明します。 

* 1バスワードの代わりに使用でさる SD メモ1」力ードです。 


ドの設定方法、 


メモ 


• スーパーバイヴーバスワードとユーヴーパスワードでは、違ラバスワードを使用してください。 

• パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 
•パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボード 
の文字キーを押して直接入力して< ださい。 


tsm 

•パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場合は、使用している機種をお 
認を、まち PC あんしんサポートに化頼してください。 

パスワードの解除をまち PC あんしんサポートに依頼する場合は有料です。 HDD パスワードを忘 
れてしまった場合は、八ードディスクドライブはホ义に使用でさなくなり、交換対応となります。 
この場合を有料です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の巧示び 
必要となります。 
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H パスワードセキュ U テイ 


I パスワードとして使用でをる文を 

パスワードに使用でさる文字は;欠のとおりです。 
アルファべッドの大文字とル文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

abcdefghijkimn 日 pqrstuvwxyz 

数字（半角） 

日] 23456789 

記号の一部（半角） 

. (スぺース）など 

使用でさない文字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な文字 
【例】 漢字、カタカナ、ひらびな、日本語入カシステムび供給する記号 
など 

-記号の一部（半ち） 

【例】 I (バーチカルライン） 

¥ (エン）など 

-ほかのキ_ ( SH//T キーや ICAPSLOCK 英数 キーなど）と同時に使用 
しないと入力でさない文字 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使用でさ 
ない文字び含まれています。この場合、ちラ]度別の文字列を入力し直してください。警告び 
表示されない場合ち、上記 r 使用でさない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキーボードから]文字ずつ直接入力してください。 


ー ザー パスワード 


ユーヴーパスワードの登録は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」を使用することをおすすめし 
また登録した文字列は、パスワードファイルを作成して確認することをおすすめします。 

■■まちパスワードユーテイリテイでの設定 

■登録 


f [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ]一[パスワードユーティリティ]をクリックする 

Q [登録]ボタンをクリックする 

1[ユーヴーパスワードの登録]画面び表示されます。 
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[入力]にパスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。 

バスワードに使用でをる夕字「本節-バスワードとして使用でさる文字」 

パスワードは「*****」で表示されますので画面で確認でさません。 

間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わ 
ず、キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[確認入力]に手順0で入力したノ f スワードをもう1度入力する 

分メモ 

•にーヴーパスワードの登録]画面で闹時に HDD ユーヴーパスワードに同じ文字列を登録 
する。]にチェックをしておくと、ここで設定したユーヴーパスワードび HDD パスワードと 
してち登録され、手順0で登録の確認画面び表ホされます。 

固 承 HDD バスワ-ド体節因] HDD バスワ-ド」 


[登録]ボタンをクリックする 

パスワードび登録されます。 

入カ エラーの メ ッ セージび表おされた場合は、 [0 ロボタンを ク U ック して画面を 閉 
じ、手順0から操作をやり直してください。 

ノ（スワードの文字列をファイルとして保をしておくことを推奨するメッセージび表示 
されます。 

このファイルをパスワードファイルと呼びます。パスワードファイルを保管しておけ 
ば、パスワードを忘れた場合、本機または本機 LU 外の機器でパスワードを確認するこ 
とびでさます。 

パスワードファイルを作成する場合は [0 K ] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックしてくださ 
い。 

[0 K ] ボタンをク U ックすると、[名前を付けて保を]画面び表示されます。 

パスワードファイルを作成する 

パスワードファイルの保を先は、フ□ッピーディスクなどの外部記憶メディアを推奨 
します。あ b かじめ用意しておいてください。 

① メディアをセットする 

② [ 保ちする場所]で保ち巧を選択する 

③ [ ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [ 保を]ボタンをクリックする 
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必要に応じて、[パスワードの注釈]を入力する 

[パスワードのを釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録できます。登録す 
ると、パソコンの電源を入れてパスワードの入力び必要なとさに、登録した文字列び 
表示されます。 

文字は1行につき最大40文字、最大已行目まで登録できます。この範囲外に入力した 
文字は登録でさません。使用でさる文字列はユーヴーパスワードと同様です。 

ノ（スワード文字列そのちのを登録しないでください。 

[ OK ] ボタンをクリックする 


• パスワードファイルをな存した外部記憶メディアは、安全な場所にな管してください。 


■ 卜ークンの作成 

I クンとは、パスワードの代わりに使用することびできる SD メモ U 力ードです。トークン 
は、ユーヴーアカウントをコンピューターの管理者に設定しているユーヴーのみ作成でさます。 
I クンを作成するには、フォーマット済みの SD メモ U 力ードび必要です。あらかじめ用意 
しておいてください。 

また、一部のフォーマット形式には対応しておりません。 

対応していない SD メモ U 力ードをセットした場合は、警告メッセージび表示されます。その 
場合は、別の SD メモ U 力ードを使用するか、 r 東芝 SD メモ U 力ード フオー マット」で フオー 
■してください。 


マット 


SD メモリカードのフオーマット 

に章0-田 SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使う前に」 


メモ 


、ークンは、 SDHC メモ U 力ードの対応をしておりません。 


I -ークンの作成は、パスワードを登録済みの場合のみ行えます。あらかじめパスワ- 
しておいてく ださい。 

r まちパスワードユーティリティ」を起動する 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 


ドを登録 


[作成]ボタンをクリックする 
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表示されたメッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

[トークンの作成認証]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したとさと同じユーヴー権限で 
行ってください。 

[ユーヴー!-ークンの作成]画面び表示されます。 

Q SD メモリカ-ドをセットする 

&に D 力ードのドライスで SD メモリカードのドライブを選択する 

[作成]ボタンをクリックする 

I ークンび作成されます。 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 




トークンを作成.使用したあとは、忘れずに SD 力ードス□ットから SD メモ U 力ード 
をなさ、安全な場所に保管して<ださい。 


削除 


r まちパスワードユーティリティ」を起動する 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

認証について体節团バスワードの入力」 

[削除]ボタンをクリックする 

[ユーヴーパスワードの削除]画面び表示されます。 

[削除]ボタンをクリックする 

確認画面び表示されます。 

[0 K ] ボタンをクリックする 

[ユーヴーパスワードの削除認証]画面び表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

認証について体節团バスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴー権限で 
行ってください。 
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表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

パスワードび削除されます。 


を更 


r 東ちパスワードユーティリティ」を起動する 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 

[変更]ボタンをクリックする 

[ユーヴーパスワードの変更]画面び表示されます。 

Q [入力]に新しし、パスワードを入力する 

Q [確認入力]に手順且で入力したパスワードをもう1度入力する 

[変更]ボタンをクリックする 

確認画面び表示されます。 

[0K] ボタンをクリックする 

[ユーヴーパスワードの変更認証]画面び表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

ここでは、まだパスワードは変更されておりませんので、今回手順0、〇で入力 
したちのではなく、登録済みのパスワードまたは I -ークンを使用してください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 

認証は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴー権限で行っ 
てください。 

パスワードファイルを作成する場合は [0K] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックしてくださ 
い。 

パスワードファイルの作成方恐ん r 本項■■-登録」の手順 D を確認してくださ 
し、。 
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BIOS 七ットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しなび日実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してか 5 実行して < ださい。 

BIOS セットアップでの設定は、 「 PASSWORD 」 の 「User Password 」 で行います。 

■登録 


ち司キーを押しなび5電源を入れる 


各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。ノ（スワードを入力して臣胃司キーを巧してください。 

「Check system . Then press [ FI ] key .」 と表示されます。 

[ TT ] キーを巧す 


BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「Not Registered 」 に合わせ、 

1 5 户 /A びず たは I BACKSPACE |キーを押す 


パスワードび入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。パスワードに使用できる文きは、「東芝パス 
ワードユーティ U ティ」の場合と同様です。 

キーを押す 

パスワードび確認され 、 「New User Password 」 び 「Verify User Password 」 に 
変わって表示されます。 

もう1度パスワードを入力する 

確認のため、手順【1と同じパスワードをちラ]度入力してください。 

キーを押す 


パスワードび登録され 、 「User Password 」 び 「 Registered 」 に変わって表示され 
ます。2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージ 
び表示されます。手順【1か日やり直してください。 
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區弓キーを押しなび5電源を入れる 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して Renter | キーを押してください。 

に heck system . Then press [ FI ] key 」 と表示されます。 

臣日キーを巧す 

BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

が A び I または け MC£j キーを押す 

パスワードび入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 

|fA/7~fR| キーを巧す 

「User Password 」 び 「New User Password 」 に変わって表示されます。 

手順【1で入力 した) (スワードび登録したノ（スワードと異なる場合は、ビープ音び鳴 
りエラーメッセージび表示されます。手順【1か日やり直してください。 

|fA/7~fR| キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

「New User Password 」 び [Verify User PasswordJ に変わって表示されます。 

|fA/7~fR| キーを巧す 

ここでは何ち入力しません。 

パスワードび削除され、 「 UserPassword 」 び 「Not Registered 」 に変わって表示 
されます。 


■ BIOS セットアップの終了方法 

BIOS セットアップの終了方法は、次のとおりです。 


@ +已キーを押す 

本製品では、|7別 + F 。 び田。可キーの機能を持ちます。 

[Are you sure ? ( Y / N ) The changes you made will cause the system to 
reboot 」 と表示されます。 

囚キーを押す 

設定内容び有効になり、 BIOS セツトアップび終了します。 


削除 
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購入時の設定では、入カエラーび3回続いた場合は、じ(後パスワードの項目にカーソルび移動 
できなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラ]度設定を行ってくだ 
さし、。 


BIOS セットアップの終了方法は、「本項 
ださい。 

I を更 


BIOS セットアップの終了方法」を確認してく 


ち q キーを巧しなび5電源を入れる 


各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して居胃司キーを巧してください。 

「Check system . Then press [ FI ] key .」 と表示されます。 

W キーを 押す 


BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

1 5 户 /A びず たは I BACKSPACE |キーを押す 


パスワードび入力できる巧態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 


口 \ enter] 

^ J「User F 


キーを 巧ず 

Password 」 が [New User Password ] に変わって表おされます。 


新しいパスワードを入力し、同胃キーを押す 


「New User Password 」 が [Verify User Password ] に変わって表示されます。 

手順 Q で入力したパスワードをもう1度入力し、 面而而 1 キーを押す 

パスワードび変更され、 「 UserPassword 」 び 「 Registered 」 に変わって表示され 
ます。 

手順0と手順 D で入力したパスワードび一致しない場合は、エラーメッセージび 
表示されます。手順0か日やり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、「本項 
ださい。 


日 IOS セットアップの終了方法」を確認してく 
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スーパーバイザーパスワード 


r ま芝ノ（スワードユーティ U ティ」で、 Windows 上か日スーパーノ（イヴーノロワードの設定や設 
定の変更びでさます。 

BIOS セツトアップでち登録することびでさます。 


^ メモ 


• 先に ユー ヴーパスワードび登録されている場合は、スーパーバイヴーパスワードの登録はできません。 
スーパーノ（イヴーノ f スワードと ユー ヴーノ（スワードを両ち登録ずる場合は、1度 ユー ヴーノ（スワードを 
削除し、スーパー J くイヴ ー J くスワードを登録してからちラ1度 ユー ヴーノくスワードを登録してください。 
• スーパーバイヴーパスワードと ユー ヴーパスワードでは、違ラパスワードを使用してください。 

• スーパーノ （イヴ ーノ （スワー ドを 登録すると、ユー ヴーポ U シーを 設定できまず。ユー ヴーポ U シーと 
は、複数のユーヴーでパソコンを使用している場合の、さユー ヴ ーの権限を設定する機能です。 


r まちパスワードユーテイリテイ J での設定 


起動方法 


[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 
一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 


[アクセサリ] 


rc：¥Program Files¥TOSHIBA¥PasswordUtility¥TOSPU.exeJ 
と入力する 

[0K] ボタンをクリックする 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードを登録している場合はパスワードまたは卜ークンで認証を行ってくださ 
し、。 


[スーパーバイザーパスワード]タブをクリックする 
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■登録、削除、変更 

スーパーバイヴーパスワードの登録、削除、変更などの設定方法は、 r 東芝パスワードユー了ィ 
U ティ」でのユーヴーパスワードの設定方法と同様です。 

ユーヴー J (スワードの設定を確認してください。 

ユーザーバスワード「本節丘]-眶■ま芝パスワ-ドユ—ティ U ティでの設定」 

なお、スーパーバイヴーパスワードを削除すると、ユーヴーパスワードち同時に削除されます。 
■ 一般ユーザーの操作を制限する 

スーパーバイヴーパスワードを登録すると、スーパーパ'イヴーパスワードを知らないユーヴー 
は r 東芝 HW セットアップ」の設定を変更できないよラにする、などいくつかの制限を加える 
ことびでをます。 

スーパーパ'イヴーパスワードを登録した状態で、なの手順を実行してください。 


封メモ _ 

• 177习キーを押しなびら電源を入れて起動ドライブを選択したい場合は、「まちバスワードユーテイ U 
テイ」の[スーパーバイヴーパスワード]タブで[ユーヴーポ U シー]の[変更]ボタンをクリック 
し、[ユーヴーポ U シーの設定]画面の [ HW セットアップ/ BIOS セットアップの使用を許可ずる]の 
チェックをはずさないで<ださい。 

チェックをはずしていると、臣查]キーを押しなびら電源を入れてを、起動ドライブの選択びできません。 

因！] キーで起動ドライプを変更する方法「2 章 Q-b 起動するドライブを変更ずる場合」 

•「ま芝バスワードユーテイ U テイ」の[スーパーバイヴーパスワード]タブで、[ユーヴーポリシーの 
設定]画面の[ユーヴーパスワードの登録/変更を強制ずる]をチェックずると、次のよラに設をさ 
れます。 

-ユーザーパスワードが登録されていない場合 

設定後の1回目の起動時に 、 [New Password = J と表示されます。 

ユーヴーパスワードの登録を行ってください。 

-ユーザーパスワードび登録されている場合 

設定をの起動時、 「 Password =」 でユーヴーパスワードを初めて入力したときに 、 「New 
Password =」 と表示されます。 

新しいユーヴーパスワードに変更してください。 

「Verify Password =」 に 「New Password =」 で入力したパスワードをもう1度入力すると、ユー 
ヴーパスワードび登録/変更されます。 


操作方法 
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I スーパーバイザーパスワード設定用の r 東芝パスワードユーティリティ」 
を起動する 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 

f [スーパーバイザーパスワード]タブで[ユーザーポリシー]の陵動 
ボタンをクリックする 

[ユーヴーポ U シーの設定]画面び表示されます。 

Q 操作を許可する項目をチェックする 
Q 隱定]ボタンをクリックする 

Q 表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

■ [ユーヴーポ U シーの設定認証]画面び表示されます。 

I スーパーノ（イヴーノ（スワードで認証を行ってください。 

I 認証について r 本節团バスワードの入力」 

g 表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

BIOS セットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しなが日実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

BIOS セットアップでち、スーパーバイヴーパスワードを登録することびでさます。 

I 操作方法 _ 

■登録 

BIOS セットアップの 「 PASSWORD 」 の [Supervisor Password ] で琶録できます。 

登録ち法は、 BIOS セットアップでのユーヴーパスワードの琶録ち法と同様です。 

ユーヴーパスワードの登録を確認してくだ'さい。 

「本節11 1- 登録」 
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H パスワードセキュ U テイ 


■削除、変更 

BIOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴーパスワードを登録してしまラと、 BIOS セッ 
トアップではスーパーノ（イヴーノ（スワードの削除と変更びできません。 

その場合は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーバイヴーパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本節の-■■ま芝バスワードユーティ U ティでの設定」 

また、 BIOS セットアップで、いったんスーパーバイヴーパスワードを登録してしまラと、；欠 
の操作ち制限され、設定びでさなくなります。 

- BIOS セットアップ画面での設定変更 
-東芝 HW セットアップでの設定変更 

. ド 7 タキーを巧しなび日電源ボタンを巧して、起動ドライブを遇択する 

その場合は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴーパスワードの削除をしてか 
日、操作を行ってください。 


パスワードの入力 


パスワードの代わりに!-ークンを使ラことちできます。 

I 電源を入れたとを/化止げ態か5復帰するとを _ 

パスワードび設定されている場合、パソコンまたは BIOS セットアップ起動時にパスワード入 
力画面び表示されます。 

この場合は、なの手順を行ってパソコンまたは BIOS セットアップを起動します。 

■パスワードを入力する 

Q 設定したとおりにパスワードを入力し、 面/7西] キーを押す 

I — Arrow Mode LED、Numeric Mode LED は、パスワードを設定したときと同じ状態 
にしてください。 

パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入 
れ直して < ださい。 

■ 卜ークンを使う 
m 卜-クンをセットする 

H あらかじめ!-ークンをセットしておいてか日電源を入れると、自動的にパスワードび 
H 雛されます。 

■指紋認証を使う 
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指紋センサーに指をのせ、手前側にすべ 5 せる 

指紋認証「本章 D 指紋認証を使ラ」 




H パスワードセキュ U テイ 


ま芝パスワードユーテイリテイを起動したとを 


ユーヴーパスワードを登録している場合、 r 東芝パスワードユーテイ U テイ」を起動すると、認 
証を巧める画面び表おされます。巧の方法で認証を行います。 

I クンでの認証は、ユーヴーアカウントをコンピューターの管理者に設定しているユーヴー 
のみ行ラことびでさます。 

■パスワードを入力する 

Q 認証をホめる画面び表示された5、パスワードを入力する 
口 [確認]ボタンをクリックする 

■ 卜ークンを使う 

g 認証をホめる画面び表示された5、 I クンをセットする 

眶■パスワードをちれてしまつた場合 

ユーヴー/スーパーノ（イヴーノ（スワードを忘れてしまった場合は、次の方法で確認または解除 
してください。 

•パスワードファイルを確認する 

電源を入れるとさにノ（スワードび必要になった場合は、本機じ(外の機器で確認してください。 

• I クンを使用して登録したパスワードを解除する 

上記の方法でパスワードの確認または解除でさなかった場合は、東芝 PC あんしんヴポートに巧 
談してください。パスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有料です。 
またそのとさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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il パスワードセキュリティ 


HDD パスワードの種類 

HDD パスワードは、ユーヴ ー HDD パスワードとマスター HDD パスワードの2つを設定するこ 
とび巧能です。 

■ユーザー HDD パスワード 

各パソコンの使用を自身び設定することを想定 した) (スワードです。 

マスター HDD パスワードを削除すると、同時にユーヴー HDD パスワードち削除されます。 

■マスター HDD パスワード 

管理ちなどびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

マスター HDD パスワードはユーヴ ー HDD パスワードの代わりに使えます。ユーヴ ー HDD パス 
ワードを忘れた場合でち、マスター HDD パスワードを入力して八ードディスクドライブにアク 
セスできます。マスター HDD パスワードを使用してユーヴー HDD パスワードを変更すること 
ちでさます。 

なお、マスター HDD パスワードのみを登録することはできません。 

組織などでマスター HDD パスワードを用いた運用を検討した場合、各パソコンのユーヴーに巧 
してパソコン本体を配布する前に、あ日かじめ管理者び BIOS セットアップでマスター HDD パ 
スワードと仮のユーヴー HDD パスワードを設定しておく必要びあります。 


ューヴ ー HDD パスワードとマスター HDD パスワードの登録、削除方法は同じです。 LU 降は、 
ユーヴー HDD パスワードの設定を例に説明しています。 


の 


HDD パスワード 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しなが日実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してか5実行して < ださい。 

HDD パスワードは、八ードディスクを保護するセキュ U ティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セツトアップの 「HDD PASSWORD 」 
で行います。 


ミち意事頃 


登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 




万び 一、 登録したパスワードを忘れた場合、修理-保守対応ではパスワードを解除できません。 
この場合、八ードディスクドライブは永久に使用でさなくなり、八ードディスクドライブの交換 
対応となります。この場合、有料での交換となります。 

八ードディスクドライブび使用でさなくなったことによる、お客様またはその他の個人やお織に 
巧して生じた、いかなる損失に巧しても、当社はいっさい責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にごを意いただいた上でご使用ください。 
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H パスワードセキュ U テイ 


HDD パスワードの登録 


マスター HDD パスワード （Master Password ) の項目は、日 IOS セットアップの 「HDD 
Password Mode 」 び [ Master + UserJ の場合のみ表示されます。 

マスター HDD パスワードを設定し、続けてユーヴー HDD パスワードの設定を行います。 

豆 ロ キーを巧しなび5電源を入れる 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して I ENTER I キーを押してください。 

に heck system . Then press [ FI ] key 」 と表示されます。 

ドの キーを 押す 


む 


BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「Not Registered 」 に合わせ、 
びずたは I BACKSPACE |キーを押す 


パスワードび入力でさる巧態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。パスワードに使用でさる文字は、ユーヴー 
パスワードの場合と同様です。 

ユーザーパスワードに使用できる夕字「本節-パスワードとして使用でさるで字」 

パスワードは]文字ごとに*び表示されますので、画面で確認できません。よく確認 
してから入力して < ださい。 

|fA/7~fR| キーを巧す 

パスワードび確認され 、 「NewUser Password 」 び 「Verify User Password 」 に 
変わって表示されます。 

パスワードを入力する 

確認のため、手順【1と同じノくスワードをちう]度入力してください。 

|fA/7~fR| キーを押す 

パスワードび登録されます。2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合 
は、エラーメッセージび表示されます。手順【1か日やり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、 r 本節 已 ] -I 
てください。 


I-B の S セットアップの終了方効を確認し 


ぶ3 メモ 


♦「東芝パスワードユーテイ U テイ」でユーヴーパスワードを設定している場合、同じパスワードを使 
えば HDD パスワードを設定することができます。 
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il パスワードセキュリティ 


HDD パスワードの削除 


百5キーを押しなび5電源を入れる 


各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。ノ（スワードを入力して IfA / TTRl キーを巧してください。 

に heck system . Then press [ FI ] key .」 と表示されます。 

W キーを巧す 


BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 


5 户 / ACE ] または [backspace I キーを押す 


パスワードび入力できる巧態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 

| f /\/7 r /?| キーを押す 

「User Password 」 び [New User PasswordJ に変わって表示されます。 

手順 【I で入力したノ（スワードび登録したノ（スワードと異なる場合は、ビープ音び鳴 
りエラーメッセージび表示されます。手順【 I からやり直してください。 

キーを 押す 

ここでは何も入力しません。 

「New User Password 」 び [Verify User PasswordJ に変わって表示されます。 

| f /\/7 r /?| キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

パスワードび削除されます。 


BIOS セットアップの 「HDD Password Mode 」 で 「 Master 十 User 」 を選択した場合は、マ 
スター HDD パスワードの削除を行うと、同時にユーヴ ー HDD パスワードも削除されます。 

ユーヴー HDD パスワードのみを削除することはでさません。 

BIOS セットアップの終了方法は、「本節已] - D - B の S セットアップの終了方法」を確認し 
てください。 


HDD パスワードの変更 

キーを巧しなび5電源を入れる 


各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して居をを司キーを巧してください。 

「Check system . Then press [ FI ] key .」 と表示されます。 
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H パスワードセキュ U テイ 


因] キーを 押す 

BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 
5M び I または MC な M び」 キーを}甲す 

パスワードび入力できる巧態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

ユーヴー HDD パスワードを入力してください。またはユーヴ ー HDD パスワードの代 
わりに、マスター HDD パスワードを入力することもできます。この場合、マスター 
HDD パスワードを使ってユーヴー HDD パスワードを変更することびできます。 
入力すると]文字ごとに*び表示されます。 

|fA/7~fR| キーを押す 

「User Password 」 び 「New User Password 」 に変わって表示されます。 

手順 D で入力したパスワードび正しくない場合は、エラーメッセージび表示されま 
す。手順【 I からやり直してください。 

新しいパスワードを入力し、 田而而1 キーを巧す 

「New User Password 」 び fVerify User Password ] に変わって表示されます。 

手順0で入力したパスワードをもう1度入力し、 面 V 7 历1 キーを巧す 

ノ（スワードび変更されます。 

手順0と手順 D で入力したパスワ—ドび一致しない場合は、エラーメッセージび 
表示されます。手順0か日やり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、「本節已] - D - B の S セットアップの終了方法」を確認し 
てください。 


■a HDD パスワードの入力 

HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れると 「HDD Password =」と表示されま 
す。 

この場合は、次のよラにするとパソコン本体び起動します。 

設定したとおりに HDD パスワードを入力し、 面^ キーを巧す 

Arrow Mode に D、Numeric Mode LED は、パスワードを設定したときと同じ状態 
にしてください。 

HDD パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源 
を入れ直してください。 
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「指紋認証ユーティ U ティ」の設定や登録をするためには 、 「Windows □グオンパスワード」 

を設定する必要びあります。 

Windows □グオンパスワードを設定していない場合は、[コント□-ルパネル]の[化ユー 
ブーアカウントと家族のための安全設定]で設定することびでさます。 

Windows □グオンバスワードの設定ち法 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 

すでに Windows □グオンパスワードを設定してある場合は、 r 本節团指紋を登録する」に進 
んでください。 



本製品には r 指紋センサー」と「指紋認証ユーティ U ティ（東芝フィンガープ U ントユーティ 
U ティ）」び用意されています。ここでは、指紋を登録し、指紋認証を行ラ方法について説明し 
ます。 
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□ 指紋認証を使ラ 


3 


指紋を營録する 


r 指紋認証ユーティ U ティ」で、指紋を登録します。なの手順を実行してください。指をけびし 
たとさなどのために、2本じ(上の指を登録してください。 

指紋センサーには、最大20パターンの指紋を登録することびでさます。複数のユーヴーでパソ 
コンを使巧している場合は、全ユーヴー合わせて2□パターンまで登録できます。たとえば、]人 
で] 0パターンの指紋を登録した場合、ほかのユーヴーび登録でさるのは残り] 0パターンです。 

I 指 紋センサーに指紋をうまく読み取5せるには _ 

指紋センサーに巧して指をまっすぐ出し、指を寝かせた状態で、第1関 
節を軽く指紋センサー中央の上におく 

口 第1関節か5巧端にかけて、指のは5部分び指紋センサーに触れるよう 
™ に手 li にか平に引く 


脚 


指先だけ指紋センサーにのせると、指紋び認識されない場合びあります。第]関節か 
日先端にかけて指のはらの部分び指紋センサーに軸れるように、ゆっくりとすべ日せ 
てください。 

■ RX 2 シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 



mm 操作方法 

r 指紋認証ユー了ィ U 了ィ」でユーヴー登録をわいます。ユーヴー登録では、 Windows のユー 
ヴーアカウントとその□グオンパスワードを登録したあと、そのユーヴーアカウントで□グオ 
ンし、認証で使用する指（指紋）を登録します。 
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凸指紋認証を使う 


指紋を登録するユーザーアカウントで□グオンする 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーテイリテイ] 一 [TOSHIBA Fingerprint Utility ] をクリッ 
クする 

[指紋登録]画面び表示されます。 

[ Windows パスワード]に Windows □グオンパスワードを入力し①、 
[次]ボタンをクリックする⑨ 


回广 




指紋を録 

該紅用指紋サンブルを作巧します。 


本ロヴオンアカウントのワードを設定する必要があります。 


Windows パスワード；I 




巧> 


-① 


-② 


指紋を登録する指の上の〇印をクリックし①、じ欠！ボタンをクリック 
する③ 

体勢によっては親指での認証は難しいので、親指じ(外の指を登録することおすすめし 
よ9 〇 


指紋を録 

認証用指がサンカレを巧成します e 
指の上の〇印をウリッウし、「巧」ボタンをウリッウしてください。 
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□ 指紋認証を使ラ 


0画面に表示される説明をよく見て、じ欠！ボタンをクリックする 



J 指紋登録の練習のために、指紋センサーに指を軽く乗せ、手前側にすべ 
m 5せる 

I 第]関節を指紋センサーの上に置き、手前に引くよラにすべ日せてください。 

I このとさ、 タッチパッドに触れないよラに気をつけてください。 
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凸指紋認証を使う 


同じ指を3回認識させてください。指紋センサーに指をすべらせると、画面の3つの 
ボックスに、]回ごとの指紋データの読み取り結果び表示されます。 

読み取りに成なすると、ボックスの下に「良いイメージ」と表示されます。 


指巧 登録 

1- P-n 因 曲] 

指紋をな 


詔話用指がサンブルを巧巧します。 


指紋豈旣の練酉を巧ってください。 


ミ 

編 


良 tw ィーつ 



還折指:ホ A 差し*旨 のの ‘スわ疗1 


3回成巧するまで繰り返し認識させてください。 

* [スキップ]ボタンをク U ックすると、指紋登録の練習をスキップすることびでさ 
よ9 〇 

3回成功した5、じ欠！ボタンをクリックする 
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□ 指紋認証を使ラ 


指紋登録のために、指紋センサーに指を軽く乗せ、手前側にすべらせる 

手順0で練習した要領で、第1関節を指紋センサーの上に置き、手前に弓 I <ようにす 
ベ日せてください。 

ここで指紋をでさるだけ精細に読み取らせることで、認証率を向上させることびでさ 
ます。 

同じ指を3回読み取らせます。読み取りに成 I 力すると、ボックスの下に「良いイメージ」 
と表おされます。 




お皆ち録 

認証耐旨紋サン为陆巧成します。 


3回、同じ指をスキサンしてください。 


邊巧指:右人差し指 


[四し 




ら，|,ぶ 


3回成なするまで繰り返し認識させてください。 

3回とち指紋の読み取りに成巧すると、メッセージび表示されます。 

* 白回じ(上失敗すると、手順【 I に戻ります。 

^指紋データを保をするために [0 K ] ボタンをクリックする 


頂を 


曲 


〇 


登録が巧巧しました.なをしますか？ 


キでンむレ 


メッセージを確 I 忍し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

指をけびしたとさなどのために、 ] ユーヴーあたり、2本じ(上の指紋登録をおすすめし 
9 〇 


国 




指巧をち ラーつ 登録することを度<巧ちします • 
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凸指紋認証を使う 


m 違う指で手順 n 一且一0 一 n 一凸一凸を繰り返す 
指紋登録を終了する場合は、[閉じる]ボタンをクリックする 


.こ指巧登録 

r 口 1' 因 幽 

指紋登録 

認証巧指紋サンづルを巧成します。 


指の上の〇印を则ッウし、「况ボかを则ッりしてください。 



グ' y \ 

\ 

還おお:なし 

广1因1 J 




開し 。—I 

メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 



[閉じる]ボタンをクリックする 



メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 
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□ 指紋認証を使ラ 


指紋認証を巧ラ 


指紋を登録すると、指紋センサーに指をすべらせることで、 Windows へ□グオンでさます。 
また、パソコンを複数のユーヴーで使用している場合、ユーヴーの選択ち省略でさます。 

mm 操作方法 

H パソコンに電源を入れる 

Windows に□グオンする画面び表示されます。 

口 指紋登録した指の第1関節を指紋センサーの上にのせ、手前側にすべ5 
■せる 



^指紋び認証されると Windows に□グオンします。 

指紋認証びラまくいかなかつた場合は、指紋認証画面び表示されます。 

キーボードか日パスワードを入力したい場合は、指紋認証画面の[閉じる]ボタン( 風 ) 
をク1」ックしてください。 



システム環境の変更 
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凸指紋認証を使う 


その他の使いかた 

I パソコンの起動や復帰時に指紋で認証させる _ 

■パソコンの 起動時（起動認証） 

パソコンの起動時に、ユーヴーパスワードや HDD パスワードの代わりに、指紋認証を使用する 
ことちでをます。 

① ユーヴーパスワードや HDD パスワードを登録する 

ユーザーバスワード、 HDD バスワードの登録方法 r 本章0バスワードセキュ U ティ」 

② 「指紋認証ユーティ U ティ」の[設定]で設定する 

[設定]メニューび無効な場合は、[管理ちとして実行]ボタンをク U ックして管理者権限に 
昇格してください。 

設定の詳細「指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプ 

ユーヴーノ（スワードや HDD ノ（スワードの指紋認証に続けて已回失敗すると、指紋認証びでさな 
くなります。その場合は、キーボードからパスワードを入力し口（ソコンを起動してください。 
また指紋認証画面び表示されているときに、キーボードからノ（スワード入力をしたい場合は 
亡引キーを巧してください。キーボードからのパスワード入力び巧能になります。 



シ 

之 

I 

環 

境 

の 

変 

要 


指紋認証のパスワ-ド入力につしに 

•あらかじめ、附録!!-113-指紋認証のパスワ-ド入力について」を確認してください。 


■スク リーンセーバーの 解除 

次のよラに設定します。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]一 [> みデスクトツプのカスタマイズ] 
をク I 」ックする 

② [スク U - ンセーバーの変更]をク U ックする 

③ [再開時に□グオン画面に戻る]をチェックする 

④ のロボタンをク U ックする 


■スリープからの復帰 

次のよラに設定します。 

①[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]一 [1 もシステムとセキュ U ティ] 
-[ぶ電源オプション]をク U ックする 

③[電源プランの選択]で選択されているプランの[プラン設定の変更]をク U ックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をク U ックする 

④ [バランス]の腹帰時のパスワードを必要とする]で、[バッテ U 駆動]および[電源に 
接続]を[はい]に設定する 

⑥のロボタンをク U ックする 


172 
























□ 指紋認証を使ラ 


I 指紋データのバックアップをとる _ 

登録してある指紋データをバックアップすることびできます。バックアップしておくと、リカ 
バリーしたときなどに指紋を再登録しなくてもすみます。また、別のパソコンで指紋認証を使 
用したいときに、指紋データを登録しなくてちすみます。 

設定の詳細「指紋認 i 正ユーティリティ J のヘルプ 

I パソコンを捨てるまたは人に譲る場合 _ 

パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、登録した指紋データを消去することをおすすめし 
よ9 〇 

指紋の消去は、「指紋認証ユ—ティリティ」の脂紋情報管理」で行ってください。 

I ヘルプの起動方 ミ 去 _ 

I [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [TOSHIBA Fingerprint Utility ] をクリッ 
クする 

0かをクリックする 
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TPM 巧ほミ 


本製品には 、 TPM ( Trusted 円 a け orm Module ) び用意されています。 


■■TPM とは 

TPM は 、 TCG (Trusted Computing Group ) び策定した仕様に準拠したセキュ U ティ〕ン 
卜□ーラーチップです。 

一般的に、電モデータの保護は暗号処理方式（暗号アルゴリズム）によるちのなので、八ード 
ディスクやメモ U などに保をされている暗号鍵び、暗号解読の攻撃対象になる可能性びありま 
す。 

TPM ではこれらの暗号鍵を、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチップに保をするので、 
より安全にデータび保護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュ U ティソリュー 
シヨンを使用することにより、より強固な PC 環境を構築できます。 

本製品では、 TPM の設定は、 BIOS セットアップと 「Infineon TPM Software Professional 
Package ] で行います。 

詳しくは、 『 Trusted 円 a け orm Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）とヘルプを参照して 
ください。 




TPM の操作にあたって 


あらかじめ、附録!!- raTPM につい口を確認してください。 


TPM を有効にする方法 


TPM を使用するには、まず BIOS セットアップで TPM を有効に設定する必要びあります。 

TPM を有効にする方法は、「本章回 - ra SECURITY CONTROLLER 」 を参照してく 
ださい。 

封ィモ 

• BIOS セットアップでの TPM に関する設定を、管理者の権限を持たないユーヴーび変更できないように 
することびできます。 TPM の設定を守るために、管理者の権限を持たないユーヴーに操作制限を加え 
ることをおすすめします。 

管理者し U がのユーザーの制限について 

『 Trusted 円 atform Module 取扱説明書6東忌バスワードユーティ U ティ』 
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0 TPM を使う 


ES PDF マニュアルのインストール方法 

『 Trusted 円 atform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）のインス! -- ル方法は、なのと 
お0です。 

f [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケー 
シヨンの再インス!ル]をクリックする 

B 画面のメッセージに従ってインス I ルする 

[アプリケーシヨン]タブの [Infineon TPM Software Professional Package ] 

に用意されています。 

U PDF マニュアルの起動方法 

[Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）の起動方法は、巧のとおりです。 

B [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [Trusted 
円 atform Module 取扱説明書]をクリックする 


mm TPM のインストール方法 

TPM を有効にしたあと 、 [Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストール 
します。 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケー 
ションの再インス!ル]をクリックする 

QI [セットアップ画面へ]をクリックする 

Q [アプリケーション]タブをクリックする 

S 画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] ^ 
クリックし 、 [「Infineon TPM Software Professional Package 」 
のセットアップ]をクリックする 

Q 画面の指示に従ってインス!ルする 

U [ファイルのダウン□-ド]画面び表おされた場合は、廣行]ボタンをク U ックして 
H くださぃ。 

H TPM を使用するための設定や使用方法は、 PDF マニュアルとヘルプを参照してくだ 
I さぃ。 


システム環境の変更 
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且下 PM を使う 


■— ヘルプの起動方ミモ 

V 通知領域のに ecurity Platform] アイコン（端）をちクリックし、 
表示されるメニューか5 [ヘルプ]をクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 



システム環境の変更 
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■ パソコンの苗！かがおかしいとまは 

パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

「 dynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q&A 集 . 


178 

180 






パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■パ ソコンを 構成す る3つの 部分 



• アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ U ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフト 
ウェアの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバーとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とちいい、パソコンを動かすための基本的な 
働さをします。本製品のシステムは Windows 7です。 

ドライバーは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバーびないと、周辺機器 
は使用できません。代表的なドライバーに、ディスプレイドライバーやサウンドドライバー、 
マウスドライバーなどびあります。基本的なドライバーはシステムび標準装備していますび、 
周辺機器製品に専用のドライノ（一び付属している場合ちあります。 

•八ードウェアとは 

バッテ U —や AC アダプターはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、バッテリー、 
八ードディスク、 CPU など、パソコン本体を指します。 

パソコンはこれらの高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
日ない場合ちをくあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることび解決への早道です。 
トラスレの解決には、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステム （0 S )、 ドライバ ー- ►パソコン本体の順にチェックします。 


I 1 I トラブルを巧おするまでの流れ 

ブルの原因をつを止めよう 

8 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていさましよラ。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


团 トラブル巧処法 


トラスレび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! Q&A を読む 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A お式で説明しています。 

また、『セットアップガイド』などにち Q & A び記載されているので、あわせて読 
んでください。 


アルを読む 


本製品には目的別に複数のマニュアルびあります。 
本書 iU がのマニュアルち読んでください。 


STEP3 サポートのサイトで調べる 


「 dynabook . com 」 へ接続し、各種ヴポート情報か日解み方法を探します。 

東芝パソコン全体の「よくある質問 （ FAQ )」 や、デバイスドライバーや修正モ 
ジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などをご覧になれます。 

URL : http://dynabook.com/assistpc/index_j.htm 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は『取扱説明書付録且お問い合 
わせ先』で確認してください。 













Q ク U ックしてち反応びない . 183 

Q 夕‘ブルク IJ ックびラまくいかないので、速度を変更したい . 184 

Q ポインターの速度を調節したい . 184 

Q レーザーマウスの反応びおかしい . 184 

Q 光学式マウスの反応びおかしい . 185 

了 

Q 指紋の読み取りびラまくいかない . 185 

Q 指にけびをしたため指紋の読み取りびでさな<なった . 185 

Q 認識率び下びった5 . 186 

互 

Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子びおかしい . 18己 


口1画面/表示 . 181 


Q タッチパッド/マウス . 183 


Q ポインターび輪の形をしている間にキーを巧してを反応びない . 182 

Q キーボードか5文字を入力しているとをに力ーソルびとんでしまラ . 183 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 183 


Q しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 181 

Q が部ディスプレイを接続した状態で、パソコンをス IJ - プや 

休止状態か5復帰したとを、本体液晶ディスプレイに何ち表/予されない . 181 

Q か部ディスプレイを取りはずしたとさに、画面び表示されなくなった . 181 

Q 画面び薄暗く、よ<見えない . 182 


ここに掲載している Q & A 集のほかに、『セットアップガイド』にも Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないときは、『セットアップガイド』も参照してください。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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H 日 StA 集 


画面/表术 


しば6<放置した6、画面び真つおになつた 


か 表示自動停止機能が働いた可能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧 
さないで < ださい。 

キーや巨胃キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 
外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに1□秒前後かかることび 
あります。 


©► 表示装置が適切に設定されていない可能性びあります。 

因 yJ +@ キーを3秒じ(上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに切 
り替わります。 

詳細について「4章□-方法キーを使ラ」 


か部ディスプレイをち続した巧態で、 

Q パソコンをスリープや化止げ態か6復帰したとを、 
本体液晶ディスプレイに何も表示されない 


外部ディスプレイに、画面表示が切り替わつている可能性があります。 

外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。ノ（ソコン画面び表示されていた 
場合は、本体液晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 

詳細について「4章 □- 回表示を切り替える」 


〇か部ディスプレイを取りはずしたときに、 
W 画面び表おされな<なった 


©►が部ディスプレイを接続してください。 

外部ディスプレイをプライマ U デバイスに指定してデュアルビューけ広張）表示の設 
定をした場合に、ス U —プや休止状態のとさに外部ディスプレイを取りはずすと、ス 
リープや休止状態か5復帰したとさに画面び表示されないことびあります。 

外部ディスプレイの取りはずしは、ス U —プや休止巧態のとさに行わないでください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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H 日 & A 集 


©► 本体液晶ディスプレイの輝度びほく設定されている可能性びあります。 

[電源オプション]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳細は、[電源オプション]のヘルプを参照してください。 

なの手順で設定を変更してください。 *1 

①[スタート]ボタン （®) 一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 
③[みシステムとセキュ U ティ] 一ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用するプランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [プランの明るさを調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保存]ボタンをク U ックする 
* 1この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 


@►ディスプレイの バックライトが OFF になつている可能性があります。 

* RX 2 シリーズのみ 

バックライト ON / OFF ボタンを巧して、バックライトを ON にしてください。 

Y1 


ポインターび輪のおをしている間にキーを巧してち反ながない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインターび輪のあ （〇) をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってか日操作してください。 


画面び薄おく、よく見えない 


キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください *1 

丙の + r ^ キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 

^キーで 本体液晶ディスプレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切つたり 
再起動したりすると設定はちとに戻ります。 


M パソ n ンの動作がおかしいとさは M 



















H 日 & A 集 


—ボードか5文をを入力しているとをに力ーソルがとんでしまラ 


0►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、力ーソルびとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

なの手順でタッチパッドを無効に切り替えてください。 

① キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

② 画キーを巧したまま回キーを巧し直し、撫細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


—ボードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体びこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプターと 
バッテ U - パックを取りはずして、東芝 PC あんしんヴポートにご相談ください。 
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ツチパツド/マウス 


ックしてち反応がない 


* マウスは、別売りです。 


システムが処理中の可能性びあります。 

ポインターび輪の形（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないときびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってか日操作してください。 

0^マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 

©►タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、 タッ子!い ドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

なの手順でタッチパッドを有効に切り替えてください。 

① キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

② 画キーを巧したまま回キーを巧し直し、苗細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


が 

















H 日 StA 集 


ダブルクリックびラま<いかないので、速度を変ちしたい 


©►次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [巧ドウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ のロボタンをク U ックする 


ポインターの速度を調節したい 


か 巧の手順でポインターの速度を変更してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [づ八ードウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ポインターオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [ OK ] ボタンをク I 」ックする 




レーザーマウスの反応びおかしい 


©► 光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動きま 
せん。次のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、鏡など） 

0^平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 


H パソ n ンの動作がおかしいとさは ぶ 











H 日 & A 集 


光ぎ式マウスの反応びおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性びあります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動きま 
せん。なのよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化び非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強し感面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 

€>►平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いて < ださい。 


4 


指紋認証 


指紋の読み取りがラま < いかない 


もう一度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作方法は、「7章□指紋認証を使う」または「指紋認証ユーティ U ティ」の 
ヘルプを参照してください。 

3^登録してあるちう1本の指で読み取りを行ってください。 

©►どうしてちうまくいかない場合は、一時的にキーボードか！5パスワードを入力 
してください。 

詳しい操作方法は、「7章□指紋認証を使う」または「指紋認証ユーティ U ティ」の 
ヘルプを参照してください。 


指にけがをしたため指紋の読み取りがでをな<なつた 


登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 

3^登録したすべての指の指紋が読み取れない場合は、一時的にキーボードか！5パ 
スワードを入力してください。 

詳しい操作方法は、「7章□指紋認証を使う」または「指紋認証ユーティ U ティ」の 
ヘルプを参照してください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


















H 日 & A 集 




認識率び下がった S 


©► 指紋センサーの表面びよごれていないか確認してください。 

よごれている場合には、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布で軽くふき 
取ってか日ちラー度指紋認証を行ってください。 

詳細について「7章0指紋認証を使ラ」 

指の:!犬態を確認してください。 

指に傷びあったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態など、指紋登録時と 
状態び異なると認識でさない場合びあります。認識率び改善されない場合は、ほかの 
指で登録してください。 

詳細について「7章0指紋認証を使ラ」 

指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサーと平行になるよラに置さ、指紋センサーに指の中央を合わせてくだ 
さい。指紋センサーの上に第]関節びくるよラに置き、すべ日せるときはゆっくりと- 
定の速さですべらせてください。それでち認証でさない場合は、指をすべ日せる速さ 
を調整してください。 

詳細について「7章0指紋認証を使ラ」 
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その他 


パソコンの近 < にあるテレビやラジオの調子がおかしい 


©► 巧の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに対するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオか日離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフィルターを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使う 

• 平行フィーダーを同軸ケーブルに替える 


M パソ n ンの動作がおかしいとさは 8 












巧窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたつてのお願い . 188 

2記録メディアについて . 206 

3お客様登録の手続き . 212 

4技術基準適合について . 214 

已さインターフエースの仕様 . 227 

6無線 LAN について . 230 

7 Bluetooth について . 244 

8内蔵モデムについて . 2已1 











I 1 I ご m に s た 3 でのおおい 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていたださ 
たいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 

urpc 弓赃ナビ J について 

I 前のパソコンの動作居境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 

I 操作にあたつて _ 

• ri 章 D - 匪■起動方法」を参照して、ミ主意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 弓陋ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大己已 .000 ファイ 
ルです。 

• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 



パソコン本晰こついて 
タッチパツドの操作にあたつて 


•タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 

K ■八ードディスクドライブについて 

I 操作にあたつて _ 

• Disk 0 LED び点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万び一故障び起こったり、変 
化/消失した場合に備えて、定期的にフ□ッピーディスクや CD / DVD などに保存しておい 
てください。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フ□ッピーディスク、 CD / 
DVD などに保存した内容の損書については、当社はいっさいその責任を負いませんので、 

あ日かじめご了をください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はでさません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


圓ま泛 HDD プ□テクシヨンのほ用にあたって _ 

•東芝 HDD プ□テクシヨンは、振動.衝撃およびその前兆を検出すると HDD のへッドを退避 
させ、ヘッドとメディアの接触によって HDD び損傷する危険性を軽減するちのです。ただ 
しその効まを保証するちのではありません。故障などの際は当社保証規定に従って修理いた 
します。また、故障などにより HDD の記憶内容び変化•消失する場合びありますび、これ 
による損害、および本製品の使用不能から生じた損害にっいては当社はその責任をいっさい 
負いません。大切なデータは必ずお客様の責任のちと普段からこまめにバックアツプされる 
よラお願いします。 


MM CD や DVD について 


I ドライブの電源について _ 

• ドライブを使用するときは、ドライブの電源を切らないでください。 

ドライブの電源「日章0-巧]ドライブの電源を切ってバッテ U — を節約する」 


I CD / DVD の操作にあたつて _ 

•ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•ディスクトレイに D び点灯しているときは、イジェクトボタンを巧したり、 CD / DVD を取り 
出す操作をしないでください。 CD / DVD び傷つしすこり、ドライブび壊れるおそれびあります。 

•電源び入っているときには、イジェクトホールを巧さないでください。回転中の CD/DVD 
のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

イジェクトホールについて「2章□-[3]- CD / DVD が出てこない場合」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD / DVD び回転している場合には、停止するまで 
CD / DVD に手を触れないでください。けびのおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD び入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

• CD / DVD をディスクトレイにセットするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセットしないと CD / DVD を傷つけることびあります。 

I DVD - RAM のフオーマツトについて _ 

•フォーマットを行うと、その DVD - RAM に保をされている情報はすべて消去されます。一度 
使用した DVD - RAM をフォーマットする場合はミ主意してください。 











D ご使用にあたってのお願い 


FeliCa ポートについて 


I FeliCa ポートの操作にあたって _ 

• Fel に a ポートの位置を示すマークは、 FenCa 巧応力ードや FeHCa 対応携帯電話をかざす際 
の指示となるちのです。誤ってはびさないよラごミ主意ください。 

• すべての Fel に a 巧応力ードや Fel に a 対応携帯電話について、本製品の FeHCa ポート上での 
動作確認を行っていません。 

したびって、すべての Fel に a 対応力ードや Fel に a 対応携帯電話を Fel に a ポートにかざした 
とさの動作は保証でさません。 

• 本製品の FenCa ポートは、電波法に基づく型式指定を受けた誘導式読み書さ通信設備です。 

• Fel に a ポートに Fel に a 巧応力ードなどを強くたたきつけたり、落としたりすると故障の原因 
になります。 

• Fel に a ポートび正常に動作しない場合は、不具合びあるか確認してください。 

① ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオンにする 

に章圧]-の Fel に a 巧応力ードをかざず」 

② 「かざしてナビ」のポ ー U ングをオフにする 

r ホ I 呂-■«， - ポ—リングについて」 

③ [スタート]ボタンー[すべてのプ□グラム] 一 [ FenCa ポート] 一 [ FenCa ポート自 
己診断]をク I 」ックする 

表示される画面に従って、確認してください。 


I ポ ー IJ ングについて _ 

Fel に a ポート上に FenCa 巧応力ードびかざされているかどラか、 FeHCa ポートびチェックする 
動作をポー I 」ングといいます。 

B 通知領域のめ>ざしてナビ]アイコン （14) の上にポインターを置くと、ポ ー U ングび行わ 
れているときは「開始」、行われていないときは「停止」または r 切断中」と表示されます。 
「かざしてナビ」のポー U ングの状態は、次の手順で変更でさます。 

①通知領域の防>ざしてナビ]アイコンをちク U ックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 g をク U ックしてください。 

②表示されたメニューから[ポ ー U ングの巧態]一[オン]または[オフ]をク U ックする 
[オフ]をク U ックすると、ポー U ングを停止します。 

ポー U ングび行われていないと、 FenCa 対応カードをかざしてち、「かざしてナビ」は起動 
しません。 


ワイヤレスコミュニケーションスイッチをオフにすると、ポ ー U ングはいっさい行われなくなり 
ます。 Fel に a ポートを使用するときは、スイッチをオンにしてください。 

I 暗証ま号 • パスワードについて _ 

Fel に a 対応力ードおよび Fel に a 対応携帯電話で提供されている電モマネーなどのヴービスは、 
現金やクレジットカードなどと同等の価値びあります。カードの暗証番号や各サービスを受け 
る際のパスワードについては、他人に知られないよラに取り扱いにミ主意してください。 

暗証番号やパスワードの漏えいによってサービスの不正利用び行われた場合の損害について、 
当社はいっさいの責任を負いません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


MM 有線 LAN について 


I LAN ケーブルの使用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソ〕ン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インターフエースを使用するとき、 Gi 旨 abit 曰 hemet り000 BASE - T ) は、エン八 
ンストカテゴ U ( CAT 已 E ) じ(上のケーブルを使用してください。 

Fast Ethernet (100 BASE - TX ) カテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上のケーブルを使用してく 

ださい。 

Ethernet (10 BASE - T ) は、カテゴ U 3 ( CAT 3) LU 上のケーブルび使用できます。 

• ポート U プ U ケーターを接続しているとさは、パソコン本体の LAN コネクタを使用しないで 
ください。 


mm 巧線 LAN について 


I 無線 LAN をほ用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障害物びかなく見通しのさく場所で最ち良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、「付録且無線 
LAN について」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用でさる地域については、「付録0-匯■使用でさる国/地域につ 
いて」を確認してください。 

I 無線 LAN の操作にあたって _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合 
は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

•ア ドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 












D ご使用にあたってのお願い 


mm 内蔵モデムについて 

I 内蔵モデムの操作にあたって _ 

•モジュラーケーブルは市販のちのを使用してください。 

• モジュラーケーブルをパソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モジュラー 
ケーブルを弓Iっ張ったり、パソコン本体の移動をしないでください。モジュラージャックび 
破損するおそれびあります。 

• 市販の分岐アダプターを使用してほかの機器と並列接続した場合、本モデムのデータ通信や 
ほかの機器の動作に悪影響を与えることびあります。 

•回線切換器を使用する場合は、両切り式のちの（未使用機器か日回線を完全に切り離す構造 
のちの）を使用してください。 


Bluetooth にごいて 


•本製品は、すべての团 uetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての团 uetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

•本製品の团 uetooth 機能を使用できる国/地域についロホ、「付録使用できる 
国/地域について」を確認してください。 


Kd 周辺機器について 


隱周辺機器の取り付け/取りはずしについて 



• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章のさ節を読んでか日作業を 

してください。またその際には、なのことを巧ってください。守らなかった場合、故障する 

おそれびあります。 

. ホットインヴーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインヴーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および『取扱説明書』で説明している場所のネジ L ソ外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバーは、ネジのお、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 
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I USB 巧応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
パソコン本体に接続してください。 

• US 日対応機器を使用するには、システム （ OS ) び対応しており、機器用ドライバーびイン 
ストールされている必要びあります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 
動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままス U —プまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用できない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起動 
してください。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモ U や M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれびあるため、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください。 

I USB の常時給電について _ 

•本機能は初期設定では無効になっておりますので、使用するには r 東芝 USB ス U - プアン 
ドチャージユーティ U ティ」で本機能を有効にする必要びあります。 

•本機能を r 東芝 USB ス U - プアンドチャージユーティ U ティ」で有効にした際、 （1^) ア 
イコンび付いている USB コネクタに接続している USB 周辺機器び正しく動作しない場合び 
あります。この場合、本機能を「東芝 US 日ス U - プアンドチャージユーティ U ティ」で無 
効に設定してください。 

•本機能を利用しての充電は、専用充電器で充電する場合と比較して、より多くの充電時間び 
必要になることびあります。 

• 常時給電を有効にしている場合は、電源 OFF の状態でちバッテ U —び消費されます。バッテ 
U —駆動時間や休止状態の保持時間び短くなるので、 AC アダプターを接続して使用するこ 
とをおすすめします。 

•パソコン本体の電源 ON / OFF と連動する USB バスノの一 ( DC 已 V )連動機能を持つ外部機 
器は、常に動作状態になることびあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流び過大の場合、安全性確 
保のため USB バスパワー ( DC 已 V )の供給を停止させることびあります。 

この場合、外部機器の仕様を確認し、常時給電に対応した USB コネクタに接続する外部 
機器の使用電流全体の合計を特定のグループごとに] OOOmALU 下にしてください。 
グループについては、「東芝ス U - プアンドチャージユーテ U ティ」を確認してください。 
その後、パソコン本体の電源を ON / OFF することで復帰します。 

• r 東芝 USB ス1」ープアンドチャージユーティ I 」ティ」の設定で、本機能の設定び有効になっ 
ていると、常時給電に対応した USB コネクタでは ruSB WakeUp 機能」* i び機能しません。 
常時給電に対応した USB コネクタで ruSB WakeUp 機能」を使用する場合は、本機能を 
無効に設定して < ださい。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 USB コネクタに接続した列部機器によってパソコン本体をス U— プ状態か 5 
復帰させる機能です。本機能は 0S び Windows 7 または Windows Vista の場合、すべての US 日コネク 
夕で有効です。 
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D ご使用にあたってのお願い 


I まち USB ス IJ - プアンドチャージユーティ IJ ティについて 

r 東芝 USB ス U - プアンドチャージユーティ U ティ」は、 USB の常時給電に対応している 
USB コネクタの設定を行ラことびできます。 

• 起動方法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ U 
ティ] 一 [ USB ス U - プアンドチャージ]をク U ックする 
• USB の常時給電の有効/無効 

r 東芝 USB ス U - プアンドチャージユーティ U ティ」は、特定のグループごとに USB の 
常時給電の機能を有効/無効に設定できます。 

グループは、 USB コネクタの位置などによって分け日れており、「東芝 USB ス U —プアン 
ドチャージユーティ U ティ」の設定画面で確認することびでさます。 

USB の常時給電を有効にしたい場合は、各グループの[□をチェックしてください。 

• 給電モードの設定 

USB の常時給電については、[給電モードの設定]で複数のモードから選択でさます。 

[給電モードの設定]で選択したモードは全てのグループで共通に設定されます。 

通常は[モード]]を設定してください。[モード]]で USB の常時給電を使用でさなかっ 
た場合は、ほかのモードに設定してください。 

モー ドによっては、一部のグループびグレーで表示されることびあります。 

グレーで表示されているグループは、選択したモードに対応していないため、常時給電び使 
用でさません。 

ほかのモードを選択するか、グレーで表示されていないグループを使用してください。 

ただし、外部機器によってはグループびグレーで表示されていない場合でち、本機能を使用 
でさないことびあります。各グループのチェックをはずして、常時給電の使用を中止してく 
ださい。 

•パ'ッテ I 」一駆動時の設定 

バッテ U — 駆動時にバッテ U — 充電量び減ってきた場合、 USB の常時給電を一時停止する機 
能びあります。[バッテ U - 下限個に指定したい数値を設定してください。また、 [ AC 接続 
時のみ]にチェックをっけると、 AC アダプターを接続している間だけ、 USB の常時給電を行 
います。 

I eSATA 巧応機おの操作にあたって _ 

•ス U - プまたは休止状態でパソコンの eSATA / USB コネクタに eSATA 対応機器を接続しな 
いでください。 eSATA 対応機器を認識でさない場合びあります。 
eSATA 対応機器は、パソコンに電源び入った状態で接続してください。 

I 外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•必ず、 DVD などを再生する前に、表示装置の切り替えを行ってください。再生中は表示装置 
を切り替えないでください。 

•巧のよラなとさには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 
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• ク□ーン表示にしているときに DVD を再生させると、画像びコマ落ちをすることびありま 
す。この場合は表示解像度を下げるか、本体液晶ディスプレイまたは外部ディスプレイのど 
ち日かだけに表示するか、拡張表示に設定してください。 

• 拡張表示で外部ディスプレイをプライマ U デバイスに設定した場合、ス U —プまたは休止巧 
態のとさに外部ディスプレイをはずさないでください。ス U —プまたは休止状態か5復帰し 
たときに□グオン画面び表示されずに操作びできなくなることびあります。 

• ポート U プ U ケーターを接続しているときは、パソコン本体の RGB コネクタを使用しないで 
ください。 

I べツドホンの操作にあたつて _ 

•なのよラな場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 

I PC 力ードの操作にあたつて _ 

•ホットインサーシヨンに対応していない PC 力ードを使用する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから取り付け/取りはずしを行ってください。 

• P 巳力ードには、長い時間使用していると熱を帯びるものびあります。 PC カードを取りはず 
す際に、 PC カードび熱い場合は、かし時間をおき、をめてから PC カードを取りはずしてく 
ださい。 

• PC 力ードの使用停止は必ず行ってください。使用停止せずに PC 力ードを取りはずすとシス 
テムび回復不能な影響を受ける場合びあります。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 PC カードをアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確認 
してください。 

□取りはずしたあとに 

• PC カードを取りはずしたあとは、ダミーカードを挿入してください。ほこりやゴミなどび 
PC カードス□ットに入り、故障するおそれびあります。 


m バッテリーについて 

I バッテリーを充電するにあたって _ 

• ノ（ッテ U - パックの温度び極端に高いまたはほいと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U —は已〜3已での室温で充電してください。 


社団法人電モ情報技術産業協会の「パ'ッテ U 関連 Q & A 集」について 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / comfnittee / pc / battery/menul .htm 
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laCD / DVD にデータのバックアップをとる 
I CD / DVD に書き込む前こ _ 

CD/DVD に書き込みを行ラときは、市販のライティングソフトウェアは使用しないでください。 
CD/DVD に書き込みを行ラときは、巧のミ主意をよく読んでか日使用してください。 

巧日ずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックな 
ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 
びあります。 

• 書き込みに失敗した CD/DVD の損書については、当社はいっさいその責任を負いません。 
また、記憶内容の変化-消失など、 CD/DVD に保をした内容の損害および内容の損失•消 
失により生じる経済的損害といった派生的損害については、当社はいっさいその責任を負い 
ませんので、あ日かじめご了承ください。 

• CD/DVD に書さ込むとさには、それぞれの書さ込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠 
したメディアを使用してください。また、推奨するメーカーのメディアを使用してください。 

CD/DVD についてに章巧 CD や DVD を使う」 

•パ'ッテ U —駆動で使用中に書き込みを行ラと、バッテ U —の消耗などによって書き込みに失 
敗するおそれびあります。必ず AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセントに 
接続して使用してください。 

•書さ込みを行ラとさは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリー 
プ、休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について「已章0省電力の設定をする」 

•次に示すような、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U —ン セーバー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽 CD や DVD の再生アプ U ケーション 
-モデムなどの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモ U 力ード、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 USB 接続などの八ード 
ディスクドライブなど、本製品の内蔵八ードディスクじ(外の記憶装置にあるデータを書さ込 
むとさは、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてか日書さ込みを行って 
ください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてから書さ 
込みを行ってください。 

•「TOSH 旧 A Disc C 旧 ator」 は、パケットライトあ式での記録機能は備えていません。 

•「TOSH 旧 A Disc Creator] を使用して DVD-RAM にデータを書き込むことはできません。 
•本製品に付属している 「TOSH 旧 A Dis 巳 Creator」 を使用して DVD-Video、DVD-VR、 
DVD-Au 出0を作成することはできません。 
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• 書き込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳細は 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD - Video を 「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 を使用してバックアッ 
プを作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはでさません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW から DVD - RW 、 

DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + 刊こバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま用して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD 十 RW 、 DVD 十 R か日 CD - R 、 CD - RW へバックアップを作成することはできません。 

• noSHIBA Disc CreatorJ を使用して、ほかのソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレ 
コーダーでイ乍成した DVD-RW 、 DVD-R、DVD 十 RW、DVD 十 R のパ'ックアップを作成でき 
ないことびあります。 

国書宝込みを行うにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り替える、画面の解像度や色数 
の変更など、ノ（ソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃やお動を与えないでください。 

• 書さ込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

mm 周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

•パソコン本体か日携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたことを確認し 
てください。 

•「 TOSH 旧 A Disc creator 」 では、データび正常に書き込まれたことを確認（簡易チェッ 
ク）するよラに設定されています。 

巧の手順で確認でさます。 

①[スタート]ボタン （◎) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD&DVD 
アプ U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ] をク U ックする 
「TOSHIBA Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面び表示されます。 

③[データ CD / DVD 作成]をク U ックする 

③メインウインドウで驗妇をク U ックし、[書き込み設定]一[データ CD / DVD 設定] 
をク I 」ツクする 



[データ CD / DVD 設定]画面び表示されます。 
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④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびでさます。 



1E1 DVD の再生にあたつて 


本項では、 「 DVD 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD - Video フォー 

マツトまたは DVD - VR フォーマツトで記録されたディスクをおします。 

•使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちする場合びあります。 

•家庭用 DVD レコーダーで録画した、ファイナライズされていない DVD はパソコンで再生で 
さない場合びあります。 

• DVD の再生には、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を使巧してください 。 [Windows Media 
PlayerJ やその他巿販ソフトを使用して DVD を再生すると、表示び乱れたり、再生できな 
い場合びあります。このようなときは、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を起動し、 DVD を再 
生してください。 

• DVD 再生ソフト 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 では、 DVD - Video と DVD - VR の再生びでさ 
ます 。 Video CD、Audio CD . MP 3 の再生はサポートしていません。 

• DVD 再生時は、 AC アダプターの接続をおすすめします。省電力機能び働くと、スムーズな 
再生びでさない場合びあります。バツテ U —駆動で再生する場合は電源プランで「高パフォー 
マンス」を選択してください。 

• DVD を再生する前に、ほかのアプ U ケーシヨンを終了させてください。また、再生中には 
ほかのアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないでください。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 の起動中は、ス U - プ、休止巧態を実行しないでください。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 の起動中は、コンピューターの□ツク状態に移行する操作 
+ 0 キーまたは@+臣りキーを巧す）をしないでください。 

• Region コードは4回まで変更することびできますび、通常は出荷時のままご利用ください。 
出荷時の状態では、 Region 〕ー ドびに」に設定されておりますので、 Region コードび 
「2」または 「 ALU の DVD - Video をご使用ください。 

• 外部ディスプレイに表示する場合は、再生する前にあらかじめ表示装置を切り替えてくださ 
い。 

表示装置の切り替え「4章口外部ディスプレイの接続」 
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• 外部ディスプレイ側の解像度や U フレッシュレートび高い場合、 DVD 再生画像び正常に表 
示されないことびあります。その際はいったん再生を終了し、外部ディスプレイ側の解像度、 
リフレッシュレートや色数を下げてご使用ください。 

その他のを意については、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 のヘルプに記載しています。 

「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 のヘルプの起動は、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ 

□グラム] 一 [TOSHIBA DVD PLAYER ] - [TOSH 旧 A DVD PLAYER ヘルプ]をクリッ 

クしてください。 

1E1 ウイルスチェック•セキュリティ巧策について 
Iほ用するにあたって _ 

• ご使用になる場合には必ずウイルス定義ファイルの最新版をダウン□ー ドしてください。 

• ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルをダウン□ー ドしてくださし、。 

•本製品に添付されている「ウイルスバスター」は目0日間の使用期限びあります。使用期限 
び切れたあとは、延長の申し込み、または市販品をご検討ください。 

•市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトをインス!-ールする場合は、すでにイン 
ス I ルしているウイルスチェックソフトをすべてアンインストールしてか日行ってくださ 
い。 

• Windows ファイアウォールと、「ウイルスバスター」のセキュ U ティ機能（ファイア 
ウォールなど）び両方とち有効になっていると、アプ U ケーシヨンなどび正常に動作しない 
場合びあります。 ] つのセキュ U ティ機能のみ有効にしてください。 

Windows フアイアウォールについて 『 Windows ヘルプとサポート』 

ウイルスチェックソフトのセキュ U テイ機能について「ウイルスバスター」のヘルプ 


la 文書や表、メールについて 

圓ほ用するにあたって _ 

•作成した文書など、八ードディスクや外部記憶メディアに保をしているデータは、万び一故 
障び起きた場合や、変化/消失した場合に備えて、定期的にバックアップをとって保存して 
ください。八ードディスクや外部記憶メディアに保をした内容の損書については、当社は 
し''っさいその責任を負いません。 









D ご使用にあたってのお願い 


na 指紋認証について 


I 指紋認証の操作にあたつて _ 

指紋センサーは非常に高度な技術で作日れておりますので、巧の取扱ミ主意事項を守ってご使用 
ください。特に指紋センサー表面の取り扱いには十分ごを意ください。 

• 次のような取り扱いをすると故障したり、指紋び認証されない原因になります。 

-指紋センサー表面をのなどの硬いちのでこすったりひっかいたりする 
-指紋センサー表面を強<巧す 
-濡れた手で指紋センサー表面を軸る 

指紋センヴーの表面 I こ水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

-化粧品や薬品、砂やおなどの付いた手で指紋センサー表面を触る 
砂などのルさい物でち、指紋センサーを傷つける場合びあります。 

-指紋センサー表面にシールなどをはる 
-指紋センサー表面に餘筆やボールペンなどで書< 

-指紋センサー表面を静電気を帯びた手や布などで触る 
• 指紋センサーをご使用になるときには、次の点にごミ主意ください。 

-手びミちれている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気び乾燥するを場にはミ主意してください。静電気は指紋センサーの故障原因になり 

ぶ5 〇 

-眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔日かい布でセンサーの巧れをふさ取る 
このとき、洗剤は使用しないでください。 

-指と指紋センサーび横から見て平行になるよラに指を置く 
• 指紋センサーと指の中央を合わせる 
-指紋センサーの上に第]関節びくるよラに置く 
-すべらせるときにはゆっくりと一定のはやさで手前にすべらせる 
それでち認識されない場合は、はやさを調整してください。 

-ちの図のよラに、指を上下や左ちにぶれさせず、指紋 
センサーび完全に見える状態になるまで手前にすべ日 
せてください。 


指紋センサー 

•指紋を登録する場合には、認識率向上のために次のよラな状態の指は避けてください。 
• 濡れてし、る 
-けびをしている 
-ふやけている 
-荒れている 
-ミちれている 

指紋の間の巧れや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 


読み込ませる節囲 
























D ご使用にあたってのお願い 


• 認識率び下びったな、と思った5なの点を確認してください。 

-指紋センサーの表面び巧れていないか確認する 
ミちれている場合は、眼鏡ふき（ク U - ナーク□ス）などの柔らかい布で軽くふき取ってか 
日使ってください。指紋センサー表面は強くこす日ないでください。故障するおそれびあ 
ります。 

-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した巧態、ふやけた巧態、指紋び磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態び異なると認識でさない可能性びあります。認識率び改善さ 
れない場合には、ほかの指での再登録をおすすめします。 

-指の置さかたにミ主意する 

• その他 

- 2本しソ上の指を登録することをおすすめします。ラまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、ほかの指を登録してください。 

-指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報びかないなど 
の理由で、登録-使用びでさない場合びあります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウエアの完全な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、いっさいの責任は負いかねますので、 
ご了をください。 

I Windows □グオンパスワードの設定について _ 

•パスワードびわか5なくなった場合、パソコンの管理者アカウントで設定したユーヴーアカ 
ウントびほかにあれば、そのアカウントで□グオンしてパスワードの再登録びできます。管 
理ちアカウントで設定したほかのユーヴーアカウントびない場合は、 U カバ U —をしてくだ 
さい。 U カバ U —をすると、購入したあとに作成したデータなどは、すべて消失します。 


Windows □グオンバスワードについて 『 Windows ヘルプとサポート』 


I 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定び変更された場合、起動時にユーヴーノ（スワードや 
HDD パスワードの入力を巧められることびあります。その場合は、キーボードから各パス 
ワードを入力してください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


1HTPM にごいて 


Itpm の操作にあたつて _ 

•「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストールすると 、 Windows 
□グオンパスワードやユーヴーパスワードとは別に TPM に対するパスワードを設定する必 
要びあります。設定したパスワードは、忘れたとさのために必ず控えておいてください。ま 
た控えたパスワードは、安全な場所に保管してください。パスワードびわか5なくなった場 
合、どんな手段でち TPM で保護されたデータを復元することはできません。 

•本製品を修理•保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチップ ( TPM ) 
内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製品を保守•修理に出す 
際は、バックアップウィヴードを使用して、 TPM をバックアップしておいてください。 
バックアップしたメディアは、安全な場所に保管してください。データのノ（ックアップに関 
しては、当社はいっさいの責任を負いかねますのでご了承ください。 

バックアップウィヴードについて 

TPM のヘルプ 『Infineon Security Platform ソリユーシヨン』 


•本製品を修理.保守に出した場合、搭載されている TPM に障害びなくてち TPM び交換され 
る場合びあります。 

その場合、バックアップウィヴードを使用して、 TPM の設定を復元してください。 

• TPM では、最新のセキュ U ティ機能を提供しますび、データや八ードウエアの完全な保護を 
保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障害、損書に関して、いつ 
さいの責任は負いかねますので、ご了承ください。 

•管理者（所有ち）登録を削除すると、 TPM に関係するセキュ U ティ機能び使用でさなくな 
ります。このため、管理ち権限を持たないユーヴーび BIOS セットアップの [SECURITY 
CONTROLLER ] の項目を操作できないように設定することをおすすめします。 

管理者し U がのユーザーの制限について 

『 Trusted 円 atform Module 取扱説明書巨東芝バスワードユーティ U ティ』 

•管理者（所有ち）登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、ちラ]度 TPM へ 
管理ち（所有者）登録を行ラ必要びあります。 








D ご使用にあたってのお願い 


KEM roVD MovieWriterJ の使用にあたって 

•「DVD MovieWriterJ は〕ンピューターの管理ちアカウントで使用してください。 

•本製品にインス I -ールされていない、その他の映像データを取り込むソフトウエアは使用し 
ないでください。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 などの映像を再生するアプ U ケーシヨンび動作していると、編 
集中のプレビューび正しく表示されないことびあります。編集中はほかのアプ U ケーシヨン 
を終了してください。 

•編集中のプレビューは本体液晶ディスプレイにのみ表示されます。外部ディスプレイには表 
示されません。 

•著作権保護されたコンテンツの編集は行えません。 

• 著作権保護されているコンテンツは再生でさません。 

•「DVD MovieWriterJ の動作中は、画像の解像度-色数の変更は行わないでください。 

• roVD MovieWriterJ では、ソース（映像ファイル）のビットレートによっては、 ] 枚に 
圧縮でさない場合びあります。 

• DVD - Au 出 0 や Video CD 、 miniDVD を作成することはできません。 

• DVD へ書さ込みを行ラには、映像データのサイズの約2.已倍しソ上の空さ容量び八ードディス 
クに必要です。あ日かじめ八ードディスクの空さ容量を確認してください。使用する映像 
ファイルや編集のしかたによって、必要な空き容量び異なります。 

• DVD に映像データを書さ込む場合、映像データの大ささや編集のしかたによってはデータ 
の変換に数時間かかることびあります。 

• に Orel Labe 恼 Once ] 画面での DVD ラベルの作刷ホ、必ずレーベル面に直接印刷できる 
プ U ンターとメディアをご利用ください。市販のラベルシールを貼付した DVD をご利用に 
なると、ドライブの故障の原因になります。市販のラベルシールは使用しないでください。 







D ご使用にあたってのお願い 


1 E 1 メディアへの書き込み / A - ドディスクへの書き出しについて国 

CD / DVD への書さ込み/八ードディスクへの書さ出しを行ラとさは、なのミ主意をよく読んで 
から使用してください。守らずに使用すると、書さ込み/書さ出しに失敗するおそれびありま 
す。また、ドライブへのショックなど本体異常や、記録メディアの状態などによっては処理び 
正常に行えず、書さ込み/書さ出しに失敗することびあります。 


■記録メディアへの書き込み/八ードディスクへの書き出しを行うにあたって 

•パ'ッテ U —駆動で使用中に書き込みを行ラと、バッテ U —の消耗などによって書き込みに失 
敗するおそれびあります。必ず AC アダプターを使用してパソコン本体を電源コンセントに 
接続してご使用ください。 

•書さ込みを行ラとさは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、電源才 
フ/ス U —プ/休止状態/再超動を実行しないでください。 

省電力の設定について「已章0省電力の設定をする」 

•巧に示すような、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-音楽 CD/DVD の再生アプ U ケーシヨン 

-スク U - ンセーバー •ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 

•ウイルスチェックソフト •モデムなどの通信アプ U ケーシヨン など 

ソフトウェアによっては動作の不安定やデータの破損の原因となるので、使用しないことを 
推奨します。 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り替える、画面の解像度や色数 
の変更など、パソコン本体の操作は行わないでください。 

• メディアカードのセット/取り出しや、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでくだ 
さい。 

メディアカードについて「2章0 SD メモリカードを使ラ」 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよラ」 

•パソコン本体から、携帯電話およびほかの無線通信装置を離してください。 

• SD メモ U 力ード、 SDHC メモ U カード、 USB 接続などの八ードディスクドライブなど、本 
製品の内蔵八ードディスクじ(外の記憶装置にあるデータを書を込むとさは、データをいった 
ん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてか日書き込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてから書さ 
込みを行ってください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

•重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたことを確認し 
てください。 

• CD/DVD に書き込みを行うときは、市販のライティングソフトウェアは、使用しないでく 
ださい。 

• CD/DVD に書さ込むとさには、それぞれの書さ込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠 
したメディアを使用してください。また、推奨するメーカーの記録メディアを使用してくだ 
さい。 
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D ご使用にあたってのお願い 


■作成した DVD について 

•作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンでは再生できないことも 
あります。また、作成した DVD 十 R DL メディア、 DVD-R DL メディアを再生するときは、 
それぞれの記録メディアの読み取りに対応している機器を使用してください。 

•作成した DVD を本製品で再生するときは、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を使用してくださ 
し 、。 「Windows Media 円 ayer 」 やその他の巿販ソフトを使用して再生すると、表示び乱れ 
たり、再生でさない場合びあります。 

■ 映像データを DVD に書き込む前に 

• DVD に書き込みを行ラときには、それぞれの規格に準拠した記録メディアを使用してくだ 
さい。また、推奨するメーカーの記録メディアを使用してください。なお、再生する機器に 
応じて、その機器の取扱説明書でち推奨される記録メディアを使用してください。守日ずに 
使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックなど本体 
異常や、記録メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 
びあります。 

•本製品に付属の 「DVD MovieWriterJ じ(外の映像データライティングソフトウェアは動作 
保証していません。 
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n - フィルタ ー J について 


• 無料使用期間はご使用開始より90曰間です。無料使用期間び過ざますと、設定びすべて解 
除されフィルタ U ング機能びご使用できなくなります。無料使用期間中に有料にて正規サー 
ビスをお申し込みいただくことで、継続して使用することびできます。 
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記録ゾディアについて 


メディアを使ラ前に、なの内容をよく読んでください。 

本製品では、なのメディアを使ラことびでさます。 

•CD •DVD 

• SD メモ I 」力ード •SDHC メモ I 」力ード 

• miniSD メモ I 」力ード* 1 •microSD メモ I 」力ード* 1 

SD メモ U 力ード、 SDHC メモ U 力ードで使用できる容量については [dynabook **** 
(お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

*1 カード専用のアダプターを装着すると使用でさます。 


~ 1 ~ 


ほえる CD をお認しよラ 


* ドライブ内蔵モデルのみ 


I CD-RW、CD-R について/ CD-RW、CD-R のほ用巧奨メーカー 


• CD - RW 、 CD - 阿こ書き込む際には、なのメーカーのメディアを使用することを推奨します。 
CD-RW (マルチスピード 、 High Speed ) 菱化学メディア（株)、（株） U 〕一 
CD-RW (Ultra Speed ) :;菱化学メディア（株） 

CD-R :太陽誘電册)、日立マクセル臘）*1、；菱化学メディア臘)、（株） U 〕一 
これ日のメーカーじ(外のメディアを使用すると、ラまく書さ込みびでさない場合びあります。 
*] N 12シ1」ーズのみ 



•書き込み速度は、使用するメディアによって異なります。 

マルチスピード CD-RW メディア：最大4倍速 
High Speed CD - RW メディア:最大] 0倍速 
Ultra Speed CD - RW メディア：最大]己倍速 

(Ultra Speed + CD - RW メディアは使用できません。使用した場合、データは保証できません。) 
CD - R メディア ： RX 2 シ U - ズ、 RX 2 L シ U - ズの場合は最大16倍速 

N 12シ U —ズの場合は最大24倍速 

撮大の倍速で書き込むためには書き込み速度に対応した CD-R メディアを使用してください。） 

• CD - 阿こ書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書き込 
んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んでください。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディアの内容を 
十分に確認してか日行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

•八ードディスクに不良セクターびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に 
「エラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 
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且記録メディアについて 


• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
さなくなる場合びあります。データなどを書さ込む際は、メディアの状態をよくご確認くだ 
さい。 


回 


ほえる DVD をお認しよ 


* ドライブ内蔵モデルのみ 


■ DVD 书 AM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM は次の 
とおりです。 

カート U ッジタイプのメディアは、カート U ッジから取り出してドライブにセットしてくださ 
い。両面ディスクで、読み出し/書さ込みする面を変更するとさは、一度ドライブからメディ 
アを取り出し、裏返してセットし直してください。 

〇:使用できる X :使用できない 


DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

カート U ツジなし*1 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

カート U ツジタイプ（取り出し可能）* 2 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーでは再生できない場合びあります。 
*2 2.日 GB、 已 .2GB のディスクは使用でさません。 











0 記録メディアについて 


I DVD について /DVD のほ用巧奨メーカー _ 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R に書さ込む際には、次のメーカー 
のメディアを使用することを推奨します。 

書き込み速度は、使用するメディアによって異なります。 

これらのメーカーじ(外のメディアを使用すると、ラまく書さ込みびでさない場合びあります。 

RX 吕シリーズ、 RX 2 L シリーズの場合 


メディア 

書 さ込み 
/書 さ換え速度 

巧奨 メーカー 

DVD-R 

4倍速 

最大4倍速 

太陽誘電（株)、パナソニック（株） 

8倍速、]6倍速 

最大8倍速 

太陽誘電（株)、パナソニック（株） 

DVD 十 R 

8倍速、 ] 己倍速 

最大8倍速 

吉菱化学メディア（株)、（株） U コー 

DVD-RW 

2倍速 

最大2倍速 

日本ビクター(株)、吉菱化学メディア(株） 

4倍速、6倍速 

最大4倍速 

日本ビクター(株)、吉菱化学メディア(株） 

DVD+RW 

2. 4倍速 

最大 2. 4倍速 

吉菱化学メディア（株)、（株） U コー 

4倍速 

最大4倍速 

吉菱化学メディア（株)、（株）リコー 

DVD-RAM 

3倍速、5倍速 

最大3倍速 

日立マクセル（株)、パナソニック（株） 


これ日より速い書さ込み倍速に対応したメディアを使用することはでさません。 

N 12シリーズの場合 


メディア 

書 さ込み 
/書 さ換え速度 

巧奨 メーカー 

DVD-R 

4倍速 

最大4倍速 

吉菱化学メディア（株） 

8倍速、]6倍速 

最大8倍速 

太陽誘電（株)、曰立マクセル（株)、 

吉菱化学メディア（株） 

DVD-R DL 

4倍速、8倍速 

最大4倍速 

吉菱化学メディア（株） 

DVD 十 R 

8倍速、]6倍速 

最大8倍速 

太陽誘電(株)、=菱化学メディア（株)、 
臘)リ〕一 

DVD 十 R D し 

2. 4倍速 

最大 2. 4倍速 

吉菱化学メディア（株） 

8倍速 

最大4倍速 

吉菱化学メディア（株） 

DVD-RW 

2倍速 

最大2倍速 

日本ビクター(株)、吉菱化学メディア(株） 

4倍速 

最大4倍速 

日本ビクター(株)、吉菱化学メディア(株） 

巨倍速 

最大6倍速 

日本ビクター(株)、吉菱化学メディア(株） 

DVD+RW 

2. 4倍速 

最大 2. 4倍速 

吉菱化学メディア（株)、（株） U コー 

4倍速 

最大4倍速 

吉菱化学メディア（株)、（株）リコー 

8倍速 

最大8倍速 

吉菱化学メディア（株)、（株）リコー 

DVD-RAM 

3倍速 

最大3倍速 

日立マクセル（株)、パナソニック（株） 

已倍速 

最大5倍速 

日立マクセル（株)、パナソニック（株） 


これらより速い書さ込み倍速に対応したメディアを使用することはでさません。 




































且記録メディアについて 


• DVD - R 、 DVD + 阿こ書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え巧能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD+RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書さ込んでください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消 
去の際は、メディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されているときには、書き込み-消去するメディアを 
セツトしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R への書さ込みでは、フアイ J レの管 
理領域などち必要になるため、メディアに記載された容量分のデータを書さ込めない場合び 
あります。 

• DVD - RW 、 DVD-R への 書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサイ 
ズび約] GB に満たなし觸合にはダミーのデータを加えて、最ル1 GB のデータに編集して書き 
込みます。 

このため、実際に書さ込ちラとしたデータびかないにちかかわらず、書さ込み完了までに時 
間びかかることびあります。 

•八ードディスクに不良セクターびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に 
「エラーチェツク」でクラスターのチェツクを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、ミちれ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
きなくなる場合びあります。データなどを書き込むときは、メディアの状態をよくご確認く 
ださい。 

• DVD - RAM をドライブにセツトしたとき、システムび DVD - RAM を認識するまでに多か時間 
びかかります。 


爲メモ 

♦ DVD-R は、 DVD-R for General Ver2.0 規格に準拠したディアを使用してください。 

♦ DVD-RW は、 DVD-RW Verl.l または Verl.2 規格に準拠した ディアを使用してください。 

♦ DVD-RAM は、 DVD-RAM Ver2 .日、 Ver2.1、Ver2.2 規格に準拠したディアを使用してくださし、。 
•市販の DV □-刊こは業務巧Xディア（わ「 Authoring) と一般用メディア （for General) があります。 

業務用ディアはパソコンのドライブでは書き込みすることがでさません。 

—般用ディア （for General) を使用してください。 

♦市販の DVD-RAM、DVD-RW、DVD-R、DVD+RW、DVD+ 刊こは 「for Data」 と 「for Video」 の 
2 種類があります。映像を保存ずる場合や家庭用 DVD ビデオレコーダーとの互換性を重視する場合は 
「for Video」 を使用してください。 

♦作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンでは再生できないこともあります。 
また、 N]2 シ U —ズで作成した DVD+R DL メディア、 DVD-R DL メディアを再生するとさは、それ 
ぞれの記録メディアの読み取りに対応している機器を使用してください。 
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0 記録メディアについて 


■ C 诵 f メディアカードをほう前に 


mm メディアカードの操作にあたって 

• SD Card LED び点灯中は、電源を切ったり、メディアカードを取り出したり、パソコン本 
体を動かしたりしないで<ださい。データやメディアカードび壊れるおそれびあります。 

• メディアカードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく差し込まれていない 
場合、パソコンの動作び不安定になったり、メディアカードび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、メディアカードを取り出さないでください。データび消失するおそれびあり 
ます。 

• メディアカードのコネクタ部分（金色の部分）には軸れないでください。静電気で壊れるお 
それびあります。 

• メディアカードを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください。 
データび消失したり、メディアカードび壊れるおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ず SD カードス□ットか日メディアカードを取り出して 
ください。 SD カードス□ットやメディアカードび破損するおそれびあります。 

B SD メモリカードを使う前に 

• SD 力ードス□ットに min 旧 D メモ U 力ードをセットするときは、必ず SD メモ U 力ードサイ 
ズの min 旧 D メモ U カード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 

microSD メモ U 力ードをセットするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ U 
カード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 min 旧 D メモリカードサイズの 
microSD メモ U カード用のアダプターは使用できません 

• SD 力ードス□ットか日 miniSD メモ U 力ード/ microSD メモ U 力ードを取りはずすときは、 
必ず min 旧 D メモリカードまたは microSD メモ U カード用のアダプターに装着したままの状 
態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、 
すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作保証はできません。 

• SD メモ U 力ード/ SDH 巳メモ U 力ードは、 SDMI の取りみめに従って、デジタル音楽データ 
の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
で〕 ピ ー 、再生することはできません。 SDIVII とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様をみめるための団体のことです。 
•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使 
用でさません。 

• SD メモ U 力ード/ SDHC メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱うことびできます。メモ U の一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用でさるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 










且記録メディアについて 


I SD メモリカード/ SDHC メモリカードのフォーマツトについて 

• Windows 上 （[コン ピューター]画面）で SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードの フォー 
マットを行わないでください。デジタルカメラやオーディオプレーヤーなどほかの機器で使 
用でさなくなる場合びあります。 

•再フォーマットを行ラと、その SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードに保をされていた情 
報はすべて消去されます。 ] 度使用した SD メモ U カード / SDHC メモ U カードを再フォー 
マットする場合はミ主意してください。 

•「東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」でフォーマットするときは、 r 東芝 SD メモ U 力ード 
フォーマット」じ(外の、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを使用するアプ U ケーシヨ 
ンはあ日かじめ終了させてください。 


Q [記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア（フ□ッピーディスク、半導体メモ U 、 CD 、 DVD など）を廃棄•譲ミ度する際に 
は、書さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダーち販売されています。 
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おさ樣普録の手続ま 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用を（ユーヴー）であ 
ることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴー登録」といいま 
す。 

お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なり 
ます。 

お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーザーの」など、名称は製品によって異なります）び必要な 
場合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びあります 
ので、使い始めるとさに済ませておくことをおすすめします。 


ま芝の ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、次のアドレス「東芝 ID ( TID ) とは？」をご覧ください。 
https://room 1 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htm 

I 登録方法 _ 

お客様の環境に応じて、登録方法を選択でさます。 

■方法！-[東芝お客様登録]アイコンからのご登録ち法 

インターネットに接続後、登録用のホームページに簡単にアクセスでさます。 

■方法2 -インターネットからのご登録ち法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
登録用ホームぺージ： http :// room 1 048 .jp 

商品の追加登録は r 方法1」または「方法2」で行います。 

ここでは、 r 方法1」を紹介します。 




B お客様登録の手続さ 


mm [ま泛お客様登録]アイコンか6のご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダーとの契約をしてある場合に、[東芝お 
客様登録]アイコンから TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあ 
いだの通信料金やプ□バイダー使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご 
了承ください。 

幻メモ 

• インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面 
び表示される場合びありまず。インターネット接続を許可ずる項目を選択し、操作を進めてください。 
•初!めて 「Internet Explorer」 を起動したときは、操作の途中で、検索ツールの利用をお認する画面び 
表示される場合びあります。 

画面に従って操作してください。 


I デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン（爵）をダブルクリック 
する 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

LU 降は、画面の指示に従って操作してください。 










巧術甚準適をについて 


■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

(社）電子情報技術産業協会情報処理機器高調波電流抑制対策実行計画に基づく定格入力 
電力値： 

付属の AC アダプターの出力電力値び4已 W の場合：已已 W 


■電波障害自主規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし 
ていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害 
を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


VCCI-B 


「8 章 0 - 居 ] -Q バソコンの近くにあるテレビやラジオの調モがおかしし、」 
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□ 技術基準適合について 


I 内蔵モデムについて _ 

* モデム内蔵モデルのみ 

本製品の内蔵モデムをご使用になる場合は、巧のミ主意事項を守ってください。 



事業法第5□条1項に基づさ、技術基準適合認定を受けたちのです。 



定番号 

A0 己 -0413001 


■対応地域 

内蔵モデムは、なの地域で使用でさます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、 
イギリス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、 
オーストラリア、オーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、 
クウェート、サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、スリランカ、 

ス□パ'キア、ス□ベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、ドイツ、トルコ、日本、 
ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、八ンガ U -、 バングラデシュ、フィリピン、 
フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、 
香港、マルタ、マレーシア、南アフリカ、メキシコ、モ□ッコ、ラトビア、リトアニア、 
ルーマニア、ルクセンブルク、レバノン、□シア 

に009年9月現在) 


なお、その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域では使用でさません。ミ主意 
してください。 

内蔵モデムび使用できない地域では、その地域で許認可を受けているモデムを購入してください。 
内蔵モデムに接続する回線び PBX 等を経由する場合は使用でさない場合びあります。 

上記のミ主意事項を超えてのご使用における危書や損害などについては、当社では責任を負えま 
せんのであらかじめ了をしてください。 

設定について「3章 Q - IXI - E 9 ミ毎がでインターネットに接続するには」 



■ 自動再発信の制限 

内蔵モデムは2回を超える再発信0」ダイヤル）は、発信を行わず 『BLACK USTED 』 を返 
します （『 BLACKLISTED 』 の応答コードび問題になる場合は、再発信を2回じ(下または再発 
信間隔を]分し U 上にしてください)。 

* 内蔵モデムの自動再発信機能は、電気通信事業法の技術基準（アナ□グ電話端末）「自動 
再発信機能は2回 L ソ内（但し、最初の発信か日3分 LU 内)」に従っています。 
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D 技術基準適合について 


Conformity Statement 

The equipment has been approved to [Commission Decision "CTRzl"]lor pan-buropean single 
terminal connection to the Public Switched Telephone Network (PSTN). 

However, due to differences between the individual PSTNs provided in different 
countries/regions the approval does not, of itself, give an unconditional assurance of successful 
operation on every PSTN network termination point. 

In the event of problems, you should contact your equipment supplier in the first instance. 


Network Compatibility Statement 

This product is designed to work with, and is compatible with the following networks. It has 
been tested to and found to confirm with the additional requirements conditional in EG 201121, 


uermany 

Greece 

Portugal 

Spain 

Switzerland 

All other countries/regions 


- ATAAB AN005,AN006,AN007, AN009，AN010 and DE03, 04,05, 
08,09,12，14，17 

- ATAAB AN005，AN006 and G 民01，02,03,04 
- ATAAB ANOOl， 005,006,007,011 and P03, 04,08，10 
- ATAAB ANOO 5,007,012, and ESOl 
- ATAAB AN002 
- ATAAB ANOO 3,004 


Specific switch settings or software setup are required for each network, please refer to the 
relevant sections of the user guide for more details. 

The hookflash (timed break register recall) function is suDject to separate national type 
approvals. If has not been tested for conformity to national type regulations, and no guarantee of 
successful operation of that specific function on specific national networks can be given. 


Pursuant to FCC CFR 47, Part 68: 



When you are ready to install or use the modem, call your local telephone company and 
give them the following information: 

- The telephone number of the line to which you will connect the modem 
- The registration number that is located on the device 


The FCC registration number of the modem will be found on either the device which is to 
be installed, or, if already installed, on the bottom of the computer outside of the main 
system label, 

- The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 


The modem connects to the telephone line by means of a standard jack called the USOC 
RJllC. 
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□ 技術基準適合について 


Type of service 

Your modem is designed to be used on standard-device telepnone lines. 

Connection to telephone company-provided coin service (central office implemented 
systems) is prohibited. Connection to party lines service is subject to state tariffs. If you 
have any questions about your telephone line, such as how many pieces of equipment you 
can connect to it, the telephone company will provide this information upon request. 


Telephone company procedures 

The goal of the telephone company is to provide you with the best service it can. 

In order to do this, it may occasionally be necessary for them to make changes in their 
equipment, operations, or procedures. If these changes might affect your service or the 
operation of your equipment, the telephone company will give you notice in writing to 
allow you to make any changes necessary to maintain uninterrupted service. 

If problems arise 

If any of your telephone equipment is not operating properly, you should immediately 
remove it from your telephone line, as it may cause harm to the telephone network. If the 
telephone company notes a problem, they may temporarily discontinue service. When 
practical, they will notify you in advance of this disconnection. If advance notice is not 
feasible, you will be notified as soon as possible. When you are notified, you will be given 
the opportunity to correct the problem and informed of your right to file a complaint with 
the FCC. 

In the event repairs are ever needed on your modem, they should be performed by TOSHIBA 
Corporation or an authorized representative of TOSHIBA Corporation. 

Disconnection 

If you should ever decide to permanently disconnect your modem from its present line, 
please call the telephone company and let them know of this change. 


Fax branding 

The Telephone Consumer Protection Act of 1991 makes it unlawful for any person to use a 
computer or other electronic device to send any message via a telephone fax machine 
unless such message clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted 
page or on the first page of the transmission, the date and time it is sent and an identification 
of the business, other entity or individual sending the message and the telephone number of 
the sending macnine or such business, other entity or individual. 

In order to program t 打 is information into your fax modem, you should complete the setup 
of your fax software before sending messages. 

CAUTION: Use only No. 26AWG or larger modular cable. 





□ 技術基準適合について 


Instructions for 1C CS-03 certified equipment 

1 NOTICE : The Industry Canada label identifies certified equipment. This certification 
means that the equipment meets certain telecommunications network protective, 
operational and safety requirements as prescribed in the appropriate Terminal Equipment 
Technical Requirements document(s). The Department does not guarantee the equipment 
will operate to the user's satisfaction. 

Before installing this equipment, users should ensure that it is permissible to be connected 
to the facilities of the local telecommunications company. The equipment must also be 
installed using an acceptable method of connection. 

The customer should be aware that compliance with the above conamons may not prevent 
degradation of service in some situations. 

Repairs to certilied equipment should be coordinated by a representative designated by 
the supplier. Any repairs or alterations made by the user to this equipment, or equipment 
malfunctions, may give the telecommunications company cause to request the user to 
disconnect the equipment. 

Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of 
the power utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are 
connected together. This precaution may be particularly important in rural areas. 

Caution: Users should not attempt to make such connections themselves, but should 
contact the appropriate electric inspection authority, or electrician, as appropriate. 

と rhe user manual of analog equipment must contain the equipment's Ringer Equivalence 
Number (REN) and an explanation notice similar to the following: 

The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem's label. 

NOTICE : The Ringer Equivalence Number (REN) assigned to each terminal device 
provides an indication of the maximum number of terminals allowed to be connected to 
a telephone interface. The termination on an interface may consist of any combination of 
devices subject only to the requirement that the sum of the Ringer Equivalence Numbers 
of all the devices does not exceed 5, 

d rhe standard connecting arrangement (telephone jack type) for this equipment is jack 
type(s): USOC RJllC 
CAN ADA: 4005 B-DELPHI 





□ 技術基準適合について 


Notes for Users in Australia and New Zealand 

Modem warning notice for Australia 

Modems connected to the Australian telecoms network must have a valid Austel permit. 
This modem has been designed to specifically configure to ensure compliance with Austel 
standards when the region selection is set to Australia. 

The use of other region setting while the modem is attached to the Australian PSTN would 
result in you modem being operated in a 打 on-compliant manner. 

To verify that the region is correctly set, enter the command ATI which displays the currently 
active setting. 

To set the region permanently to Australia, enter the following command sequence: 

AT%TE 二 1 
ATS133 二 1 
AT&F 
AT&W 
AT%TE 二 0 
ATZ 

Failure to set the modem to the Australia region setting as shown above will result in the 
modem being operated in a non-compliant manner. Consequently, there would be no permit 
in force for this equipment and the Telecoms Act 1991 prescribes a penalty of $12,000 for 
the connection of non-permitted equipment. 

Notes for use of this device in New Zealand 

- The grant of a Telepermit for a device in no way indicates Telecom acceptance of 
responsibility for the correct operation of that device under all operating conditions. 
In particular the nigher speeds at which this modem is capable of operating depend on a 
specific network implementation which is only one of many ways of dehverins high quality 
voice telephony to customers. Failure to operate should not be reported as a fault to 
Telecom. 

-In addition to satisfactory line conditions a modem can only work properly if: 
a/ it is compatible with the modem at the other end of the call and 

b/ the application using the modem is compatible with the application at the other end of 
the call-e.g., accessing the Internet requires suitable software in addition to a modem. 

- This equipment shall not be used in any manner which could constitute a nuisance to 
other Telecom customers. 

- Some parameters required for compliance with Telecom's PTC 
Specifications are dependent on the equipment (PC) associated with tnis modem. The 
associated equipment shall be set to operate within the following limits for compliance 
with Telecom Specifications: 

a/ 1 here shall be no more than 10 call attempts to the same number within any 30 
minute period for any single manual call initiation, and 

b/ The equipment shall go on-hook for a period of not less than 30 seconds between the 
end of one attempt and the beginning of the next. 

c/ Automatic calls to different numbers shall be not less than 5 seconds apart. 





□ 技術基準適合について 



- Immediatelv disconnect this equipment should it become physically damaged, and 
arrange for its disposal or repair, 

- The correct settings for use with this modem in New Zealand are as follows: 

ATBO (CCITT operation) 

AT&G2 (1800 Hz guard tone) 

AT&Pl (Decadic dialing make-break ratio 二 33%/67%) 

ATSO 二 0 (not auto answer) 

ATS 10 二 less than 150 (loss of carrier to hangup delay, factory default oi じ recommended) 
ATS 11 二 90 (DTMF dialing on/off duration=90 ms) 

ATX2 (Dial tone detect, but not (U.S.A.) call progress detect) 

- When used in the Auto Answer mode, the SO register must be set with a value between 3 
or 4. This ensures: 

(a) a person calling your modem will hear a short burst of ringing before the modem 
answers. This confirms that the call has been successfully switched through the network. 

(b) caller identification information (which occurs between the first and second ring 
cadences) is not destroyed, 

- The preferred method of dialing is to use DTMF tones (ATDT...) as this is faster and more 
reliable than pulse (decadic) dialing. If for some reason you must use decadic dialing, 
your communications program must be set up to record numbers using the following 
translation table as this modem does not implement the New Zealand "Reverse Dialing" 
standard. 

Number to be dialed: 0123456789 

Number to program into computer: 0987654321 

Note that where DTMF dialing is used, the numbers should be entered normally. 

- The transmit level from this device is set at a fixed level ana because of this there may be 
circumstances where the performance is less than optimal. 

Before reporting such occurrences as faults, please check the line with a standard 
Telepermitted telephone, and only report a fault if the phone performance is impaired. 

- It is recommended that this equipment be disconnected from the Telecom line during 
electrical storms. 

- When relocating the equipment, always disconnect the Telecom line connection before 
the power connection, ana reconnect the power first, 

- This equipment may not be compatible with Telecom Distinctive Alert cadences and 
services such as Fax Ability, 


220 





D 技術基準適合について 


NOTE THAT FAULT CALL OUT CAUSED BY ANY OF THE ABOVE CAUSES 
MAY INCUR A CHARGE FROM TELECOM 

General conditions 

As required by PTC 100, please ensure that this office is advised of any changes to the 
specifications of these products which might affect compliance with the relevant PTC 
Specifications, 

The grant of this Telepermit is specific to the above products with the marketing description as 
stated on the Telepermit label artwork. The Telepermit may not be assigned to other parties or 
other products without Telecom approval, 

A Telepermit artwork for each device is included from which you may prepare any number of 
Telepermit labels subject to the general instructions on format, size and colour on the attached 
sheet. 

The Telepermit label must be displayed on the product at all times as proof to purchasers and 
service personnel that the product is able to be legitimately connected to the Telecom network. 

The Telepermit label may also be shown on the packaging of the product and in the sales literature, 
as required in PTC 100. 

The charge for a Telepermit assessment is $337.50. An additional charge of $337.50 is payable 
where an assessment is based on reports against non-Telecom New Zealand Specifications. 
$112.50 is charged for each variation when submitted at the same time as the original. 

An invoice for 案 NZl 237.50 will be sent under separate cover. 
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D 技術基準適合について 


■ FCC information 

FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following 
measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver, 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected, 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached 
to this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended 
by TOSHIBA IS likely to result in interference to radio and TV reception. S れ lelded cables must 
be used between the external devices and the computer’s RGB port，Universal Serial Bus(USB 
2.0)poi’ts ， eSATA/USB combo port and Microphone jack. Changes or modifications made to this 
equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void 
the users authority to operate the equipment. 


FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. fhis device may not cause harmful interference, 

2, This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 


Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 
9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 
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□ 技術基準適合について 


■ EU Conformity Statement について 

C€ 

This product and - ii applicaoie - the supplied accessories too are marked with し E and comply 
therefore with the applicable harmonized European standards listed under the Low Voltage 
Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004/108/EC and/or R&TTE Directive 1999/5/EC, 

Responsible for CE-marking: 

TOSHIBA EUROPE GMBH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany 
Manufacturer: 

Toshiba Corporation,1-1 Shibaura 1-chome, Minato-ku, Tokyo, 105-8001, Japan 

The complete official EU CE Declaration can be obtained on following internet page: 
http://epps.toshiba-teg.com/ 
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□ 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチドライブ UJ -844 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 

1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置およびパソコン本体には、下記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーザー規格に N 巨082已-1】で"クラス1レーザー機器" 
に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因ずる二次的な損失、障害および事故を防止ず 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

5. ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、束芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 
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本装置上のレーザーラベルの表示位置 


CAUTION CLASS 3B V に旧 LE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN, AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 

ATTENTION RADIATIONS LASER V に旧 LES ET INVISIBLES DE CLASSE 3B QUAND OUVERT. 

EVITEZ TOUT EXPOSITION AU FAISCEAU. 

ADVARSEL KLASSE 3B SYNLIG OG USYNUG LASERSTRALING VED ABNING. UNDGA UDS/EHELSE FOR STRALING. 
VARO! AVAHAESSA OLET ALTTIINA NAKYVALLE JA NAKYMATTOM 址 LE LUOKAN 3B LASERSATEILYLLE. 

ALA KATSO SATEESEEN. 

VARNING KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNUG LASERSTRALNING NAR DENNADEL AR OPPNAD. UNDVIK ATT UTSATTA 
D に F り R STRALEN. 

VORSICHT BEI GEOFFNETER ABDECKUNG 1ST SICHTBARE UND UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG DER KLASSE 3B 
IM GERATEINNEREN VORHANDEN. MCHT DEM LASERSTRAHL AUSSETZEN! 

PRECAUCION CUANDO SE ABRE HAY RADIACION LASER DE CLASE 3B V に旧 LE E INVISIBLE. 

EVITE LA EXPOSICION A LOS RAYOS LASER. 




















□ 技術基準適合について 


^パソコン底面のレーザーラベルの表示位置 



V_ J 
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□ 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチ ドライブ UJ 8 巨2 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


1.本装置はレープーシステムを使用しています。 
本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


ます。 

本装置はヨー□ッ/ く共通のレーヴー規格 
EN 巨082己-1で"クラス1レーザー機器"に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさな < なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体への危害や物質的損害を誘発する 
可能性びあるシステムには、本装置を使用しな 
いで < ださい。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、ま芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE ' 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT 

LASER VISIBLE ET INVISIBLE EN 

CAS D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND 

UNS に HTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NIGHT 
DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling ved Abning. 
undgA uds/ettelse for 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr deksel 

APNES. UNNGA EKSPONERING 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

V 

KATSO SATEESEN. 

J 





































るインター フエー スの仕樣 


RGB インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号ち向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

□ 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

□ 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

□ 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

信号グランド 


6 

GND 

信号グランド 


7 

GND 

信号グランド 


8 

GND 

信号グランド 


9 

十曰 V 

電源 


10 

GND 

信号グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

13 

-CHSYNC 

水平同期信号 

□ 

14 

-CVSYNC 

垂直同期信号 

□ 

15 

SCL 

SCL データク□ック 信号 

I/O 

コネクタ図 

已 1 

( 0 0 0 0 0 ') 

1〇\ —〇 〇 〇 〇 〇7-6 

Voodoo J 

1已 11 

高密度 D-SU 目 3 列 1 已ピンメス 


信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 
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0 各インターフエースの仕様 


USB インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

+曰 V 


2 

D - 

マイナス データ 

I/O 

3 

D 十 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 



コネクタ図 


1 _| 1 _ 11 _ 11_1 
12 3 4 


信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 


KfleSATA / USB インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

S 1 

GND 

グランド 


S 2 

A 十 

eSATA プラスデータ 

□ 

S 3 

A - 

eSATA マイナスデータ 

□ 

S 4 

GND 

グランド 


S 曰 

B - 

eSATA マイナスデータ 

1 

S 6 

B 十 

eSATA プラスデータ 

1 

S 7 

GND 

グランド 


U 1 

VBUS 

+ 曰 V 


U 2 

D- 

USB マイナスデータ 

I/O 

U 3 

D 十 

USB プラスデータ 

I/O 

U 4 

GND 

信号グランド 


コネクタ図 





_ 甘げ 心。。。。 ^ _ 


.も 

-) 

Uu, UueUus u … 

ft — S n R — R 

r 





信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 















































































^3 各インターフエースの仕様 


mM LAN インターフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

BLDA + 

送受信データ A (+) 

I/O 

2 

BLDA - 

送受信データ A (—） 

I/O 

3 

BLDB + 

送受信データ B (+) 

I/O 

4 

BLDC + 

送受信データ C (+) 

I/O 

5 

BLDC - 

送受信データ C (一） 

I/O 

6 

BLDB - 

送受信データ B (—） 

I/O 

7 

BLDD + 

送受信データ D (+) 

I/O 

8 

BLDD - 

送受信データ D (—） 

I/O 

コネクタ図 


1234己色78 

11111111 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 


モデムインター フエース 

本モデム内蔵モデルのみ 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

— 

ノーコンタクト 


2 

— 

ノーコンタクト 


3 

TIP 

電話回線 

I/O 

4 

RING 

電話回線 

I/O 

5 

— 

ノーコンタクト 


6 

— 

ノーコンタクト 



コネクタ図 



123456 



信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号ち向（ I ):パソコン本体への入力 
信号ち向 （0) :パソコン本体からの出力 
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■ 6 卜想 lank : っぃで 


* 無線 LAN モデルのみ 

mm 無線 LAN の概要 

本製品には、 IEEE 802.1 la . IEEE 802.11 b . IEEE 802'1] 呂、 IEEE 802'1] n のすベて、 
もしくはその一部に準拠した無線 LAN モジュールび内蔵されています。なの機能をサポートし 
ています。 

•周波数チャネル遇択 
• マルチチャネル間の□ーミング 
•パワーマネージメント 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 
使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類の確認については、 「3 章|1- 
[3]- n 無線 LAN モジュールの確認」をご覧ください。 


付 

録 
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回無線 LAN について 


Kjfl お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の対象になります。無線ネットワーク 
機器は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するように設計されていますび、 
国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあり 
よ 〇 

無線規制についロホ、体節 mm お知日せ」を確認してください。 


お線周波数帯 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 In 

已 GHz (已]已 0- 已 3 已〇 MHz ©ぶび、 

已470-已72已 MHz ) 

IEEE 802.1 lb , 

IEEE 802.1 Ig , 

IEEE 802.1 In 

2.4 GHz に 400-2483 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

OFDM - BPS に OFDM - QPSK ， 
□ FDM -16 QAM , □ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , 

DSSS-D 巨 PSK 

IEEE 802.1 In 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式)， 

空間多重方式 （ MlMO 方式） 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 


幻メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあ 
りまず。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物"びある場合ち、通信範囲に影響を与え 
ます。 



231 
















回無線 LAN について 


mm サポートずる周波数ち域 

無線 LAN びサポートする已 GHz 帯および 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無線 
規制によって異なる場合びあります（表「無織 EEE 802 .1] チャネルセット」参照)。 

各地域で適用される無線規制については、「本節I面お知らせ」を確認してください。 

■無織 EEE802.1 1 チャネルセット 

• 己 GHz 帯： 己 1 己 0- 己 3 己 OMHz 巧ぶび、己 470- 己 7 吕己 MHz 
(IEEE80 吕 .1la 、 IEEE 802 .1 1 n の 場合） 

房 t メモ 

• 已 GHz 無線 LAN は屋外では使用でをません。 



チャネル ID 

周波数 

W52 

36 

5180 

40 

5200 

44 

5220 

48 

5240 

W53 

52 

5260 

56 

5280 

60 

5300 

64 

5320 

W56 

100 

5500 

104 

5520 

108 

5540 

112 

5560 

116 

5580 

120 

5600 

124 

5620 

128 

5640 

132 

5660 

136 

5680 

140 

5700 



アクセスポイント側のチャネル （W 已 2/W 已 3/W 已 6) に合わせて、そのチヤネルに自動的に 
設定されます。 
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回無線 LAN について 


♦ 吕 .AGHz 帯：吕 400- 吕 483MHz (IEEE80 吕 .1 1 b/g 、 IEEE80 吕 .1 1 n の 場合) 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24曰 7*1 

11 

2462 

12 

2467が 

13 

2472" 


*1 購入時、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

*2 これ6のチャネルび使用可能かどうかは、使用する無線 LAN モジュールによって異なります。使用巧 
能チャネルについては、「本節^■使用できる国/地域について」を参照してください。 
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回無線 LAN について 


E ■本製品を日本でお使いの場合のご注意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重 
複しています。 

已 GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されているなのステッカーをパソコン本 
体に貼り付けて < ださい。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等 a ソ下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを5崔認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その化、電波干渉の事例が凳生した場合など何かお困りのこと 
力 S 起きたときは、まち PC あんしんサポートへお問い合わせくだ 
さい。 


B I 現品ミ ' J 、 

本製品とお包箱には、巧に示す現品表示び記載されています。 

①⑤③④ 


2.4DS/0F4 





① 2.4 

② DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2.400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び DS-SS 方式であることを示す。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 mLU 下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意昧する。 


■ま芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『取扱説明書』の巻末を参照してください。 
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回無線 LAN について 


B 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、次の認証を 
受けた無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要 
ありません。 


■ Intel a/b/g/n モジュールの場合 

無線設備名：已 12 AN_MMW 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号: 0080241003 

■ Intel a/b/g/n-WiMAX モジュールの場合 

無線設備名：已] 2 ANXMMW 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : D 0807 已] 003 

■ Atheros a/b/g/n モジュールの場合 

無線設備名： AR 5 BXB 92 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
言忍証番号 : DO 80266003 

■ Atheros b/g/n モジュールの場合 

無線設備名： AR 5 B 91 -X 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : DO 80273003 


本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピューター）に実装して使用す 
ることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するお 
それびありますので、十分にごミ主意ください。 



mm お知らせ 

I お線毁品の巧ち運。性 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジユールは 、 Direct Sequence Spread Spectrum 
( DSSS )/ C)「thosonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する 
あらゆる無線 LAN 製品と相互運用でさるよラに設計されており、なの規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術者協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs (Revision a / b / g / n ) (無線 LAN 標準規格 
(版数 a / b / g / n )) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi-Fi CERTIFIED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 
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回無線 LAN について 


I 健康への影響 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かにほいレベルに抑え日れています。 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
のま全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。次にその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日ない場合 
は 、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、 

本製品の使用可否について確認してください。 

I 規制に関する情ま巨 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールのインス I -ールと使用に際しては、必ず製品付属 
の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。 

本製品は、無線周波基準と安全基準に準拠しています。 



236 







回無線 LAN について 


• Canada - Industry Canada (1 C ) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference ， and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 

• USA-federal Communications Commission ( FCC ) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna, 

• Increase the separation between the equipment and the receiver, 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this the Wireless LAN, or the substitution or attachment of connecting caoles 
and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCc radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact during 
normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 

www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/99ehd-dhm237/index-eng.php./ 









回無線 LAN について 


参 Europe 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

Belgique: 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 
registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exteneur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Ba 打 de de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises e 打 droits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interno. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buite 打 antennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 


2.4GHz channel limitations applv lor outdoor usage, rhe user should use the Wireless LAN uiiiitv to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 
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回無線 LAN について 


• Taiwan 

Article 12 

Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed to 
change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as performance 
to an approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communic ations; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 






回無線 LAN について 


mm 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/地域し U 外では使用 
でをません。 


■ Intel a / b / g/n モジュール 


アイスランド 

カナダ 

スウェーデン 

J けマ 

ホンジュラス 

アイルランド 

韓国 

スペイン 

バミューダ 

マラウイ 

アメ 1」力合衆国 

カンボジア 

ス□バキア 

パラグアイ 

7ルタ 

アラブ首長国連邦 

キプ□ス 

ス□ベニア 

八ンガ U — 

7レーシア 

イギリス 

ギリシャ 

タィ 

フィ1」ピン 

南アフリカ 

イタ1」ア 

キルギスタン 

台湾 

フィンランド 

モナつ 

ィンド 

グアテマラ 

チェコ 

プエルト1」コ 

モ□ッコ 

インドネシア 

クウェート 

中国 

ブラジル 

モンテネグロ 

ウルグアイ 

ク□アチア 

チ1」 

フランス 

ヨルダン 

エジプト 

ケニァ 

デンマーク 

ブルガリア 

ラトビア 

エストニア 

つスタ1」力 

ドィツ 

ベトナム 

1」トアニア 

エルサル八'ドル 

つ□ンビア 

トルコ 

ベルギー 

1」ヒテンシュタイン 

オーストラリア 

サウジアラビア 

曰本 

ポーランド 

ルクセンブルク 

オースト1」ア 

ジャマイカ 

ニューカレドニア 

ボスニア'ヘルヴ1ゴけ 

ルーマニア 

オマーン 

シンガポール 

ニュージーランド 

ボ1」ビア 

レバノン 

オランダ 

ジンバブエ 

ノルウェー 

ポルトガル 


カタール 

スイス 

バーレーン 

香港 


に00白年1□月現在) 


• 802.1 ] a および 802.1] n モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi 〜 Ch ]] で使用できます。 

•インフラストラクチャ通信でのアクセスポイントへの接続は、 Chi 〜 Chi 3, Ch 36, 
Ch 40, Ch 44, Ch 48, Ch 已 2, Ch 已己， Ch 己 0, Ch 己 4, ChlOO , Chi 04, Chi 08, 
Chi 12, Chi 16, Chi 20, Chi 24, Chl 28, Chl 32, Ch ]3 巨， Chl 40, Chl 49, 
Ch ] 已 3, Ch ] 已 7, Ch ] 巨 ], Ch ] 巨已でイま用でさます。 







































回無線 LAN について 


■ Intel a / b / g / n-WiMAX モジユール 

曰本 

(2009 年1□月現在) 


• 無線 LAN と WiMAX は同時に使用できません。 

• 802.1] a および802.] ] n モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi - Chi ] で使用できます。 

•インフラストラクチャ通信でのアクセスポイントへの接続は、 Chi 〜仁 hi 3, Ch 36, 
Ch 40, Ch 44, Ch 48, Ch 已 2, Ch 已巨， Ch 己 0, Ch 巨 4, Chi 00, Chi 04, Chi 08, 
Chi 12, Chi 16, Chi 20, Chi 24, Chl 28, 巳 h ]32, Chi 36, Chl 40, Ch ]4 白, 
Ch ] 已 3, Ch ] 已 7, Ch ] 己], Ch ] 己已でイま用でさます。 


■ Atheros a / b / g/n モジュール 


アイスランド 

オーストリア 

ス1」ランカ 

パラグアイ 

7ルタ 

アイルランド 

オランダ 

ス□バキア 

八ンガ1」 一 

7レーシア 

アゼルバイジャン 

カナダ 

ス□ベニア 

フィ1」ピン 

メキシコ 

アメ 1」力合衆国 

韓国 

セルビア 

フィンランド 

モナつ 

アラブ首長国連邦 

カンボジア 

タイ 

プエルト1」コ 

モンテネグロ 

アルゼンチン 

キプ□ス 

台湾 

フランス 

ヨルダン 

イギリス 

ギリシャ 

チェコ 

ブルガリア 

ラトビア 

ィタ1」ア 

クゥェート 

中国 

ベトナム 

1」トアニア 

ィンド 

ク□アチア 

チ1」 

ベネズエラ 

IJ ヒテンシュタイン 

インドネシア 

ケニァ 

デンマーク 

ペルー 

ルクセンブルク 

ウクライナ 

つ□ンビア 

ドイツ 

ベルギー 

ルーマニア 

ウルグアイ 

サウジアラビア 

曰本 

ポーランド 

レバノン 

エクアドル 

シンガポール 

ニュ ージー ランド 

ボスニア.ヘルツェゴけ 


エジプト 

スイス 

ノルウェー 

ポルトガル 

エストニァ 

スウェーデン 

バーレーン 

香港 

オーストラ1」ア 

スペイン 

パキスタン 

ホンジュラス 


に009年1□月現在) 


• 802.11 a および 802. ] ] n モードではアドホック通信は使用できません。 

• 802.1 化および802.1 ] 邑モードでのアドホック通信は、 Ch ]〜 Ch ]] で使用できます。 

• 802.1] b モードおよび802.] ] 旨モードでのインフラストラクチヤ通信は、 Chi 〜 Chl 3 で 
使巧できます。 



























回無線 LAN について 


■ Atheros b / g/n モジュール 


アイスランド 

オーストリア 

ス1」ランカ 

パラグアイ 

7ルタ 

アイルランド 

オランダ 

ス□バキア 

八ンガ U — 

7レーシア 

アゼルパイジャン 

カナダ 

ス□ベニア 

フィ1」ピン 

メキシコ 

アメ 1」力合衆国 

韓国 

セルビア 

フィンランド 

モナつ 

アラブ首長国連邦 

カンボジア 

タイ 

プエルト1」コ 

モンテネグロ 

アルゼンチン 

キプ□ス 

台湾 

フランス 

ヨルダン 

イギリス 

ギリシャ 

チェコ 

ブルガリア 

ラトビア 

イタ1」ア 

クゥェート 

中国 

ベトナム 

1」トアニア 

ィンド 

ク□アチア 

チ1」 

ベネズエラ 

IJ ヒテンシュタイン 

インドネシア 

ケニァ 

デンマーク 

ペルー 

ルクセンブルク 

ウクライナ 

つ□ンビア 

ドイツ 

ベルギー 

ルーマニア 

ウルグアイ 

サウジアラビア 

曰本 

ポーランド 

レバノン 

エクアドル 

シンガポール 

ニュージーランド 

ボスニア'ペレツェゴけ 


エジプト 

スイス 

ノルウェー 

ポルトガル 

エストニア 

スウェーデン 

バーレーン 

香港 

オーストラリア 

スペイン 

パキスタン 

ホンジュラス 


に009年1□月現在) 


• 802.11 n モードでは、アドホック通信は使用できません。 

• 802.11 b モードおよび 802. 11邑モードでのアドホック通信は 、 Ch ] 〜 Ch 1 ] で使用でき 
ます。 

• 802.1] b モードおよび802.] ] 旨モードでのインフラストラクチヤ通信は、 Chi 〜 Chi 3で 
使用でさます。 


























回無線 LAN について 


mm 「まミ無線 LAN 己 GHz 有効無効ツール j について 

* 己 GHz 帯無線 LAN をヴポートしているモデルのみ 


已 GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 

本製品を屋外に持ち出す場合には、「東芝無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール」で已 GHz の周波数帯 
域を OFF にしてください。 

I [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ネットワーク]一[無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール]をクリック 
する 

[東芝無線 LAN 5 GHZ 有効無効ツール]画面び表示されます。 

0 [ OFF ] ボタンをクリックし①、[閉じる]ボタンをクリックする② 


の 

② 


已 GHz の周波数帯域び OFF になります。 



た-すメモ_ 

•屋内で已 GHz の周波数帯域を使用する場合は、手順0で [ ON ] ボタンをク U ックし、已 GHz の周波 
数帯域を ON にしてください。 
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7 1 Bluetooth について 


本 Bluetooth モデルのみ 



mm お埋仕様 



通信方式 

Bluetooth Specification Ver .2.1 +EDR 


無線周波数帯 

2.4 GHz に 402 〜 2480 MHz ) 

ワイヤレス通信 

変調方式 

周波数ホッピング方式 

2値 FSK 


出力*' 

最大 +4 dBm (Power Class 2) 


受信感度*1 

-7 日服 m 


通信距離 

見通し] Om が 

電源電圧 

3.3 V 

消費電力 

最大200 mA 


*1 アンテナの効率は含まれません。 

*2 周囲の電波環境、障書物、設置環境などにより異なります。 


B お線特性 


Bluetooth モジュールの無線特性は、製品を購入した国、購入した製品の種類により異なる場 



合びあります。 

多くの場合、無線通信は国/地域によって使用び規制されています。無線ネットワーク機器は、 
無線免許の必要ない 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線規制に 
より無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 

本製品の日 luetooth 通信機能び使用できる国/地域については、「本節 mm 使用できる国/ 
地域について」を確認してください。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 


メモ 

• アンテナの近<に金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあ 
ります。 

•無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合を、通信範囲に影響を与え 
ます。 
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mm Bluetooth ® まミ製モジ: L - ルを日本でお使いの場合のごミ主意国 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.7 已 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けてください。 


この機器の使用周波数帯は 2.4GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業 - 科学 - 医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等（しソ下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを$害認して < ださい。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が凳生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、まち PC あんしん ヴポートへ お問い合わせく 
ださい。 


■ 現品表 /J 、 

本製品と捆包箱には、なに示す現品表示び記載されています。 


①②③ 



④ 



① 2.4 : 2, 400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

② FH :変調方式び FH - SS 方式であることをおす。 

③ ] :想定される与干渉距離び 10 m じ(下であることを示す。 

® ^ ^ : 2, 400 MHz 〜2, 483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 

回避可能であることを意昧する。 


■ ま芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『取扱説明書』の巻末を参照してください。 
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mm 機器認証表示について 

本製品は、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の端末設備として、技 
術基準適合認証を受けております。 

無線設備名： EYXF 3 CS 
財団法人電気通信端末機器審査協会 
認証番号 : D 08-030 已 00] 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピューター）に実装して使用す 
ることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するお 
それびありますので、十分にごミ主意ください。 


U お知6せ 


■無線製品の相互運用性 

Bluetooth ® 東芝製モジュールは 、 Frequency Hoppin 巨 Spread Spectrum ( FHSS ) 無線 
技術を使用するあらゆる团 uetooth ® ワイヤレステクノ □ジーを用いた製品と相互運巧できる 
よラに設計されており、巧の規格に準拠しています。 

• Bluetooth Special Interest Group 策疋の Bluetooth Specification 
Ve 「'2' l+EDR 

• Bluetooth Special interest Group の定義する Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジーの 
Lo 邑〇認証 


公イモ 



•本製品はすべての团 uetooth ® ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器との接続動作を確認したをのでは 
ありません。ご使用にあたっては、 Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器対応の動作条件 
と接続の巧否情報を取扱元にご確認<ださい。 


また下記の取り扱い上のを意点びあります。 

( 1 ) 本製品は Bluetooth ® Versions . 1 + EDR 仕様に準拠しております。 

Bluetooth ® Version 1 .0 B 仕様の Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器とは 
互換性びありません。 

に） 2.4 GHz 帯の Wireless - LAN び近距離で使用されていると通信速度のほ下または通信エ 
ラーび発生する可能性びあります。 

(3) Bluetooth ® と Wireless - LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波 
び干渉し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障 
びある場合は、今お使いの团 uetooth ®、 Wireless - LAN のいずれかの使用を中止してくだ 
さい。 


246 











Q Bluet 001 ih について 


■健康への影響 

Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジーを用いた製品はほかの無線製品と同様、無線周波の電磁 
エネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べると 
はるかに低いレベルに抑えられています。 

Bluetooth ® 東芝製モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドライ 
ンにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。この安全基準お 
よび勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専 
門家の委員会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Bluetooth ® ワイヤ 
レステクノ□ジーの使用を制限する場合びあります。なにその例を示します。 

•飛行機の中で Bluetooth ® ワイヤレステクノ □ジーを用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわからない場 
合は、 Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジーを用いた装置の電源を入れる前に、管理者に使用 
の可否について確認してください。 
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Regulatory statements 

• General 

This product complies with any mandatory product specification in any Country/ Region where 
the product is sold. In addition, the product complies with the following. 

• European Union ( EU ) and EFTA 

This equipment complies with the R&TTE directive 1999/5/EC and has been provided with the 
CE mark accordingly. 

• Canada - Industry Canada yc ) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , 
and (2) this device must accept any interference, including interference that may cause 
undesired operation of this device." 

L ' utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes :(1)il ne doit pas 
produire de brouillage et (2)1’ utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage 
radioelectrique recu, meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement 
du dispositif. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada 
technical specifications were met. 

• USA - Federal Communications Commission ( FCC ) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a articular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna, 

• Increase the distance between the equipment and the receiver, 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized 
modilication of the devices included with this Bluetooth® Card from TOSHIBA, or the 
substitution or attachment of connecting cables and equipment other than specified by 
TOSHIBA. 

The correction oi interference caused by such unauthorized modification, substitution or 
attachment will be the responsibility of the user. 









WM 巨 luetooth について 


Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Bluetooth® Card from TOSHIBA is far below the FCC radio 
frequency exposure limits. Nevertheless, the Bluetooth® Card from TOSHIBA shall be usea in 
such a manner that the potential for human contact during normal operation is minimized. The 
antenna(s) used in this device are located at the upper edge of the LCD screen, and this device 
has been tested as portable device as defined in Section 2.1093 of FCC rules when the LCD 
screen is rotated 180 degree and covered the keyboard area. In adairion, Bluetooth has been tested 
with Wireless LAN transceiver for co-location requirements. This device and its antenna(s) 
must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that 
it does not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult 
Safety Code 6, obtainable from Health Canada’s website 

http://www.hc-sc.gc,ca/ewh-semt/pubs/radiation/99ehd-dhm237/index-eng,php,/ 

參 Taiwan 

Article 12 Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not 
allowed to change frequency, enhance transmitting power or alter original 
characteristic as well as performance to a approved low power radio-frequency 
devices. 

Article 14 The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and 
interfere legal communications; If found, the user shall cease operating immediately 
until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in 
compliance with the Telecommunications Act, 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference 
from legal communications or ISM radio wave radiated devices. 
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la 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/地域し U 外では使用 
でさません;。 


アイスランド 

オマーン 

ス□バキア 

パキスタン 

ポルトガル 

アイルランド 

オランダ 

ス□ベニア 

パナ7 

香港 

アゼルパイジャン 

カナダ 

セルビア 

パプアニューギニア 

ホンジュラス 

アメ 1」力合衆国 

韓国 

夕斗 

パラグアイ 

7ルタ 

アラブ首長国連邦 

キプ□ス 

台湾 

八ンガ U — 

7レーシア 

アルゼンチン 

ギリシャ 

チェコ 

バングラディシュ 

南アフリカ 

イギリス 

キルギスタン 

中国 

フィ1」ピン 

メキシコ 

ィタ1」ア 

グアテマラ 

チ1」 

フィンランド 

モナつ 

ィンド 

クゥェート 

デンマーク 

プエルト1」コ 

3ルダン 

インドネシア 

ケニア 

ドイツ 

フランス 

ラトビア 

ウクライナ 

コスタ1」力 

ド S 二力 

ブルガリア 

1」トアニア 

ウルグアイ 

つ□ンビア 

トルコ 

ベトナム 

1」ヒテンシュタイン 

エクアドル 

サウジアラビア 

ナイジェ1」ア 

ベネズエラ 

ルクセンブルク 

エジプト 

シンガポール 

ニカラグア 

ペルー 

ルーマニア 

エストニア 

スイス 

曰本 

ベルギー 

レバノン 

エルサルバドル 

スウェーデン 

ニュージーランド 

ポーランド 

□シア 

オーストラ1」ア 

スペイン 

ノルウェー 

ボスニア'ペレツェゴけ 


オーストリア 

ス1」ランカ 

バーレーン 

ボ1」ビア 


に日日9年1□月現在) 
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内蔵モデムについて 



* モデム内蔵モデルのみ 

モデムボードを取り付けることによって、モデム機能を使用でさます。あらかじめモデムボー 
ドび取り付けられているモデルの場合は、取り付け/取りはずしの作業は必要ありません。ま 
た、モデムボードを取りはずした状態で本製品を使用しないでください。 


A 警告 

• 本夕中で説明されている部分じ(かは絶対に分解しないこと 

内部には高電圧部分び数多くあり、万び一触ると、感電ややけどのおそれびあります。 
•取りはずしたネジは、幼巧の手の届かないところに保管すること 
誤って飲み込むと窒息のおそれびあります。万び 一、 飲み込んだ場合は、ただちに医師に 
相談してください。 


A 迁局 

•モデムボードの取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプターのプラグを抜 
さ、バッテ U - パックを取りはずしてか5作業を行うこと 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれびあります。 

• 電源を切った直後には、モデムボードの取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後30分 LU 上 たって 
から、行ってください。 

• J くソコン内部にネジや異物を残さないこと 
乂災、発煙のおそれびあります。 



• モデムボードの取り付け/取りはずし、 PTT ラベルの確認しツ外の目的でパソコン本体のモデムカ 
バーを開けないで < ださい。 

• モデムボードを取りはずした状態で本製品を使用しないでください。故障の原因になります。 
•モデムボードを強く巧したり、曲げたり、落としたりしないでください。 

• キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安をした台の上にバソコン本体を置いて作業を行ってく 
ださい。 
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Q 内蔵モデムについて 


I モデムボードの取り付け/取りはずし _ 

■モデムボードの取り付け/取りはずしの前に 

次の作業を行ってから、モデムボードの取り付け/取りはずしを行ってください。 

① データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

② パソコン本体に接続されている AC アダプターとケーブル類を取りはずす 

③ ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテ U- パックを取りはずす 

④ パソコン本体底面のネジ] 8本を取りはずす 
⑥ベースカノ（一を取りはずす 

規格 （PTT) ラベルを確認することびできます。 

■モデムの取り付け 

① モデムボードにケーブルを取り付ける 

② モデム基板にモデムボードに取り付け、モデム固定用のネジ2本でとめる 


■ モデムボードの取りはずし 

① モデム固定用のネジ2本を取りはずし、モデムボードを取りはずす 

② モデムボードからケーブルを取りはずす 

■モデムボードの取り付け/取りはずしの樹こ 

① ベースカバーをネジ18本で取り付ける 

② バッテ U —パックを取り付ける 
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